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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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俺はまだ、本気を出していない
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プロローグ　四男貴族、家を継ぐ










　カノー男爵家四男、ヘルメス・カノー。

　一族の落ちこぼれ、面つら汚よごし。

　そう呼ばれ続けてきた俺は、今日も庭でひなたぼっこをしていた。

　家を継がない四男坊に与えられた郊外の一軒家。

　広いだけでやたらと不便だけど、ここも住めば都だ。

　俺は日にあたりながら、新しく取り寄せたエロ本をパラパラめくっていた。

「ほうほう……これはこれは……」

　最新の写影魔法を駆使して作られたエロ本の中では、グラマーなおねーちゃんたちが競うように色っぽいポーズをしている。

「……うむ」

「うむ、じゃありません！」

　後頭部をいきなりはたかれた。

　頭を押さえて振り向くと、そこにドレス姿の貴婦人がいた。

　姿こそ貴婦人風だが、実際の年齢は俺より少し上なだけ。

　二は十た歳ちにもなってないから、顔にまだ少女臭くささが残っている。

　ソーラ・カノー。

　名前からも分かる通り、俺の――

「何するんだ姉さん」

「何するんだ、じゃありません。またそんなものを見て」

「大丈夫大丈夫、もう見ないから。写影魔法のエロ本はダメだよな。これ絶対修正入ってるぜ。ほら、この顔のあたりとかさ――」

「ていっ！」

　エロ本を広げて姉さんに見せるが、手首をはたかれてエロ本は地面に落ちた。

「そういうことではありません。私が言いたいのはヘルメス、あなた、もっとちゃんと本気を出しなさいということです」

「本気？」

「そうです、あなたはやれば出来る子ではありませんか。それをこんなところで人生を無駄にして」

「んなあこたあない。俺はいつでも本気だぜ」

「ヘルメス！」

「そうだ姉さん、これ見てこれ」

　俺はポケットからある物を取り出して、姉さんに手渡した。

　それを受け取って、マジマジと見つめた姉さん。

「何ですかこれは」

「媚び薬やく、男女共用で一粒につき半日は保もつから、姉さん嫁に行く時ダースでプレゼント――」

「そーい！」

　姉さんはドレス姿にまったくふさわしくない、豪快なフォームで俺が渡した媚薬を投げ捨てた。

「おー、結構飛んだなー」

「こんな物ばかり作ってないで、もっと貴族の男としてちゃんと――」

「あっ、それ都から取り寄せた最新の商品」

「――作ってもいないのですか！」

　ぷんぷん怒る姉さん。

「俺は知ってるぞ姉さん、それってノリツッコミっていうやつだろ」

「誰がそんなことをしますか！」

　姉さんの勢いはそこがピークだった。

　膨ふくらみすぎて穴が空あいた風船のように、みるみるうちに怒りがしぼんでいった。

「もう、お願いヘルメス。私は知ってるの、あなたは出来る子なのよ。だからカノー家のためにも――」

　そう言いかけた姉さんだったが。

「こんなところにいらっしゃいましたか」

　男の声がして、すぐに姿が見えた。

　背が高くて瘦やせぎすで、立派なヒゲをしてる中年男の名前はミミス。

　ミミス・コラース。

　カノー家に仕えるいわゆる家臣団のボス格のヤツだ。

　そいつは俺じゃなく、姉さんを見ている。

「ミミス、どうかしたのですか？」

「ご当主様がお呼びでございます」

「お兄様が？　分かりました、案内して」

「はっ」

　よしよし、これで口やかましいのはいなくなるぞ――って思ったが。

「私の言ったこと、ちゃんと考えるのですよ、ヘルメス」

「ほーい」

　適当に返事すると、姉さんは形のいい眉まゆをひそめながら立ち去った。

　いつもの事。

　姉ちゃんはちょこちょこ俺のところにやってきては、ノリツッコミと発はつ破ぱをかけていく。

　いつもの事だから、普通にスルーした。

　姉さんは立ち去ったが、案内しなきゃいけないはずのミミスは残っていた。

「どうした、姉さんを追いかけなくていいのか」

「ヘルメス様」

　ミミスの声にはとげとげしさがあった、いやとげとげしさしかない。

　様付けで呼んではいるが、見下し感ありありの口調だ。

「ご当主様への金の無心はもう少し控えて頂いただきたく」

「そりゃ聞けねえ相談だ。弟がアニキにお小遣いをおねだりして何が悪い。それをあんたにとがめられる筋合いはない」

「そうではありません。ご当主様はカノー家にとって必要なお方、なにより今が大事な時期。その程度のことで煩わずらわせるのは控えて頂きたいと申し上げておるのです」

「じゃああんたがくれるのか？」

「おっしゃって頂ければ」

「お、まじか。じゃあ銀貨を１００枚くれよ。お前も男なら聞いてるだろ？　都から来た綺き麗れいな娼しよう婦ふの噂うわさ、一回遊んでみたくてさ」

「……後ほど届けさせます」

「おっ、やった」

　軽くガッツポーズする俺。

　それを見て、ますます見下した顔をするミミス。

　しまいには。

「部屋住みが」

　って、聞こえるほどの声で悪態を吐き捨ててから、姉さんを追いかけて立ち去った。

　残ったのは俺だけ。

　郊外で四男坊を押し込めるために造られた家に、俺だけが残った。

「……ふっ」

　二人ともいなくなった後、俺は鼻で笑った。

　四男坊としての分はわきまえるさ。

　それに。

「本気出すなんてメンドイ事、誰がやるかってんだ」

　俺は、今くらいで丁ちよう度どいい。

　そう思って、今日中に届く資金と、美び貌ぼうで有名な娼婦に思いをはせた。

　貴族の四男坊、責任とかなくて気ままな日々。

　そんな日々の終わりが、知らないうちにもうそこまで来ていた。
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「……もっかい言ってくれ姉さん」

「あなたがカノー家を継ぐのよ。そう言いました」

　あくる日、いつも通りにやってきた姉さんがいきなりそんなことを言ってきた。

　昨日と同じように庭で向き合う俺と姉さん。

　俺はひなたぼっこ用の安あん楽らく椅い子すに座ったままで、姉さんは相変わらずの貴婦人の格好で立っている。

　ドレス姿もそうだけど、たたずまいも完かん璧ぺきだ。

　そんな姉さんを、座ったまま見あげる。

「なんかの冗談？」

「いいえ」

「いや冗談だろ、四男だぜ俺は。カノー家を継ぐとかあり得ないだろ」

「ミロスお兄様、メロスお兄様、コロスお兄様」

　長男、次男、三男。

　姉さんは、俺よりも先に生まれた三人の男の名前を数えるように読みあげた。

「昨晩、死亡が確認されました」

「はあ!?」

　ガタッ！　と椅子を倒して立ち上がった。

「死んだ？　三人とも？」

「ええ」

「どういう事だ？」

「昨晩、国王陛下主催のパーティーがありました。三人のお兄様はそこに出席しました」

「そんなのがあったのか、知らなかった」

「そこに隕石が落ちました」

「……なんかの冗談？」

　もし鏡があったら、自分がいかにポカーンと間抜け面づらになってるのが見えるだろうな。

　それくらい、突拍子もない話だった。

「いいえ。戦争が起きるかも知れません」

「……暗殺か、何ど処この国だ？」

　聞き返した俺に、姉さんは何故か微笑ほほえみ返した。

　しまった。

「ほら、言った通りでしょ。あなたはやれば出来る子だとずっと思っていました」

「はめたな姉さん」

「頭の回転が速すぎるのですよあなたは。ついでに言えば諦めも早すぎます」

　俺はため息をついた。

　幸いここには姉さんしかいない。

　うかつな反応をしたとしても、姉さんがむやみに俺を買ってるのは前からで、今更このエピソードを誰かにいっても誰も信用しない。

　だから問題はない――って事で姉さんと真ま面じ目めな話をした。

「つまり、上の三人がいなくなったから、姉さんは俺に家を継げって言いに来た、そういうことだな」

「ええ、そういうことです」

「残念だったな、カノー家の血はまだ上が残ってる。正妻の娘である姉さん、あんただ」

「それならもう解決してます」

「……出しゆつ家けするなら頭を丸めるもんだぜ」

　俺は知ってる、姉さんは自分の艶つややかで長い髪が好きなことを。

　出家すれば家を継がない、継げないようになるが、姉さんは絶対にそれをしない。

　死んでもしない。

「はい、これ」

　姉さんは笑顔のまま封書を取り出す。

　受け取ったそれは、王家の封がされてあるものだった。

　姉さんを見ると、目線で封を切って中を見ろと促される。

　言われたとおり封を切って、中の文書を取り出して広げる。

　俺は驚きよう愕がくした。

「こ、これは」

「既に王家に届け出を出しています。私はヘルメス、あなたの養女になります」

「姉さんが俺の養女だってぇ？」

「これで継承権は自動的にあなたの下。というよりヘルメス、あなたが一番上ですよ」

「……やるな姉さん」

　というかやられた気分だ。

　さっそく許可をとってきたのはさすが姉さんだな。

　こういう手は普通思いつかないものなんだが。

　だが、お願いしている内容は詰まるところ「男子に家を継がせたい」ということだから、王室の許可はあっさり下りたんだろうな。

　俺は更にため息をついた。

　姉さんがいつになく真面目な顔をした。

「本気を出して、ヘルメス」

「……はあ」

　俺はもう一度ため息をつく。

　どうやら逃げ道が塞ふさがってるな、下へ手たに拒否するとここはかえって面倒。

「分かった、家を継ぐ」

　本気は出さないがな、と。

　言いたいけど今は言わないことにした。










01　無能どもの尻拭い










　ピンドス。

　カノー家の領地で、一番人口が多く、一番栄えてる街。

　それ故にカノー家の本拠ともいえる屋敷がここにある。

　由ゆい緒しよ正しい貴族カノー家だから、屋敷はかなり立派なもんだ。

　その立派な屋敷の更に立派な部屋、王宮の謁えつ見けんの広間を一回りシンプルにしたような部屋に俺はいた。

　立派な椅い子すに座ってて、向こうに男が十数人立っている。

　カノー家家臣団だ。

　その家臣団の中にミミスの姿がある。

　ミミスを含めた全員が、難しい顔で俺を見ている。

「あー、知っての通り、今日から俺がカノー家の当主になった。よろしく」

　ざわざわ。

　フランクな挨あい拶さつをしてみたら、家臣団からいかにも不機嫌な声と表情が返ってきた。

「そういうことはやめるのですよ、弟父おとーとう様さま」

　ざわざわを抑えて前に出て、話しかけてきたのはソーラ。

　ちょっと前までは姉で、今は養女という不思議な関係の女ひと。

「おとーとうさまって聞こえる、珍妙な呼び方はやめてくれ姉さん」

「弟だったけど今はお父様、そのままの呼び名ではありませんか」

「だからといってくっつけないでくれ。今までのままで頼むよ」

「分かりました、今まで通りヘルメスと呼びます」

　姉さんは頷うなずいた。

　そして、すぅ、と壁際に引っ込んでいった。

「姉さん、何も言わないの？」

「私はヘルメスの娘なのです、ここで発言できるような立場ではありません」

「えー……」

　ずるくない？　その使い分けはずるくない？

「恐れながら申し上げます」

　姉さんの返事でお墨すみ付つきをもらったとでも思ったのか、今までだまって――いやざわざわしてたから黙ってもいなかったが。

　ミミスが一歩前に進み出て、挑戦的な目で言ってきた。

「ご当主様には、早さつ速そくですがやって頂いただかねばならない仕事があります」

「面めん倒どう臭くさいな……なんだ？」

「現在、当家には借金があります」

「借金？　どれくらいだ」

「金貨にして、およそ五万枚」

「……なんだってそんな大金を」

　俺は眉まゆをひそめた。

　金貨五万枚といえば、カノー家の領地から上がってくる年間の税収を上回る数字だぞ。

「トリカラ鉱山をご存じですか？」

「ああ、絶対に錆さびないっていうトリカラ鋼の産地だろ？　カノー家が持ってる、まあ打ち出の小こ槌づちだ」

「そのトリカラ鉱山の鉱脈が数年前からつきかけているのです。先代ミロス様はまだまだ埋蔵量はつきてないと、商人たちから資金を調達して、更に開発を進めておりました」

「そのための借金ってことか」

「それを商人どもが返せと言ってきておるのです。ミロス様が身まかられ、そのまま踏み倒されるのではないかというのが表向きの理由です」

「へえ」

　そんなことをしてたのか、ミロス兄さんは。

「で？」

「……」

　ミミスは「そんなことも分からないのか」という、更に見下しきった目を俺に向けてきた。

　やがて呆あきれかえった口調になって。

「今トリカラ鉱山を取られる訳に参りません。ご当主様には商人どもと交渉をして頂きます」

　頂きますってお前、ほぼ脅きよう迫はくだろ、それ。

　うん？　よくよく考えたらこれってむしろ好都合じゃないのか？

　俺は姉さんを見た。

　今や俺の養女――娘である姉さん。

　姉さんにも俺にも子供はいない、というかカノー家直系の血筋はもう俺たち二人だけだ。

　更に家臣団を見た。

　上う手まく誘導すれば、こいつらが姉さんを担かつぎ上げて俺を下ろそうとするお家騒動にもってけるんじゃないのか？

　子を担いで親を倒す、お家騒動の黄金パターンだ。

　となると……よし、まずは暴君をやってみよう。

「知らん、お前がやれ」

「何ですと？」

「命令だ」

「申し上げます、商人どもの圧あつはかなりのものです。ここは当主様に出て頂かねば収しゆう拾しゆうがつきません」

「やらないってのか？」

「当主様以外では抑えられません」

「じゃあお前クビ」

「……は？」

　ミミスがきょとんとなって、他の家臣たちがまたざわざわした。

「当主を担ぎ出す以外になにも出来ない無能だし、クビにする」

「お、お待ちを、それはいくら何でも」

「うん？　なんだ、当主は家臣の一人もクビに出来ないってのか」

「そ、そうは申しませんが」

　慌てるミミス、視線をさまよわせた結果、姉さんと目があった。

　姉さんはため息をついて、一歩前にでた。

「ヘルメス」

「なんだ姉さん」

「ミミスは長年カノー家に仕えてきたの。いきなりクビはやり過ぎではありませんか」

「うーん」

　悩むフリをした。

　姉さんが出てきたのは好都合だった。

　こいつが姉さんに恩義を感じるようになる都合のいいシチュエーション、利用しない理由はない。

「じゃあ謹きん慎しん、一週間くらい家に籠こもって反省しろ」

「……」

　ミミスはなおも不満げだったが、姉さんが微かすかに頷いたので、

「ありがたき幸せ」

　といって、すごすごと部屋から出た。

　よし、いい感じに残った家臣どもも俺に不満の目を向けてきてるぞ。

　こういうのを繰り返そう。

　上手くやって、家臣団が姉さんを担ぐようにヘイトを稼かせいでいく。

　もう一つ何かをやってヘイトを稼ぐか、と思って使える材料はないかと周りを見る。

　すると、部屋の向こう、入り口近くに何かが積み上げられてるのが見えた。

「あれは何だ？」

「件くだんのトリカラ鉱山の鉱石ですよ」

　姉さんが代わりに答えた。

　なるほど、俺を責める、動かすための材料に持ってきたんだな？

　俺は椅い子すから立ち上がって、鉱石に向かっていく。

　直前に暴君っぽいのをやったばかりだから、家臣団は警戒してる目で道を空けた。

　積み上げられた鉱石の前に立ち、その一つを手にとる。

「……アホか」

　思わず声がでた。

　呆あきれた、ものすごく呆れた。

　もう一つ鉱石を手にとった。

「ドがつくアホだ」

　また悪態をついた。

「どうしたのですかヘルメス」

　姉さんが近づいて聞いてきた。

　振り向いて、姉さんの向こうの家臣団を見る。

　家臣団は遠巻きに成り行きを見守るモードだ。

　それがますます。

「お前ら全員アホか」

　という言葉に繫つながった。

「一体どうしたというのですかヘルメス。さっきよりもだいぶ感情が入っていますよ？」

「これ」

　俺は鉱石二つ三つを手のひらに載せて、両手で押しつぶすようにした。

　もちろん腕力じゃない、魔法をかけて。

　俺の手のひらからボロボロと石くずがこぼれ落ちた、鉄にもならない金属のくずも落ちた。

　しばらくして、手を開ける。

　そこに――。

「これは……銀？」

「ああ、銀だ」

「この中に銀が？」

「大量にな」

　家臣団がざわつく。

「手にとるように分かるぞ、どうせトリカラ鋼を作るやり方しか試してないんだろ？　それで大量に銀があるって事にも気づいてない。お前ら全員無能だ」

「……なるほど」

　姉さんが鉱石を一つつまんで、マジマジと観察してから、鉱石の山に戻した。

「見ても分からないわ」

　と、前置きをしてから、家臣団の連中に。

「今すぐ銀があるのかを調べて」

「「「は、はっ！」」」

　命じられた全員が、慌てて飛び出した。

　たちまち、部屋の中に俺と姉さんだけが残った。

「さすがね」

「え？」

「一瞬で銀が大量にあるのを見抜くなんてさすがといったのですよ」

「あっ……」

　やって、しもた……。

　あまりにも連中が無能なのが腹立って、ついついやってしまった。

「やっぱり私の目に狂いはなかった。ヘルメスは本気を出せばすごいんだと常々思っていました」

「ほ、本気なんか出してない」

　ちょっと慌てた俺はそんな言葉を口走った。

　本当に本気は出してないが、この言い方だと。

「ええ、分かってるわ」

　姉さんの笑顔で、俺はますます深みにはまった。

　そう、言ってるような笑顔だった。
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02　陰謀を見抜く










　数日後、謁えつ見けんの広間。

　当主の椅い子すでふんぞり返ってる俺の前に、ミミスが頭を下げてきた。

　俺はあえて、威圧的な態度で話した。

「今の台詞せりふをもう一回言ってみろ」

「はっ、銀の精錬はしばらくは不可能です」

「なんでだ？　銀の含がん有ゆう量りようはかなりあるはずだ」

「それが……当家は当代でもっとも鉱山技術の高い家柄でございますれば」

「意味が分からん、自慢か？　だったら銀を作れよ」

　俺が更に威圧する。

　ミミスは一瞬だけ不機嫌な顔をしたが、すぐにそれを引っ込めて説明した。

「百年ほど前までは鉱石を炉ろで溶かして、そこから金属を取り出す方法が主流でした。このやり方はしかし非効率で、目的ではない金属の選別が非常にややこしいということで、今はもう使われていません」

「ああ、今は魔法なんだろう？」

　俺がやったような、というのは言わなかった。

　だったらお前やれとか、本気出せよとか言われたら面めん倒どう臭くさいからだ。

「はい。当家……いえ当家の領地全てあたってみたのですが、トリカラ鋼を精錬する魔法の使い手しかいませんでした」

「領民の中にもいないのか？」

「以前までは不要で、それが出来る者は早々によそに移住しておりまして……」

「ふむ」

　そりゃ手に職があるのに食えない土地じゃ引っ越すしかないわな。

「如何いかがいたしましょう」

「はっ？　お前はアホか」

「え？」

「銀はそこにある、精錬の魔法を使える人間がいない。だったら出来る人間を集めるだけだろ。それとも何か？」

　ギロリ、とミミスを睨にらんだ。

「当主の俺に一人で頑張ってこい、とか言うつもりか？」

「め、滅めつ相そうもございません！」

　ミミスはあわてて頭を下げ、それから逃げるように立ち去った。

　去り際、目に不満の色があるのがちらっと見えた。

「これでよし」

　本日の暴君、おしまい。

　昨日よりは上う手まくできたな。

　耳が痛いタイプの正論、これを蓄積していけば殺されずに失脚ルートに持ち込んでいけるだろう。

「ついでだ」

　放ほう蕩とう当主ってのもやっておくか。
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　屋敷を出て、ピンドスの街をぶらついた。

　カノー家が統治している領地の中で一番発展してて、人も金も物も集まってくる街だ。

　そういう街だから、当然こういうものもある――

「ヘルメスー」

　俺の名前を呼ぶ女の声、涼しげだが丁ちよう度どいいあんばいで媚こびが含まれている声。

　キョロキョロあたりを見回し、真横の上に目を向けると、店の二階の窓際から笑顔で俺を見下ろしている女を見つけた。

　顔見知りの娼しよう婦ふ、オルティアだ。

　ちなみに娼婦にオルティアという名前はかなり多い。三人に一人はいるレベルで多い。

　よく言えば「美び貌ぼうを売る」娼婦という仕事をしてる女たちは、歴史上ダントツで美しい賢者オルティアの名を名乗る者が多く、いつの間にか娼婦はオルティアだらけになった。

　――ということを、目の前のオルティアから聞いたことがある。

「ねえ、遊んでいって」

「いや今日はそういう気分じゃ――」

「遊んでかないとヘルメスちゃんがまだ童貞だってことばらす――」

　俺は娼館に飛び込んだ、出迎えのやり手婆ばばあをスルーして一気に階段を駆け上って、オルティアの部屋に飛び込む。

「いらっしゃーい」

「はあ……はあ……これで、文句、ないだろ……」

　全力全開で世界記録を出せそうなスピードで駆け込んだから、一気に息が上がった。

　追いついてきたやり手婆に適当にお金を握らせて、部屋でオルティアと二人っきりになった。

「頼むからああいうのを大声でやらないでくれ」

「ああいうのって？」

　オルティアはイタズラっぽい笑みを作った。

「本気で二度と来ないぞ、この野郎」

「きゃー、ヘルメスちゃんにすごまれちゃった」

　そう言いかけて、俺にしなだれかかってくるオルティア。

「しょーがない、お客様の言うとおりにしたげる」

「はあ……まったく」

「いいじゃない、こっちは娼婦のプライドをちょこっと傷つけられたんだから、これくらいは許されるべきよ」

　それを言われると弱い。

　ぶっちゃけこの件で彼女に負い目も感じてるから、持ち出されると弱い。

　更に弱いのは。

「ヘルメスちゃん、当主就任おめでとう」

　ちゅっ、と頰ほおにキスをしてきた。

　イジリはするが、ネチネチとはしないオルティア。

　もっと攻められれば逆ギレも出来るんだが、彼女のそれはスキンシップの域にちゃんと留めてる。

　うまいよな、娼婦の技ってやつか。

「ああ、ありがとう」

「なに、嬉しくないみたいね」

「面倒臭いからな。当主なんてなるもんじゃない」

「そっか、でも、ヘルメスちゃんらしい」

「らしい？」

「娼館の女はみんなそう思うよ。女にガツガツくる人は、仕事もガツガツいく男だってね」

「性欲と権力欲はほぼ同義だからな」

　俺はそのどっちも薄いことをよく知っているオルティアは、太ももや肩といった、当たり障さわりのないところをマッサージしてきた。

　綺き麗れいな女の柔らかい手だ、たとえ普通のマッサージだとしても、それはそれで気持ちのいいものだ。

　このまま時間まで――と思ったら。

　むぎゅ。

「む、胸が背中に当たってるぞ」

「当ててるの」

「その台詞せりふ好きだなおい！　毎回聞いてる気がするぞ」

「もはや基本テクニックだからね。最初に編み出した人はまちがいなく天才だけど」

「なんの基本だよ！」

　心臓が胸を突き破るぐらいドキドキした。

　それを我慢して、普通に振る舞った。

「そういえば、ヘルメスちゃん早さつ速そく色々やってるのね。改革？　っていうのかしらこういうの？」

「改革？　何が」

「あれ？　ヘルメスちゃんがらみじゃないの？」

「よく分からん、一から話せ」

「うん。最近ね、銀精錬の魔法使いが増えたのよ。うちに来る人たちもかなり羽振りが良くてね、みんな口を揃そろえてまた来るって言ってるの」

「また来る」

　おうむ返しにオルティアの言葉をつぶやく。

　娼館は決して安いものじゃない。

　羽振りが良くて「また来る」って言うのなら、その先の収入も見えてるってことだ。

「それがあって、新しい領主様になってトリカラ鋼から銀に方向転換するってもっぱらの噂うわさよ」

「なるほど。まあそういうことだ」

「そっか、じゃあタダイアス様にもちゃんと取り入れておかないとね」

「タダイアス？　誰だ」

「魔法を使える人を集めてる商人のことだよ。元締めだね」

「……元締め、だと」

「あれ？　どうしたのヘルメスちゃん、顔が怖いよ」

　俺にマッサージをしたまま首をひねるオルティア。

　顔が怖いのは、今の話に引っかかりを覚えたからだ。
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　数日後、屋敷の庭。

　はじめて見る顔の連中が集まって整列してて、山ほどの鉱石が運び込まれている。

　そいつらはミミス指揮の下、魔法を使って、鉱石から次々と銀を抽ちゆう出しゆつした。

　一通りやって、鉱石から純銀を取り出したデモンストレーションが終わったあたりで、ミミスが俺のところにやってきた。

　ものすごいドヤ顔で。

「ご覧いただいた通り、銀精錬の使い手を集めました」

「そうか」

　俺は整列してる連中に近づく。

　全員が俺を見ている。

　当主の前だから、全員が何も言わずに、こっちが話しかけるのを待っている。

　一通り、視線を流してから、一番左にいる男の前に立って、言った。

「アラーラ」

「……え？」

　男は最初何のことか分からなかったが、俺がつぶやいた名前の意味に気づいて、ハッとした。

　次はその横の男の前に移動して。

「ハグネ」

「なっ！」

「ヴァンナ、ゼナ、テミス」

　移動するのもおっくうになって、途中から指を差しながら読みあげることにした。

　大半は驚き、恥ずかしくなったのか顔を赤くした。

　が、まだ意味を理解してないようだ。

「ご当主様も好きですな」

　一人ひょうきん者っぽいヤツが、口元を押さえたにやけ笑いで言ってきた。

　察しの悪い連中だな、仕方ないもう一歩踏み込むか。

「お前ら、金の出所は？」

「「「……」」」

　そう言うと、全員が一斉に黙り込んだ。

　何人かは顔が青ざめた。話を少しでも理解してる連中だ。

「な、なんの話ですかな、ご当主様」

「こいつら全員、タダイアスが集めてきた奴らだ」

「ほう、タダイアスが」

　ミミスは「感心感心」って感じの顔をした。

　こいつ、救いようのないアホだ。

「いいか？　こいつらは全員タダイアスの息がかかってる。それもこっちに内緒にしてな。そういう奴らを使ってみろ、銀を精錬するもしないも向こうの思うがままだろうが」

「……あっ」

　懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明して、ようやくミミスは事の重大性に気づいた。

「さ、探し直します！」
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　屋敷の中にある応接間に戻ってきた。

　応接間の中にはオルティアがいた。

「ありがとう」

　部屋に入るなり、俺は彼女にお礼を言いながら、耳から小指大の装置を外した。

「もういいのね」

　オルティアも手元の装置をテーブルの上に置いた。

　簡単な魔導具、発信装置に向かって喋しやべりかければ、耳に仕込んだ受信装置に声を届ける道具。

　魔法を使えない一般人でも使える道具だ。

　それを使って、オルティアから男たちのひいきにしてる娼しよう婦ふの名前をそれぞれ教えてもらって、奴らに突きつけた。

「おかげで完勝だ」

「そか。でも良かったのあれで」

「ああ」

　獅し子し身しん中ちゆうの虫を入れる訳にはいかん。

　いくらミミスがアホでも、直前のやらかしをもう一度は繰り返さないだろう。

「ありがとう、これはお礼だ」

　そう言って、ずっしりと銀貨の入った袋をオルティアの前に差し出す。

「いいよ、いらない」

「いらない？」

「あたしは娼婦、それ以外でお金はもらわないことにしてるの」

「はあ」

「また遊びに来て、それでいいから」

「分かった。今度店ごと貸しきる」

「待ってる」

　オルティアは俺のほっぺにキスをしてから、立ち上がって応接間を出た。

　その後ろ姿を見送ってると。

「見ましたよ」

　部屋の隅っこから女の声が聞こえて、振り向いたら姉さんだった。

「うわ！　ね、姉さん。いつからいたんだ」

「さすが、といったところですね。やっぱり私の見込んだとおり、領主にふさわしかったのですよ、ヘルメスは」

「持ち上げるのやめてくれ」

「でも残念、あなたが本気を出せば、こんな搦からめ手てじゃなくてもすぐに解決出来たのではありませんか？」

「だからだよ」

　もう、姉さんにほめられるのは諦めた。

　だけど、姉さんのところでとどめて、それ以上広まらせないようにと決めた。

「本気なんか絶対に出さない」

　俺は宣言するように、姉さんの前でつぶやいた。










03　試練とわな










「恐れながら申し上げます」

　今日も謁えつ見けんの広間、ミミスがやってきて、前置きしながら頭を下げた。

　頭を上げた顔は得意げだ。いや意地悪な感じだ。

　やな感じだな。

「なんだ」

「ヘルメス様に、当家のしきたりを執とり行って頂いただきたいと存じます」

「しきたり？」

「はい、ご存じの通りカノー家の初代当主様は、世界最強の女剣士と名をはせた程のお方です」

「へえ」

　もちろん知ってるがとぼけといた。

　歴史書にも載ってるしな、女でありながら同じ二百人の女兵を率ひきいて世界中で無数の戦場に参戦しながら一度も負けたことがないって。

　ま、歴史書なんて勝者の箔はく付づけだから、五割――いや三割くらいに話を聞いとく必要はあるだろうな。

「偉大なる初代当主様にならい、三代目様まで代々伝わってきた、初うい陣じんの儀式を執り行いたく存じます」

「初陣の儀式？」

「はい」

「面めん倒どう臭くさいな。やらないとどうなる？」

「はて？　簡単な儀式ゆえ拒こばむ方もいらっしゃらず。ただ一説には初代当主様の英霊が現れ、性根をたたき直すとか」

「むぅ……」

　それは面倒臭い。

　初代の英霊、ってのが冗談に聞こえない。

　能力ある人間とか、実績ある人間が何かの魔法や呪いで魂をこの世に残すことはよくある。

　二百人で世界を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡った女、たとえ話三割だとしてもそれが出来る域にある。

　そしてそれはものすごく面倒臭いことになる。

「……儀式的なもの、なんだな」

「はい」

「わかった」

　俺は深くため息をついた。
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　次の日、俺はカノー家の私兵百人とともに、屋敷を出て街を出て、郊外に向かっていた。

　百人の兵の他にミミスや他の家臣らがついてきてる。

　それはいいのだが……。

「何故姉さんまで来ている」

　トレードマークのドレスを着て、レースをあしらった日傘をさして。

　どこからどう見ても姫チックな扮装の姉さんが、兵に混ざって行軍していた。

　しかも、かなり涼しげな顔でだ。

「何を言っているのです、私は娘ではありませんか」

「何故ソーラさんまで来てるんですか」

　ため息交じりの丁てい寧ねい語ごで聞き直した。

「もちろんヘルメスの格好いいところを見にですよ」

「見せない――じゃなくて、そんなのないからな」

「それにもしかして、難なん癖くせつけて当主だと認めないって言い出す人もいるかもしれないじゃありませんか」

「……なるほど」

　こっちが本音か。

　俺を当主にしたい姉さんにとって、それを認めたくない家臣はまあ敵だ。

　やったかやらなかったかの水掛け論を防ぐために、自ら立会人を買って出たってわけだ。

「がんばってね、ヘルメス」

「はいはい」

　姉さんを適当にあしらいつつ、兵に守られる形で進む。

　小一時間くらい歩いた後、一つの洞どう窟くつの前にやってきた。

　ミミスの命令で、兵が散らばり、洞窟の入り口を取り囲む形になった。

「包囲戦のまねごとか、本当に儀式なんだな」

「中にお入りになって、初代当主様の名にちなんだ金貨を取ってきて下さい」

「金貨を取ってくればいいのか？」

「その通りにございます」

「わかった」

　俺は洞窟の中に入った。

　そこそこ人の手が入ってる、天然モノを改造した洞窟って感じだ。

　モンスターの気配はない、邪悪な物の気配とかまったくない。

　本当にただの儀礼的なものなのか？

　しばらく歩いてると、台座みたいな形の岩があって、その岩の上のくぼみに一枚のメダルがはまっている。

　近づき、岩から外して持ち上げてみる。

　表に裏に観察した。

　表は髪の長い女の横顔が彫られてる、なるほどこれが初代当主か。

　そして裏には星のマークが一つ。

　これを持ち帰ればいいのか、いやでもまだ奥があるぞ？

　奥の方を見た。

　ひゅううううぅぅ……風が奥から吹いてきた。

　まだまだ深そうな、奥にもっともっと続いてるような感じだ。

「もうちょっと行ってみるか」

　金貨をポケットにしまって、更に奥に進む。

　三分くらい歩いたところで、さっきと同じような岩の台座と、金貨があった。

　近づき、同じように金貨を取る。

　表は同じ女の横顔で、裏は――

「むっ」

　眉まゆがびくりと動いた。

　さっきの金貨を取り出す、並べて見比べる。

　見比べるまでもなかったが、これでよりはっきり分かる。

　最初のは星のマークが一つで、今度は二つだ。

　そして、洞窟はまだまだ奥に続いてる。

「……もしや」

　二つの金貨をポケットにしまい、更に進む。

　今度はさっきよりも長い道のりで、くねくねしてて進むのがおっくうだった。

　だが進んだ先にはまたまた岩の台座があって、金貨があった。

　取り上げると、今度は星のマーク三つだ。

「ははーん」

　話が大体読めてきた。

　同時に何ど処こまであるのかが気になって、俺はどんどん先に進んだ。

　進む、星が四つの金貨を手に入れる。

　進む、星が五つの金貨を手に入れる。

　進む、星が六つの金貨を手に入れる――。

「突き当たり、つまりここが最後か」

　台座から予想通り七つの星マークが入った金貨を取り上げる。

　手のひらに七つの金貨を並べる。

　なんとなく分かった、より奥の、つまり星のマークが多い金貨を取ってきた方がすごいって訳だな。

　つまりこの場合の正解は――。

　七つ星の金貨を台座に戻した。

　来た道を引き返して、順番に六つ、五つ、四つと、金貨を元の台座に戻していった。

　そして最初の一つ、一つ星の金貨だけを持って、洞窟を出た。

　外は俺が洞窟に入った時のままだ。

　正面に家臣団がいて、その横に姉さんがいて。

　それら全体を兵士が洞窟ごと取り囲んでいる。

　俺は家臣団の正面、ミミスの前に戻ってきた。

「いかがでしたか」

「これだろ？」

　ポケットから金貨を取り出して、手のひらの上に載せてみせた。

　ミミスは「失礼」といって、金貨をひっくり返す。

　ふっ、やっぱり星の数を見るのか。

　一つ星を持って帰って正解だった。

「なっ！」

　ミミスが驚きよう愕がくした、他の家臣が息を呑のんだり、ざわざわしだした。

　なんだ？　どうしたんだ？

「い、今まで誰もクリアしたことのなかった第一級の試練を」

「何かの間違いではないのか？」

「誰か見てこい！」

　家臣の一人が命じると、そこそこの格好をした兵士が洞窟の中に走って、すぐにもどってきた。

「だ、第一級の試練でございました！」

　兵士の報告に、家臣たちはますますざわついた。

「どういうことだ？」

「一番難しいのですよ、それ」

　一行の中で、唯一まったく驚いてない、涼しげな顔をした姉さんが俺の疑問に答えてくれた。

「一番難しい？」

「ええ、最初が一番難しくて、奥に行くほど楽にとれるというもの」

「なっ！　なんだってそんなものを」

「初代当主様は努力の人も多く見てきたと言われてます。入り口から近いほど才能が必要だけど、才能がなくても努力して奥まで進めばどうにかなる。という教訓を模して作られた試練なのですよ」

「……くっ！」

　そんなのありかよ、俺が思ったのと真逆だった。

　一番入り口から近いヤツで、ミミスが言った「誰もクリアしたことのない」この金貨を持ち帰ったのは――。

「だから言ったのではありませんか、ヘルメスは本気出したらすごいと」

　姉さんはここぞとばかりに、ミミスたちに威張って見せた。

「違う、本気出してない」

「あらそう？」

　姉さんは少しだけ首を傾かしげて、それからにっこりと笑った。

「本気出さなくても第一の試練をクリア出来たって言いたいのですね、ますますすごい才能です」

　ざわめきが一段と大きくなった。

　うがっ！










04　うっかりヘルメス










　昼下がりの屋敷、広いリビング。

　安あん楽らく椅い子すでくつろぎながら本を開いていると、なじみの気配が入ってきた。

「そんな真ま面じ目めな顔で何を見ているのですか？」

「姉さんか。これは『オルティア大全集』、いまオルティアって名乗ってる子を集めた写真集――」

「そーい！」

　姉さんは俺の手から大全集をひったくって、豪快なフォームで窓の外に投げ捨てた。

「ああっ！　何するんだ姉さん、まだ半分しか見てないのに」

「そんなものよりももっと真面目ものを見なさい」

「真面目なもの？　あるよ？」

「え？　あるのですか？」

　驚く姉さん、完全に想定外だったようだ。

「ああ、これさ」

　俺は姉さんの反対側にある丸テーブルからそれを取って、姉さんに渡した。

　数冊分はあるそれを、姉さんは受け取って、開いて中を見た。

「男の人の写真……これはプロフィール？　これは何なのですか？」

「姉さんに来てる縁談の申し込み」

「そーい！」

　二度目の全力投球。

　お見合いの写真も窓の外に消えていった。

「こんなものはどうでもいいのです！」

「ああ、俺もそう思う」

「え？」

「このタイミングだ、カノー家が弱体化してると見て、あわよくば乗っとろうとしてる連中の魂こん胆たん丸見えだからな。それに乗るわけがない」

「そうなのですか？」

「ああ。それにそいつ、一番下のヤツ。上う手まく隠しているけど結婚と離婚で成り上がりを繰り返してる。今じゃなくて、いずれ姉さんが俺の上に来るのを見越して申し込んできてる。俺を当主にするために姉さんは俺の養女になったけど、それを解消したら姉さんは姉さんだからな」

「……ほらね」

「うん？」

「やっぱりヘルメスはちゃんと物の本質を見抜ける子。そうやって本気を出せば歴代の誰にも負けない素晴しい当主になるはずですよ」

　やべ、やぶ蛇だった。

「ま、まああれだ。父親が結婚もしてないのに娘が先なのはないな、父の威厳と沽こ券けんに関わる」

「ええ、そうですね」

　姉さんはいかにも「分かってますよ」って顔をした。

　くっ……まあいい。

　姉さんには色々ばれてるけど、姉さんだけなら問題はない。

　もっとも、たとえちゃんとした縁談でも今はダメだ。

　いずれ家臣団を扇せん動どうして、姉さんの元で俺に下げ克こく上じようをさせるんだ。

　だから、

「姉さんは誰の嫁にもやらない。絶対に」

　宣言してから、はっと気づいた。

　この台詞せりふはかなり本音で本気だった。

　本気ってのを見抜かれてまた姉さんに突っつかれるとまずい、と思って慌てて姉さんを見たが。

「……」

　姉さんは何も言わないで俺を見ていた。

　心なしか顔が赤い、瞳がトロンとしている。

「どうしたんだ、姉さん」

「い、今の」

「今の？」

「今の……もう一度言って」

「……」

　なるほど、俺の本気の台詞をもう一度引き出したいってことか。

　その手には乗らないぜ姉さん。

　俺は、本気なんて出さない。

「姉さんは何ど処こにも嫁にださない」

　今度はあっさり、ちょっと軽めに言い放った。

「はい……わかりました……」
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「……」

　姉さんはますます顔を赤くしてうつむいた。

　お決まりの台詞『ヘルメスは本気を出せばすごい』は出なかった。

　顔がますます赤いのはむっとしたからだな、ふふ。

　ごまかしは成功だ。

「ねえ……ヘルメス」

「なんだ、姉さん」

「今の顔、誰にも見せないでね」

　二回目のだろ？　わかってる。

　あんな軽薄な顔をするなという、いつもの姉さんだ。





☆






　次の日、謁えつ見けんの広間。

　ミミスがものすごく難しい顔で俺に面会を求めてきた。

　相手は家臣団じゃなくてミミスだけ、しかも姉さん同席を指定してきた。

　俺と、ミミスと、姉さんの三人だけ。あまりない組み合わせだ。

　何かあったのか？

「今日は何の用だ？」

「率そつ直ちよくにおたずねする。ご当主様はソーラ様の縁談を全て却下なさるおつもりだと聞きました」

　ミミスはお見合い写真をとりだして、ちらつかせていた。

　俺の手元に届いたのは姉さんが地平線の彼方かなたに投げ捨てたそーいが、筆頭家臣のミミスの手元にも同じものが届いてるんだろう。

　それを、俺に見えるようにちらつかせた。

「ああ、そうだが？」

「その理由は？」

「理由？」

　何だってそんなことを。

　理由なんて家臣にはどうでも――

「一説には、ソーラ様に邪念を抱いているがため手放したくないから、という噂うわさもございますが」

「んな――」

　なんじゃその根も葉もない誤解は。

　俺が姉さんに惚ほれてるからって？　なんじゃそりゃ。

　マジでなんじゃそりゃだぞ！

「メイドの間で噂になっておるのですぞ」

「……」

　ハッとした。

　昨日か！　昨日のあれか！

　俺と姉さんの会話の中で姉さんは顔を赤くしてた。

　そこだけを切り取って邪推しやがったな。

　まずい、これはまずい。

　無能とか横暴とか思われたいけどこれはまずい。

　というかいやだ。

「そんなことはないぞ」

「では、何故なのでしょうか」

「ミミス、これはあなたの責任でもあるのではありませんか？」

　横で黙っていた姉さんが口を開いた。

　姉さん自身の名誉でもあるから、彼女が説明をしようとしてるようだ。

　うん、ちょっとパニックってる俺よりも、ここは姉さんの方がふさわしいかもな。

　そう思って姉さんに任せた。

「私のせい……どういうことですかな？」

「ヘルメスがちゃんと調べあげました。ほとんどがカノー家を乗っとりたいか、家名を利用したいだけで申し込んできた者ばかりです」

「なっ！」

「なっ！」

　俺とミミスの言葉がかぶった。

　流れ的に俺が声をあげるのはおかしい。

　ミミスは俺を見た。

「う、あー……」

「どうしたのヘルメス、こんなの、昨日ヘルメスが私に話したことではありません」

「そ、そうだけど」

　くっ、謀はかったな姉さん！

「それと、このタラトスという男」

「おお、その若者が一番将来性――」

「結婚と離婚を繰り返した成り上がり者だとヘルメスは突き止めました」

「――んな！」

「おおっふぅ！」

　また同じタイミングで声が上がってしまう俺とミミス。

　しかし今回はミミス、俺の方を見る余裕はなかった。

　姉さんを完全に説得できた理由は、同じようにミミスにも効いた。

「もう一度ちゃんと調べるのですよ」

「しょ、承知いたしました」

　やらかしたミミスは姉さん――そして俺に土ど下げ座ざする勢いで頭を下げた後。

　血相をかえて謁見の広間からとびだしていった。

　残ったのは俺と姉さん。

「姉さん……謀ったな？」

「あーら、何のことかしら」

「もう……こっそりででも本気出さないから……」

　俺はうなだれた。

　まんまと姉さんに一杯食わされたぜ。

　はあ……。

「……くすっ」










05　逃げられない気がした










　屋敷を出て、ラフな格好で街を練ねり歩いた。

　ラフといっても、ただのラフな格好じゃない。

　年寄り連中が見たら眉まゆをひそめるような、若いチンピラ的なファッションだ。

　これならそこそこ歳としのいった年寄りどもがよく思わない、放ほう蕩とう当主って思ってくれるはずだ。

　とはいえ領民にまで嫌われる必要はない、一いつ揆きとか反乱とか起こされたら目も当てられない。

　そのあたりの案あん配ばいというか、バランスを意識しつつ、そこそこ親しめる放蕩当主を演じる。

　適当に歩いていると、ふと、甘い香りが鼻に入ってきた。

　立ち止まって香りの元を探る、結構繁はん盛じようしてる菓子屋が見つかった。

　その店に向かっていく。

「いらっしゃいませー、あっ、ヘルメス様じゃないですか」

　俺の顔を知ってる、恰かつ幅ぷくのいいおばさんが親しみやすい笑顔を向けてきた。

「何か買っていって下さいよ」

「すんすん……これか、甘い香りは」

「おっ、さすがヘルメス様、お目が高い。これは最近流は行やりのどら焼きってスイーツだよ」

「どら焼き？」

「大昔の人が作った幻のお菓子なんだけどね、粉とあずきを使うってこと以外ずっと謎だったのが、最近遺跡でレシピが発見されてね。そこから爆発的に流行りだしたのさ」

「へえ、面白そうだな。とりあえず一個もらうか」

「はい、どうぞ」

　おばさんはどら焼きとやらを紙に挟んで、俺に差し出した。

　受け取って、一口いってみると――。

「あまい！　うまい！」

「でしょー、これが最近一番人気のお菓子さあ」

「この味なら人気になって当然だ。いくつか包んでくれ」

「はいよ！」

　おばさんは紙袋を取り出して、どら焼きを入れた。

　美う味まさは本物だった。

　せっかくだし、姉さんに買っていってやろう。

　おばさんからどら焼きを受け取って、代金をはらって、ぶらぶらするのを再開。

　ピンドスの街はやっぱりかなり栄えてる。

　ちょっと出歩かない間に色々と新しいものが出てくる。

　面白がって、あっちこっち回ってみた。

「おぅ、てめえ誰の女に手を出したのか分かってんのか？」

　ふと、なにやらもめてる現場に遭そう遇ぐうした。

　荒々しく怒鳴ってる男の声が二つ、それを取り囲んでる野次馬がたくさん。

　野次馬ごしに眺める、どうやら一人の女を巡って二人の男が争ってるみたいだ。

　最初は片方が――多分間ま男おとこの方が押されていたが。

「知らねえよ！　こいつ誰とも付き合ってねえって言ったんだよ」

　責められ続けた結果ぷっつんした。

「噓つくんじゃねえよ」

「知るかよ、その女に聞け」

「黙れ！」

　男がキレて、短刀を抜いた。

　それまで「おうおうやれやれ！」ってはやしたててた野次馬から悲鳴があがった。

　ケンカは見たいが、刃にん傷じよう沙ざ汰たまではご勘弁。

　野次馬の心理が手にとるように分かる。

　もう片方の男もキレてるのか、刃物を見ても引き下がらないで、きょろきょろ周りを見回した結果、その辺に落ちてる角材を手にとって構えた。

　刃物に角材、それでやり合ったら二人ともただじゃすまないぞ。

　やれやれ、しょうがないな。

　俺はため息つきつつ、軽く屈んで地面から小石を二つ拾った。

　野次馬が二人に注目してることを確認してから、小石を指に引っかけて、デコピンの要領で弾き飛ばした。

　飛び出した二つの小石が野次馬の間を縫ぬって、ピンポイントに男二人のあごにヒットした。

　ちゃんと手加減はした。

　威力は大人の男のパンチ程度だ。

　それであごを打ち抜かれた二人はほぼ同時に膝から崩れて、倒れて気絶した。

　周りはざわざわしてる。

　小石がヒットした後、まったく関係ないところに飛んでいくような軌道で飛ばしたから、周りからは二人がいきなりぶっ倒れたように見えるはず。

　ざわつくのは当然だ。

　二人ともキレてたが、まあ起きた頃には収まってるだろ。

　そう思って立ち去ろうとしたのだが。

「……」

　きびすを返した瞬間、女の子がじっと俺を見つめていることに気づいた。

　五歳だか六歳だかの女の子だ、顔をあげてじっと俺を見つめている。

「どうした？」

「これ……すごい」

　女の子はデコピンの真ま似ねをした。

　そして自分も小石を拾って、引っかけて弾いたが、小石はノロノロと放物線を描いて地面に転がった。

「難しい……」

　って、見てたのか、今の。

　周りはちゃんと確認したつもりだが、同じくらいの視線の高さしかチェックしてなかった。

　こんなちびっ子が見てるなんて思いもしなかった。

　これはまずい、口止めしないと。

　見られたくないから小石でやったのに、それを見られると逆に「すげえ」ってなってしまう。

　それが広まって「やっぱり本気出せばすごかった」ってなるのは避けたい。

　俺は少し考えて、しゃがんで目線の高さを合わせて、紙袋をさしだした。

「これあげるから、今見たの黙ってて」

「わあ……どら焼きだ」

「好きなの？」

「うん！　すごく美お味いしい！　でもお母さんが虫歯になるからあんまり食べちゃダメだって」

「そうか、じゃあこれ全部あげるから。今見たこと誰にも言わないで」

「うん！」

　満面の笑みを浮かべる女の子にどら焼きを渡して、俺はそそくさとその場から立ち去った。





☆






　数日後、屋敷の庭でくつろいでいた。

　屋敷で飼ってる犬にえさをやりつつ安あん楽らく椅い子すでくつろいで、「怠たい惰だな当主」をやっていた。

　そこに姉さんがやってきた。

「はい、ヘルメスに来てましたよ」

　姉さんは俺の前に立って、一通の封筒を差し出した。

「何それ」

「噂うわさになっています」

　そう話す姉さんは何故かニコニコしていた。

「噂？」

「痴ち情じようのもつれを止めたのですよね」

「なんでそれを！」

　がたっ！　と椅子から起き上がった。

「この手紙の子が言っていました、指をピッピッってやっただけで止めたって」

「結局言いふらしたのかよ！」

「というより不ふ可か抗こう力りよくですね」

「なんだと？」

「この手紙にこう書いてあります。『どらやき美味しかったです、ありがとう領主のおじちゃん』……と」

「お礼の手紙か？」

「そう。その手紙を出したくて字を学んだり領主の連絡先を聞いたりしたら、周りの大人からどうしてって聞かれます。それで素直に答えた、と」

「くっ……」

「それがなくても、そもそも格好いいものを見て自慢したい子供を止めるのは無理なのではありませんか」

「オーノー……」

「もう諦めて本気出して世間に示しなさいな」

「やだよ……」

　そう言いつつ、がっくりうなだれた。

　それ広まるのか、広まるだろうな……。

　せめて子供の誇大妄想だって捉えられることを祈るしかないか。

　いや。

「……というか」

「というか？」

「そもそもおじちゃんでもねえ……」

「いいじゃない、本気出したら格好いいおじちゃんで」

「……俺おじちゃんなら姉さんはおばちゃんよ？」

「そーい」

　姉さんが豪快なフォームで手紙を放り投げた。

　封筒が円盤のようにぐるぐる回って飛んでいく――が。

「バウ！」

　屋敷で飼っている犬が本能で追っかけていって、空中でキャッチして、「おじちゃんありがとう」をくわえて戻ってきたのだった。










06　当主様実はすごい疑惑










　謁えつ見けんの広間で、だらんと手足を投げ出した姿勢で座っていた。

　理由は二つ。

　やる気なし放ほう蕩とう当主を演じるのと、本気でちょっとだるいの二つだ。

　だるい理由は目の前の家臣団だ。

　領地から上がってくる様々な陳ちん情じようとか報告とかを俺のところに持ち込んで、決けつ裁さいを求めてきてる。

　まあ、普通に当主の仕事だ。

　最初はそこそこちゃんと話を聞いてたが、途中であることが分かった。

　日常に限っていえば、当主はそこまでやることはあまりない。

　役人とか現場の人間が決めて上がってきたのを、当主が「よしなに」って感じで承認することだけ。

　それが大半だ。

　例えば。

「本年度の戦せん姫き祭さい、商人どもより寄付が規定額に到達しましたので、開催の認可と、表彰の許可を頂いただきたく」

「分かった」

　報告をうけて、俺が許きよ諾だくして、家臣の一人がその処理に動く。

　ほとんどがこんな感じだ。

　だから最初はそれなりに話を聞いて内容を理解していたが、段々とだるくなって聞き流すようになった。

「次、スライムの被害が発生しております」

「スライム？」

　ちょっと面白そうなフレーズが聞けたから、食い気味で報告するミミスに聞き返す。

「スライムってあのスライムか？」

「あのスライムでございます」

　俺は頷うなずいた。

　スライムといえば、弱い、ウザイ、たまにエロイで有名なモンスターだ。

　モンスターの中でも特に弱く、よほどのことがない限り人的被害は出ない。

　だけど再生能力が結構強く、装備をととのえて一気に倒さないと殲せん滅めつしきれない。

　生物としては雑食だが、たまに菜食主義の個体でもいるのか、人間の女を捕まえて服だけ溶かして食べることがある。

「そのスライムがどうした」

「集団になっており、被害が出ていることから討とう伐ばつの陳情がございました」

「ふむふむ」

　スライム討伐か。

　スライム……最弱のモンスター。

　カッ！　と目が見開いた。

　これだ！　と思った。

　弱いスライムにだけ食いつく、ザコ専のイキリスト。

　うん、いける。

　ダメ当主を演出するのに丁ちよう度どいい相手だ。

「スライムが群れとなっている理由といたしまして――」

「俺がヤってくる」

「――え？」

　驚くミミス。

　俺は演劇くらいのオーバーなドヤ顔を作って。

「俺がスライムを殲滅してくる」

　と、宣言した。
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　ピンドスから馬で半日ほど南下した所にある、エーゲ草原。

　一人でやってきた俺は、馬の上から眺めていた。

　視線の先にスライムの群れがあった。

　話に聞いた通り、約二十体の群れだ。

　それが草原でうごめいている。

　スライムたちの真ん中にはイモや動物の脂あぶら身みが積み上げられていて、スライムはそれに群がっている。

　実際のところ、スライムの消化力は人間とそう変わらない。

　だから討伐するほどの武力がない地方の村や小さな街などは、こうして消化の悪い食べ物を野外にうち捨てて、足止めすることが多い。

　こういう対処法が出来ることも、スライムによる人的被害が少ない理由の一つだ。

　とはいえ、モンスターはモンスター。

　襲える人間が目の前にいた時の躊ちゆう躇ちよはまったくない。

　それで襲われて、被害を受けたり一生消えないトラウマを植え付けさせられたりすることもある。

　討伐出来るのならした方がいい。

　俺は馬の上から周りを見回した。

　ミミスとかここの近くの役人とかにはついてくるなと言い付けたが、ちゃんと言い付けを守ってついてきてないかと確認。

　見える範囲にはない、気配も感じられない。

　よし、これなら。

　俺はスライムの方に向き直った。

　二十体のスライム、一体一体倒していったら面めん倒どう臭くさい。

　弱点は炎――ならまとめて焼き尽くそう。

「……いないな？」

　最後にもう一度、念には念を入れて誰にも見られていないことを確認してから、目を閉じて精神を集中した。

『古いにしえに棲すみ、時を育はぐくむ、とこしえなる不変の存在。わが意に集つどい不ふ浄じようを焼き尽くせ！　始原の炎よ！』

　カッ！

　目を見開く、魔力が一気に体外に放出される。

　詠えい唱しようとともに増大した魔力は灼しやく熱ねつの炎と化して、二十体のスライムをまとめて呑のみ込んだ。

　焼かれて、溶けていくスライム達。

　中には再生で抵抗する個体もいたが、結局は抗あらがいきれず、黒ずみになって消えていった。

　炎が消えた後、スライムが一いつ掃そうされたのを確認して。

「よし」

　とつぶやき。

　慎重に慎重を重ねて、もう一度周りをチェック。

　確実に誰にも見られていないことを確信した。

「よし！」

　と、小さくガッツポーズした。





☆






　夕方、ピンドスの館。

　戻ってきた俺は、今帰ろうとするミミスと出くわした。

「当主様!?　もうお戻りに？」

「ああ」

　スライムを倒して戻ってきた俺を見て驚くミミス。

　丁度良かった。明日やろうとした事を、今やってしまおう。

　今の俺はスライムを倒してきた男。

　ザコをやっつけて、増長する男。

　ちゃんと設定を固めて、台詞せりふをまとめた上で。

「まっ、たいしたことなかったさ」

「え？」

「たいしたことないって……どういう……？」

「倒したからに決まってんだろ」

「えええ!?」

　目を見開き、驚きよう愕がくするミミス。

「ほ、本当にもう討伐したのですか？」

「もちろんだ、確認してみろよ。まっ、明日には現場の報告が上がってくるだろうがな」

「そんな……いやまさか……」

　ミミスは眉まゆをひそめて、とても信じられない、って顔をした。

　信じられないか、ならもう一押しだ。

　スライム程度を倒してイキる痛い若殿、やるなら徹底的にだ。

「二十体もいたが、この俺にかかれば小指一本でちょちょいのちょいだ」

「……」

　あんぐり、啞あ然ぜんとするミミス。

　よしイキリはいい感じだ。

　それはいい感じだが、お前驚きすぎなんじゃないのか？

　そんなに俺のこと見くびってたのか？

　おっ？　これもいいぞ。

　俺のことを見くびってたのか、うん、横暴君主の演出に使えそうだ。

　言ってやるか――。

「あの中にはスライムロードがおるので手が出なかったのに、それを本当に……？」

「うん？」

　なんか変な単語が聞こえたぞ。

「スライムロード？」

「はい。数十年に一体現れるというスライムの王。本能の赴おもむくまま食糧を探してさまようスライム、それが群れをなしているのはスライムロードによるものでして」

「……言ってたな、そんなこと」

　出発する前にミミスがそんなことを言いかけてたのを思い出した。

「そのスライムロードってのはどういうヤツなんだ？」

「見た目はスライムと大差ありません。ただし生命力、再生力、繁はん殖しよく力りよくなどが他のスライムに比べて桁けた違ちがいに高く、放置すれば一月で街一つを覆おおい尽くす程のスライムを産み出すとのこと」

「……そういえばしぶといヤツが一体いたな」

　炎で燃やしたときのことを思い出す。

　うん、いた、しぶといのが一体。

「……それを確認している？　ということは本当にスライムロードを？　数十年に一体は現れて対処が遅れれば天災になりかねないあれを？」

「……はっ」

　まずい、と思った。

「しかも……余裕で……？」

「いやいや、そんなことはない、結構強かったぞスライムロード。かなーり苦戦したぞ」

「……」

　啞然とするミミスに必死に弁明するが、あまり意味はなかった。

　俺のイキリがストレートに「すごい」になって、ミミスの頭の中にするっと入っていった感じだ。

　更に、追い打ちをかけるかのように。

　翌日、現場の痕跡を調査した者の報告が、

「一撃でした」

　というのが来て。

　当主様の実はすごい疑惑が、ますます深まってしまったのだった。










07　能ある鷹は爪を隠す










「監察官？」

　屋敷の中、朝の大食堂。

　メイドの給仕を受けて朝飯を食べている俺。

　そんな俺の元に姉さんが訪ねてきて、聞き慣れない役職名を口にした。

「国から派遣されてくるのです。今日の午後には到着すると」

「到着って、ここに来るってのか？」

「ヘルメスを見にくるのですよ」

　姉さんはドヤ顔をした。

　あっ、まずい。これは良くないパターンだ。

　姉さんがこういう顔をする時って、俺のことを自慢したりアピールしたり、そういう時だ。

「一応聞くけど……なんで？」

「スライムロードを討とう伐ばつしたのがカノー家の新当主というのが国王陛下の耳に入ったのです。それで本当なのかを確認しにくるのですよ」

「くっ……」

　思わず顔をしかめてしまった。

　うっかりやらかしたそれがまだ尾を引くか。

「ということで、頑張るのですよヘルメス」

　にこやかに話す姉さん、人の気も知らないで。

　参ったなこりゃ。





☆






　午後になって、馬車が二台、それを護衛する兵士が百人ちょっと。

　それが屋敷に到着した。

　まず片方から中年の男が降りてきた。

　なんというか、偉ぶってる陰険そうな男ってイメージがする。

　その男はもう片方の馬車に行って、何かを言った後、そっちから少女が降りてきた。

　歳としは十六程度、綺き麗れいだが顔つきがきつい。

　教室に一人はいる正義感の強い頑固なタイプとみた。
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　監察官、という名前を考えれば、ぴったりな人生かもしれない。

　そんな事を思っていると、こちらに向かってきた。

　中年男が先導するような形で、少女がついてくる。

　二人は俺の前にやってきて、足を止めた。

「貴公がカノー男爵か」

　中年男が顔つき通り、尊大な態度で聞いてきた。

「ああ」

「私は王国二等監察官モーロ・コロコス。こちらは一等監察官のリナ・ミ・アイギナ殿下だ」

「殿下？」

　それにアイギナって。

　少女をマジマジと見た。

　その名前、王族か。

「恐れ多くも殿下自ら足をお運びとなった。殿下はどんな財宝よりも真実を好まれる。聞かれたことを包み隠さず話すことをすすめる」

「……はっ」

　難しいな。

　バランスが難しい。

　本気を出したくない、そうすると面倒なことがつきまとう。

　かといって相手が王族なら、やらかしてお家取り潰しもまずい。

　いずれ姉さんに渡すし、貴族の「部屋住み」という立場は手放したくない。

　何ど処こまでやっていいのか、慎重に見極めなきゃならなくなった。

　そういう意味では、俺は今、久しぶりに真剣になっている。

「そなたがスライムロードを討伐したのか」

　二等監察官のモーロ――多分補佐役のそいつが聞いてきた。

　こういう時、王族が格式維持のために直にはしゃべらないのがほとんどだから、特に気にすることもない。

　問題はどう答えるか……まだ噓をつく場面じゃないな。

「はっ」

「どのように倒した？」

「炎の魔法で焼き尽くした」

　モーロは満足げに頷うなずいた。

　やっぱりある程度下調べしてから来たな。

「殿下は実際にそれを目にすることを望んでおられる」

「というと？」

　聞き返すと、モーロは後ろをむき、手をスチャと上げた。

　すると兵士たちが布に包まれた何かを運んでくる。

　それを地面に置いて布を取る。

　木造の人形――マネキンみたいなものだった。

「これを知っているな？」

「はあ……」

　ここはとぼけてもいいところだ。

　俺はちょっと困ったような顔をして、モーロに視線で問い返した。

　モーロは俺を見下したような、「こんなことも知らないのか」って顔をして。

「これはミーミユ。歴史上最高の人形使いとされる者が考案した魔導具。木のように見えるが、モンスターの耐久面を完全に設定、再現することができるものだ」

　呆あきれ顔のまま説明するモーロ。

　たしか冒険者ギルドとかに使われてて、「こいつ本当に依頼したモンスターを倒せるのか？」って疑問を持たれた時に使う。

　攻撃は一切しないが、体力とか防御力とか特性とか完全に再現できる。

　ただのスライムに設定すれば、木造に見えるのに攻撃したらプルプル飛び散る人形のいっちょ上がりだ。

　なるほど、これで俺を試すのか。

「過去の文書からスライムロードの耐久に設定してある。これを見事破壊してみせよ」

「……わかった」

　これはやらなきゃダメな場面だな。

　なら、せめて力は抑えよう。

　モンスターは一度戦ってみれば力量の程がおおよそ分かる。

　スライムロードを（うっかり）倒したという事実はもう消えないが、だったら「ぎりぎりやれてしまった」ということにしておこう。

　リナとモーロが兵士に守られたまま離れた。

　屋敷の庭に俺と人形が残って、他は遠巻きに観客に、って感じになった。

　目を閉じる、スライムロードを倒した時の手応えを思い出す。

　力を調整、五分くらいかけて焼き続けてどうにかなった、ってシナリオにしよう。

『火よ火よ、我が手に集つどい敵を払え！』

　そこそこの詠えい唱しようで魔法を放つ。

　炎が人形を焼いた。

　おー、スライムみたいに再生するのか。

　知識は知ってたけど、木の人形が焼かれながら再生で対抗するってのを実際に見るとちょっと面白い。

　炎は人形を焼き続けて――きっかり五分。

　計算通りの時間で人形を灰にした。

「こんな感じだ」

　気持ち失礼にならない、微かすかなドヤ顔で完了の報告。

　するとモーロが聞き返してきた。

「時間がかかったが、実際の戦闘ではスライムロードは反撃したはずだが？」

「逃げ回ってた。ぎりぎりで火力が上回ってることがわかったから」

「そのようだな」

　微かに鼻で笑うモーロ。

　その反応が手にとるように分かる、そして俺が欲しかったものでもある。

「ご覧の通りです殿下、どうやら倒したのは間違いないようですが、運が良かったとも思われますな」

　よかよか、いいぞモーロ君、キミのこと大好きだ。

　一方のリナは応じなかった、さっきからずっと維持してる真顔を崩さなかった。

　それに成り代わってモーロが、

「子し細さいはわかった」

　と、ますます俺を見下したような顔で言ってきた。

　よし、ミッションクリアだ。





☆






　その日、家を挙げての接待をした。

　これは遠えん慮りよすることはない。

　監察官を全力で接待する。

　家のためにこれをするのは当たり前で、俺が「王族に取り入る方に全力を尽くす男」ってイメージを作るのにも丁ちよう度どいい。

　山と海のごちそうを盛大に並べて、舞踏会の様なものも開いて。

　とにかく全力で監察官の二人をもてなした。

「あれ？」

　ふと、主役のリナがいないことに気づく。

　会場の中を見回す、ベランダに続く扉が開け放たれていて、その向こうにドレス姿のリナがいた。

　もう少しゴマするアピールをしておくか。

　俺は追いかけてベランダに出て、後ろから声をかけた。

「ここでしたか、殿下」

「カノー男爵か」

　リナは俺を一いち瞥べつした。

　初めて聞いた声だが、受けるイメージからぴったりの、お堅いキリッとした声だった。

「こんなところにいたのですか」

「そなたは鷹狩りが好きか？」

　……。

　貴族、鷹狩り。

　遊びの代名詞でもあるし。

「ええ、大好きですよ。殿下も嗜たしなまれるので？」

「私はやらないが、鷹は好きだ」

「それはそれは、当家が所有している何羽かを――」

「能ある鷹は爪を隠す、ということわざがある」

「――へ？」

　リナは体ごと俺に向いて、見あげてきた。

　ドレス姿によく似合う、聡明でキリッとした顔つきだ。

「そなたは子供の頃、大人と腕うで相撲ずもうをした経験はあるか？」

「はあ、そりゃ何度か……」

　なんだ？　さっきからのこれは。

　意図が読めない会話が続いてるぞ？

「こっちが本気を出しているのに、向こうはまだまだ余裕があると見ただけで分かるものだ」

「そうですね。わっはっは、とか言います」

「王家の武術指南もそうだ。教えた後、自信をつけるためにわざとやられるが、そんなのわざとやられてくれたものだということくらいはわかる」

「……」

　なんか、雲行きが怪しいぞ。

　まじで一体なんの話だ、これは。

「そなたもそうだ。本気を出していないのが見え見えだ」

「――っ！」

　ガツーン、と頭を金かな槌づちで殴なぐられたようなショックを覚えた。

「安心しろ。誰にも言わん。そこまで見てこいと言われてないからな。私が言われたのはあくまで、スライムロードを倒せたのは本当なのか見てこい。それだけだ」

「……」

「そなたがなぜ真の実力を隠しているのかは知らぬが」

　リナはきびすを返して、会場の中に戻ろうとする。

　最後に一言だけ、って感じで肩越しに。

「いつかその底知れぬ器うつわの大きさと、そなたの本気を見せてくれ」

　といった。

　……頭を抱えたくなった。

　力を抑えたせいで、より深みにはまった気がした。










08　酒の過ち










「ヘルメスちゃーん」

　昼間のピンドス。

　街中を適当にぶらついてて、娼しよう館かんの前を通りかかったら名前を呼ばれた。

　いつものように二階から見下ろしてくる娼婦のオルティア。

　彼女はいつになく、愛あい嬌きようのある笑顔を振りまいている。

「ねえねえ、ちょっとよってってよ」

「真っ昼間からか？」

「お願い、ヘルメスちゃんに頼みたいことがあるの」

「お前に頼みたいことって言われるとなんか怖いんだが」

　オルティアとの思い出があれこれ脳のう裏りを駆け巡っていった。

　関わってろくでもない目にあったことの方が多いから、こういう時はなんとなく関わりたくないんだが。

「本当にお願い、あたしの客でヘルメスちゃんが一番お金持ちだから」

「……ふむ」

　金か。

　それなら……話を聞いてみてもいいか。

　何しろ俺はある程度は放ほう蕩とう当主を演じなきゃいけないんだ。

　娼館に金をばらまくようなことならメリットがあるかもしれない。

「わかった」

「やったー」

　愛嬌のある笑顔が更に嬉しそうになった。

　そんな笑顔が彼女の商売道具で、武器なんだなと思った。

　店に入って、やり手婆ばばあにオルティア指名といって、彼女の部屋に案内してもらった。

　部屋の中に入ると、待ち伏せしてたオルティアが俺に抱きついてきた。

「ヘルメスちゃん！　一生に一度のお願い」

「なんだよ、言ってみろ」

「あのね、この街にものすごいお酒が入ってきたの」

「ものすごいお酒？」

「うん！　ほら、娼館でお酒を飲む人って多いでしょ。でも娼館は安い酒以外は置いてなくて、高いお酒は注文を受けてから酒屋に持ってきてもらうんだよ」

「なんかで聞いたことがあるな」

　それで？　って顔をしてオルティアに先を促す。

「昨日ね、酒屋にすごいお酒が入ってきたの。百年物のぶどう酒で、一本が庶しよ民みんの半年分の収入くらいだって」

　話してる間も、俺に抱きついたままのオルティアが上目遣いのまま、濡れた瞳でおねだりしてきた。

「お願い、一度でいいから飲んでみたいの」

「ようするに客の金で高い酒を飲んでみたいってことか」

「うん」

　なるほどな。

「それだけか？」

「飲ませてくれたらすっごいサービスする！　どこをどう使ってもいいから」

「それはまあいいとして」

　何か罠わながあると身構えてたんだが、そういうことなら問題はない。

　娼館通いで浪費する、今の俺がやりたいことだ。

「よし、それを持ってこい。グラスは二つだ」

「やた！」





☆






　百年物というだけあって、ぶどう酒はかなり美う味まかった。

　予想以上に美味かったから、あけた後も更に追加注文した。

　飲んでる間、オルティアは今まで見せたこともないような幸せな顔をした。

　感極まったり、恍こう惚こつに陥おちいったり。

　かと思えば我に返って俺に抱きついて「ありがとうヘルメスちゃん！」と言ってきたりで。

　酒は美お味いしいし、抱きつかれて柔らかくていいにおいで二重に幸せな気分になった。

　結局日没までに二人で五本空けて、俺はふわふわといい気分のまま娼館を後にした。





☆






　夜の屋敷、戻ってきた俺をミミスが待ち構えていた。

「何ど処こに行ってたのですか、ご当主――むっ、飲んでおられたのですか」

　玄関先で、俺に駆けよってきたミミスは、眉まゆをひそめてしかめっ面つらをした。
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「ああ、ちょっとな。俺を探してたのか？」

「実は、王国より勅ちよく命めいが来ておりまして」

「勅命？」

「はい。王妃殿下がスノードラゴンフルーツの気分ということで、国王陛下は当家にすぐに献上せよという勅命を下されたのです」

「スノードラゴンフルーツ？　……ひっく」

　聞いたことのある名前だな。なんだっけ。

「当家の領内にあるケリンス山、その山の頂上付近には決して溶けない万年雪があります。そこでしかとれないフルーツの事なのです」

「ああ、そうだったそうだった」

　ポン、と手を叩く。

　確かにそういうものがあった。

　珍しいものだから、特産品といってもほとんど市場に出回らない物だが。

「それが欲しいのか」

「はい。しかし無茶ぶりもいいところです。ケリンス山はある意味天然の要よう塞さい、探検隊を編成しなければならないほどの危険な場所。それをすぐに取ってこいというのは――」

「ひっく！　要はそれを取ってくりゃいいんだよな」

「それはそうですが」

「わかった、任せろ」

「え？」

　何故か驚くミミスを置いて、俺はその足で屋敷から出た。

「ひっく」

　ケリンス山は――確かこっちの方角だったな。

　あの山のことは知ってる。

　あそこなら、これくらい酔っててもまあ登れるだろ。

　ていうか――飛んでいくかあ。





☆






　まぶたの裏に朝日が突き刺さる。

　それに起こされた俺、起き上がって、伸びをする。

「ん？」

　ベッドで寝てるのにパジャマじゃなかった、昨日出かけた時の格好のままだ。

　なんで着替えないで寝たんだ？　……ああ思い出した。

　昨日オルティアのおねだりに乗って、結構な量の酒を飲んだんだっけ。

　いやあ、百年ものってだけあって美味い酒だった。

　また入荷したらオルティアのところにいって飲むか。

　金の無駄遣い、それも今の俺には必要だ。

　そう思いながらベッドから降りて、まだちょっと残ってる酒を汗で流そうと風呂場に向かおうとして、部屋を出る。

「おはよう、さすがですねヘルメス」

　部屋を出た途端姉さんと出くわした。

　こっちとは違って、彼女はいつものドレス姿でビシッと決まっている。

　それはいいんだが、

「いきなりどうした姉さん。そうやって先に持ち上げられると怖いぞ」

　昨日のオルティアは俗物的な要求だから良かったが、姉さんの場合持ち上げられると本当に悪い予感がする。

　しかも前払いだ。

　何を言われても乗らないようにしよう、そう俺が決意したのだが。

「聞いたわよ、一晩でケリンス山に登ってスノードラゴンフルーツを取ってきたと」

「へっ？」

　何のことだ。それは？

「あら、もしかして覚えていないのですか？」

「……俺、なんかやったのか？」

　悪い予感がする。

　実のところオルティアと飲んだ後のことはあまり覚えてないから、それもあって悪い予感がした。

「国王陛下がスノードラゴンフルーツが欲しいって勅命を下したから、ヘルメスがそれをさくっと取ってきた」

「……なにぃ!?」

　そんなことをしたのか俺は。

　そんなことをしちゃったのか俺は。

　そんなことをしてしまったのか俺は[image: ]

「ミミスが驚いてたわよ、酔ってたのにケリンス山に登って、しかもその晩のうちに帰ってくるって」

「おおぅ！」

「さすがねヘルメス」

「やってもうた……そうだ！　スノードラゴンフルーツは!?」

　問題はそれだ。

　ミミスはもういい、今はどうしようもないし、家臣だから後でごまかしがきく。

　問題は国王の勅命だ。

「さっそく王都に運ばれていったわよ。一晩で取ってきたことも、もう陛下の耳に入っているんじゃないかしら」

「……なんてこった」

　酔った勢いでやらかしてしまうなんて……本当「なんてこった」だよ……。










09　温泉でおしごと










　ある日、屋敷でくつろいでると姉さんがやってきた。

「ヘルメス、ちょっと仕事をして欲しいのだけど」

「仕事？」

　俺は安あん楽らく椅い子すの上で身構えた。

　姉さんが持ち込んで来る仕事、ろくなもんじゃない匂いがする。

　それを見抜いたのか、姉さんはまるで警戒を解くかのようににこりと笑って。

「カノー家当主の仕事、定例的なものよ。心配ならミミスに聞いてもいいわ」

「そうなのか」

　警戒が少し下がった。

　当主の定例的な仕事か。

　その程度の話ならやってもいいかもな。

　というか延々と断るのもなんだし。





☆






「これの何ど処こが当主の仕事なんだ」

　青空の下、湯気が立ちこめる中。

　俺は山奥の露天温泉に浸かっていた。

　温泉は柵さくで囲ってるが、その向こうの木にはスズメとかリスとか、森の小動物がちらほら見える。

「いいお湯でしょ」

　背中から姉さんの声が聞こえる。

　俺は振り向いた。

　露天温泉は一つの巨大な湯船に、まん中に大きな岩が置いてある。

　真上から見たら目玉焼きの形だ。

　その岩の向こうに姉さんがいる。

「いい湯って、これの何処が仕事なんだ？」

「カノー家が男爵になれたのには二つの理由があるの。一つは初代様が国王陛下の剣の師し匠しようだったから」








[image: ]









「へえ。剣術指南役から貴族か。黄金パターンだな」

　そう言いながら、俺は立ち上がった。

　結構な温度で、ずっと入ってたらのぼせそうだから少し冷まそうと思った。

　もちろん、意識はがっつり岩の向こうに。

　姉さんがこっちに出てこないことを確認してから、温泉の中に立った。

　冷ますが冷ましすぎず。

　足湯状態で温泉に足だけ浸かった。

「もう一つはね。ここ、初代様の大事な人が掘った温泉なのよ」

「へえ」

「話によると剣一本で掘ったらしいわ」

「どんな剣だよ、そりゃ」

　俺は半あきれで笑い飛ばした。

　昔の人の逸話はとんでもないものが多いから、話半分に聞いとくことにした。

「それもあって、カノー家はここをもらって、代々定期的にここに来ては――」

「お背中を流しに――」

　一人の若い女が入ってきた。

　ここの管理人っぽいことをしてる、カノー家が雇ってる使用人だ。

　彼女は入ってきて、湯船から上がった俺とバッチリ目があって。

「……」

　その視線が流れる様に下に向けられて、

「きゃああああ！」

　顔が茹ゆでダコのように真っ赤になって、悲鳴を上げて逃げ出した。





☆






　温泉から上がって、旅館チックに造られている建物の中。

　そのリビングに、俺と姉さん、そしてエフィと名乗ったさっきの使用人の三人がいた。

　エフィは半べそをかいたまま。

「あの、勘弁して下さい！」

「いや勘弁って」

「お貴族様の使用人に雇われたのだから、お手つきは覚悟の上だしむしろ光栄なのですが、だめです！　あんなすごいの死んでしまいます！」

　露天風呂でのハプニング、湯船で立っている俺の裸をガッツリ見たソフィは半べそかいて、ガクガクと震えている。

　あれ、平常時の状態なんだけどなあ……ってまあ、別にお手つきにするわけでもないし、適当にスルーしとくか。

「怖かったのね、大丈夫よ」

「ごめんなさいお嬢様……」

「いいのよ。それよりも」

「ん？」

　エフィをあやしてた姉さんが、何故かジト目で俺を見た。

「弟父おとーとう様さま」

「その呼び方ややこしいからやめてくれ、姉さん」

「私と温泉で話しながら、あんな状態になっていたというのですか？　湯船が一つつながりなので妄想がはかどるのは理解できるつもりなのですがあまりそういうのは」

「……へっ？」

　姉さんと話しながらあんな凶悪な状態……。

「ち、ちがう！　あれは普通！　通常バージョンだ」

「あれが通常……あんなすごいのが……普通……きゅううう」

　エフィは目を回して、失神してしまった。

　それを見た姉さんがクスクスと笑って。

「謀はかったな姉さん！」

「くすくす、まるで伝説の魔剣ではありませんか」

「うがー！」

　完かん璧ぺきに姉さんの術中にはまってて、いじられてる気がしたから、俺は建物を飛び出した。

　人里から離れた山奥の温泉地、ちょっとでも建物から離れると完全にただの山奥だった。

「まったくもう」

　いやまあ男の沽こ券けんに関わる話だからそこまで悪い気はしない。

　相手が姉さん――姉であり娘でもある姉さんじゃなきゃ悪い気はしなかった。

　とりあえずしばらくぶらついて、ほとぼりが冷めたあたりで戻ろう。

　俺は適当にぶらついた。

　道のない、草むらをかき分けて出ると。

「うわ、これ絶好ののぞきスポットだ」

　そこは少し高い所で、温泉の広い湯船がガッツリ見れる場所だった。

　しかも角度的な関係で、そこにある岩の上で身を低くすれば多分向こうからは見えない。

　周りを見ると、人為的にここが造られた気がする。

　たしかここ、初代様の大事な人が造った温泉っていってたな。

「男だな、しかもかなりエロイ」

　何となく親近感を持った。

　しばらくそこにとどまっていると、誰も入ってない温泉に猿がやってきて、湯船の中に入った。

　女の子（姉さん以外）ならともかく、猿の入浴シーンなんて見てもむなしいだけなので、俺は立ち去ろうとした――が。

「……なんだ、あれは」

　温泉に入った猿がなんかおかしい。

　目を手の甲で擦って、もう一度よく見た。

　錯さつ覚かくではなかった、湯船に浸かった猿の体が大きくなっていた。

　それだけじゃない、濡れてる体毛が黒くなっている。

　それが滲にじみ出ているのか、温泉の湯まで黒く染まっていく。

「ちっ」

　舌打ちした。

　初代様が国王からもらった温泉だっけ？

　国王からもらった――つまり下か賜しされたものはぞんざいに扱ったらいけない。

　下賜された皿を割っただけで、国王によってはそれだけでお家取り潰しなんてことになる場合もある。

　俺は岩から温泉に跳び降りた。

　猿の変へん貌ぼうが更に続く。

　もはや動物の域を超えてる、モンスターになりつつある。

　パシャーン！　湯船の中に飛び込んで、猿の首を摑つかんだ。

　真っ赤に、爛らん々らんと燃えるような瞳になった猿。

　真っ黒になった爪でひっかいてくる。

　首を摑んだまま空中に投げ飛ばした。

「ちぃ！」

　手のひらがチクッとした。

　見ると、黒い体毛――鋼はがねのように堅く鋭くなった体毛が手の平に突き刺さっている。

　このままだと完全にモンスター化する、殺やらないと。

　手を突き出し、飛んでいく猿に伸ばす。

　少し迷った、ちらっと背後の建物を見た。

　姉さんにばれたらまた持ち上げられる、証拠は隠滅しよう。

『開門せよ！　天と地、その狭はざ間まに住まうものよ。我の求めに応じ、我が敵を追放せよ！』

　飛んでいく猿、その先の空間、何もないところに黒い裂け目が出来た。

　空間の裂け目を開き、猿を放り込む。

　すぐに閉じる。

　放り込まれた猿がすりつぶされた、という手応えをはっきりと感じた。

　よし、これなら証拠も残ってない。

　そうだ温泉は――うん、早めに処理したから変色した分は新しい湯に流されてほとんど分からない。

　これなら大丈夫だな。





☆






　翌日、何事もなく、来た時と同じカノー家の馬車で帰途についた。

　あれ以降猿が現れることもなく、俺がエフィに怯おびえられることをのぞけば、そこそこにのんびり出来た温泉旅行だった。

　……温泉旅行？

「さすがねヘルメス」

「うん？」

　同じ馬車に乗ってる姉さんがいきなりそんなことを言いだした。

「何も起こらなかった。こんなのここ百年で初めてのことなのですよ」

「……どういうことだ」

「あら？　そうか、昨日説明してる途中でハプニングが起きたのだったわね」

「説明の途中……ああ」

　そういえば、二つ理由があって、二つ目の途中だったな。

　俺の凶悪さにエフィが怯えたあのハプニングですっかり忘れてた。

「初代様の大事な人が温泉を掘るのに使ったのは魔剣だったの。その魔剣の影響で、周期的に瘴しよう気きに当てられて、動物が凶悪なモンスターに変わるという副作用があるのですよ」

「……」

「それを定期的に退治して、ここを維持するのがカノー家当主の大事な仕事。すごく凶悪なモンスターだけど、被害が何もなかったってことはヘルメスがやってくれたのね」

「は、謀ったな姉さん！」

　あの猿か！　あの猿がそうか！

「説明する途中だったじゃありませんか」

「うっ！」

　確かにそうだ。

　それに来る時も言われた、仕事だって。

　それを俺が忘れて、温泉旅行みたいな気分になってた。

「なんてことを……」

「普通は兵を出して討とう伐ばつするほどの魔物だけど」

「え？」

「ヘルメスが一人でなんとかしたから、みんなヘルメスのすごさにそろそろ気づくだろうね」

「やっぱり謀ったな姉さん！」

　絶叫する俺に、姉さんはクスクスと笑ったのだった。










10　手加減できなかった










「隕石？」

　謁えつ見けんの広間。

　家臣団の報告を適当に聞き流していると、普段の日常にはほとんど出てこない単語が引っかかって、気になって聞き返した。

　俺が口を挟むのは珍しいこと、報告してたミミスもびっくりした顔で、俺の質問に答える。

「はっ。ピンドス郊外の街道に隕石が落ちました。街道は破損、また隕石が塞ふさいでいるため、撤てつ去きよと復旧の要請が」

「ただの隕石なのか？」

「ただの隕石でございます。魔力など人為的な何かはありませんでした」

「ふーん、隕石か……」

　考え込む俺。

　聞くだけ聞いて何も指示しない俺にミミスは眉まゆをひそめたが、それでも政務の報告を再開した。





☆






　午後になって、俺はピンドスを出た。

　隕石が街道を塞いでる、ってのが気になった。

　街道というのは言うまでもなく街と街を繫つなぐ、整備された高速道路のことだ。

　そこに隕石が落ちた。

　人間なら回り道をすればいいが、それが出来ない馬車とか馬とかはてきめんに足止めを喰らう。

　物流が止まって、街の人々がこまる。

　それが実際どうなのか見にいくことにした。

「自力ではやらないぞ」

　街道を歩きながら、俺は最低限は――と固く決意した。

　最近いつもそうなんだ、何かをして裏目に出ることが多い。

　だから見にはいく、必要なら当主として指示は出す、しかし自力ではやらない。

　当主としての指示も当たり前のことだけをやろう。

　これも最近の傾向だが、隠そうとすると裏目に出る。

「自力で隕石をどかさない、当主としてごくごく当たり前のことをする」

　そうつぶやきつつ、街道を進む。

　途中で旅人が大量に足止めを喰らってる茶屋を見た。

　ほとんどが老人と女子供だ。

　体力がありそうな男たちは溢あふれて、茶屋から少し離れたところで休んでる。

　こんなに足止め喰らってるってことは、かなりでっかい隕石なのかもしれないな。

　どれほどのものかと思いつつ、更に進むと――

「あれ？」

　現場に到着した俺は目の前の光景に驚いた。

　隕石はあった、それもかなり大き――かった。

　過去形だ。

　街道を完全に塞ぐ、平屋一軒分はあろうかという隕石が、木こっ端ぱ微み塵じんになっている。

　そのかけらを人夫――カノー家が雇ったらしき労働者が撤去作業をしている。

　完全に撤去するのはまだ先のことだろうが、既に荷馬車一台分は通れる程度のスペースが作り出された。

　気になって来てみたら肩すかしだった。

　しかし、なんで粉々なんだ？

　それも気になって、近づいて見る。

　すると、

「すごい太た刀ち筋すじだなあ……」

　思わず、感かん嘆たんの言葉が口をついて出た。

　近づいて見るとよく分かる。

　隕石――つまり大岩は、打撃で砕くだかれたのではなく、無数の斬ざん撃げきによってばらばらにされたのだ。

「よく分かるね」

　俺のつぶやきを拾った労働者の一人が感心した顔で言ってきた。

　げっ、やぶ蛇だ。

「これ、剣聖ペルセウス様がやってくれたんだ。運が良かったぜ、剣聖様が偶然ピンドスの近くにいてさ。じゃなかったらこれをどかすのに何日かかったことか」

　労働者は見たものを自慢する口調で言ってきた。

　どうやら俺のこと当主を知らないようだが、これ以上関わるとどこかでボロが出そう。

　俺は無言で身を翻ひるがえし、来た道を引き返した。

「なんだよ、せっかく人が親切で教えてやってるのに」

　労働者は不満そうにいって、岩の撤去作業に戻った。

　引き返しながら、肩越しに振り返ってちらっと見る。

　あの様子なら順次開通、明日にでも通常通りに戻るだろう。

　ならばよし。

　当主として当たり前のこともしなくていい。

　何かをするとそれだけ裏目る可能性が高いからな。

　必要がないのならそれに越したことはない。

「――♪」

　気分が良くなって、鼻歌を歌い出した。

　途中ですれ違った、道ばたで休んでる旅人がそんな俺を見て。

「おっ？　もしかして道が開通したのか」

　と、聞いてきて、俺は「ああ、もう通れるぜ」と答えてやった。

　上機嫌のまま、さっき通り過ぎた茶屋が見えてきた。

　まだ旅人があふれているそこで。

「ちょ、ちょっとやめてくださいよ」

「へっへっへ、ちょろっとだけ、ちょろっとだけで良いのじゃ」

　茶屋の若い女店員を、杖つえをついたよぼよぼのじいさんがセクハラしていた。

　震える手で尻を撫なでる、女はそれを嫌がってる。

　周りの人間はみんなものすごく困った顔で見てるが、止めようとする者は現れない。

「……」

　さっきまでのいい気分が吹っ飛んだ。

　俺はセクハラの現場に近づき。

「おい、やめろよ」

「んん？　なんじゃ男か。男に用はないのじゃ」

「じいさん、セクハラするなら家で奥さんにやってくれ」

「へっへっへ、この尻安産型じゃのう、わしの息子の弟妹を産んでくれんか」

「おい、やめろよ」

　露骨なんだかまわりくどいんだか分からない口く説どき文句を吐くじいさんを止めようと、手を伸ばした。

　背筋が凍った。爆発的な殺気が肌に突き刺さった。

「――っ！」

　次の瞬間、周りがシーン、となった。

　じいさんが空中で三回転して、顔から地面につっこんで泡あわを吹いていた。

「しまった！　強すぎたから手加減出来なかった！　おい、大丈夫か、じいさん」

　しゃがんでじいさんの肩を揺する。

　じいさんは、殺気に反応して本能的に出した俺のカウンターを喰らって、完かん璧ぺきにのびている。

　命に別状はないようだが……。

「おい……なんだいまのは」

「気がついたらジジイが地面に顔突っ込んでたぞ」

　周りがざわざわしだした。

　……はっ、これはまずい!?

　まずいと思った次の瞬間、更にまずかった。

「あの男何者なんだ？　剣聖ペルセウス様を一撃で」

「剣聖!?」

　驚く俺、のびてるじいさんを凝視する。

　そして、今更ながら気づく。

　殺気が強すぎてそっちは気づかなかったが、じいさんの杖はちょっとだけ抜かれてて刃が見える。

　仕込み杖だった。

「剣聖？」

「剣聖ってあの？」

「そう、あの」

　ざわめきが広がる。

　同時に、俺にいろんな視線が向けられてくる。

　驚きと……尊敬。

　しかも尊敬とかそういうのは水面の波紋のように広がっていく。

　また……やっちまったのか？










11　俺はまだ、本気を出していない










　周りの野次馬がざわざわする。

　剣聖のじいさんを、はっ倒してしまったのが良くなかった。

　だが。

「一体何者なんだ？」

「あの強さならすっごい有名な格闘家かなんかだろ」

　野次馬のざわつきを拾っていくと、どうやら俺の正体はばれてないみたいだ。

　そりゃそうだ、カノー家を継いでまだそんなに日が経ってない。

　その前は部屋住みの四男坊だから、知られてなくて当然。

　だったら……まだごまかしがきく！

　ここは完全に別人のフリをして――と思ったその時。

「きゃあああ!!」

「た、助けてくれー[image: ]」

　集団の悲鳴と逃げ惑う音が聞こえてきた。

　俺と野次馬含めた全員が悲鳴の方向にパッと向いた。

　街道の先、隕石が落ちた方向から、旅人らしき集団が必死な形ぎよう相そうで逃げてきた。

　一番先頭の、足の速い男が茶屋の前に辿たどり着くなり、

「お前ら、早く逃げろ！」

　と叫んだ。

　俺は男に聞き返した。

「何があった？」

「隕石だ！　隕石の中から魔物が出てきたんだ！」

「なんだって？」

　眉まゆをひそめる。

　周りのざわめきが大きくなる。

　足の速い男が更に答える。

「魔物が言ってた、『解放してくれて助かったぞ』って。あの隕石は壊しちゃいけなかったんだ！」

　その場にいる――後から来た足の速い男をのぞいた全員が、のびているじいさんに視線を向けた。

　剣聖と呼ばれるじいさんが隕石を砕いたのだから。

「罠わなだったのか」

「くっ！　魔物汚い！」

「それよりも逃げようぜ！」

　さっきとは違う質の、しかしより大きいパニックになった。

　次々と街道の先から旅人が逃げてきた。

　同時に、魔物とやらが見えた。

　人間の倍くらいのサイズ。

　形はやたらとのっぺりしてて、影が地面から起き上がった、そんな感じの見た目。

　そいつはゆっくり旅人を追い立てている。

　たまにちょっかい出して、悲鳴を上げさせて楽しんでいるのがありありと分かる。

「本気出したらここにいる全員皆殺しに出来るのに」

　一目見ただけで力量が分かる、かなりの強さのモンスターだ。

　さすがに放ってはおけないな。

　俺はじいさんの仕込み杖を抜いて、魔物を待ち構えた。

　近づきつつ、更に力量をちゃんと測る。

　強いが、倒せる。

　が、サクッと倒してしまうとまずい。

　じいさんの時は手加減出来なかった、今度はちゃんとする。

　手加減して、足止めして、そこそこ苦戦を演出して。

　その間に旅人が次々と逃げるから、目撃者が少なくなったところで倒す。

　よし、これでいこう。

　追い立てられてきた旅人の集団が俺を追い抜いた。

　元から茶屋にいた他の旅人も次々と逃げ出している。

　残ってるのは逃げ遅れてるのと、のびてるじいさんだけ。

　人数でいえば全体の一割程度、よしこれなら。

　仕込み杖を振るって、魔物に斬きりかかった。

　影に見えるボディを打つと、予想通りの金属音が響く。

「なんだあ、お前は」

「悪いが通さん」

「ハハッ！　人間がいきがるか！」

　魔物と斬り結ぶ。

　押し返して距離を取ったら魔法を撃たれた。

　闇の波動――という感じのもやもやした黒いのが飛んできた。

　ちらっと周りを見る、まだ人が多い。

　仕込み杖を立てて、わざと受ける。

　ガードしてるから痛くはない――が演技をして片膝ついた。

「ハハッ、死ねぃ人間」

　魔物が追撃してきた。

　ギリギリを演出して、皮一枚で鋭い影の斬ざん撃げきを避けて、地面を転がって距離をとる。

「避けたか、運がいいな、お前」

　魔物は半分感心、半分楽しそうに笑った。

　よし、演技が通じてる。

　そんな風に立ち回ったが、周りの野次馬は減らなかった。

　残り一割まで減ったが、それ以上は減らなかった。

　俺が戦ってることで、野次馬化してるのか。

　それ以上減る気配はまったくしなくなった。

　しょうがない、目撃者がちょっと多いけど……倒すか。

　イメージ……イメージ。

　この後実力がばれて、持ち上げられてやっかいなことにならないように。

　ぎりぎりで倒すのをイメージした。

「今度こそ死ねえ！」

「――」

　魔物が影のような手を伸ばしてきた。

　それを皮一枚で躱かわす、演出のためにほっぺにわざとかすり傷を受けてやる。

　そうやって躱しつつ懐ふところに潜り込んで――一いつ閃せん。

　ちゃんと手加減した。

　ギリギリの渾こん身しんの一撃――そう演出した斬撃が魔物を真っ二つにする。

　影が真っ二つにされて、ひらひらと地面におちる。

「おおおおお!!」

「魔物を倒したぞ」

　歓声があがる、様子をうかがう。

　人数は少ないし、こっちは苦戦をちゃんと演出している。

　これなら必要以上に持ち上げられることはないだろう。

　それに――街道の先を見る。

　魔物が遊んでたせいで、被害が少なかったのも良かった。

　たいした被害も出せない魔物、それをぎりぎりで倒した俺。

　これなら――。

「ま、魔物が！」

「えっ？」

　終わりだと思って油断した俺の一瞬の隙をつかれた。

　真っ二つに斬られた魔物は、二つの影共に地面から飛び上がって、ものすごい勢いで飛んできた。

　手加減しすぎたか、仕方ないもうちょっと力を――と思ったら、魔物は途中で飛ぶ軌道を変えた。

　俺の目の前で直角に曲がって落ちた。

　何のつもりだ――と思った瞬間、ずっと俺の足元で気絶し続けたじいさんがゴムボールかって勢いで飛び上がった。

　影が取り憑ついて変化した。

　じいさんは俺から距離を取った。

　よく見ると――

「憑ひよう依いしたのか」

「油断したぞ人間。だが、これで俺にはもう隙はない！」

　じいさんに取り憑いた黒い影が、じいさんの口を使って言葉を発した。

　次の瞬間、瘦やせぎすのじいさんの肉体が膨ふくらんだ。

　一瞬でムキムキの、常人の倍はあるマッチョマンに変身した。

　力が上がっている、人間に取り憑くと強くなる性た質ちか。

「う、うぅ……」

「力が……抜ける」

　あっちこっちから弱った声が漏もれ聞こえてきた。

　見ると、残った野次馬が次々と地面に膝をつき、倒れている。

　その周りには黒いもやがある。

　魔物に中あてられたか。

「もうダメだ……あんなに強かったのに……その上、剣聖様に取り憑くなんて……」

　野次馬の一人がそう言って、意識を手放した。

　他の野次馬も次々と倒れた。

　一人また一人と倒れていき、やがて最後の一人が。

「逃げ――助けを――」

　呼んでくれ。

　そう言いたいのか、最後まで言えずに魔物に中てられて気絶した。

　長いこと中てられているとまずいだろうが、すぐにどうにかなる様子じゃない。

　なら、大丈夫だ。

　それに、全員が気絶したのも助かった。

　目撃者がいなくなったってことだ。

　俺は魔物に振り向いた。

「くくく、いいぞ、この肉体。ジジイだと思って使い捨てにしようと思ったが、これならしばらく使っててもいいぞ」

　魔物はそんなことを言った。

　じいさん――剣聖だってのは本当だったか。

「さあて、観念しろ人間。いっとくが今の俺は、さっきよりも遥はるかに強いぞ」

「ああ、分かってる」

　力が跳ね上がってるのが分かる。

　ここにいる全員――どころかなだれ込んだらピンドスの住民皆殺しも不可能じゃない程の力だ。

　だが。

「問題ない」

「なんだと？」

　強いが、まだまだ「この程度」ってレベルだ。

　俺は仕込み杖づえを構えて、切っ先を向ける。

「はったりか。さっきの俺にあんなに苦戦したのが」

「いいや、大丈夫だ」

「はあ？」

　仕込み杖を振り抜く。

　斬撃がじいさんの体をすり抜け、魔物の本体だけを斬った。

「強がるのも大たい概がいに――えっ」

　驚きよう愕がくする魔物。

　そいつが気づいた瞬間にはもう斬られて、

「俺はまだ、本気を出していないからだ」

　この地上から、完全に消滅した。










12　嵐を呼ぶ少女










　影を丁てい寧ねいに、きっちり完全に消滅させた後、周りをぐるっと見回した。

　逃げられなかった旅人が大量に倒れている、気を失ってて意識がない。

　そのうちの一人に近づき、しゃがんで様子を確かめる。

「気を失ってるだけか」

　呼吸が規則正しいし、外傷も見当たらない。

　意識を失ったのは影にやられたからだが、残留してる何かもない。

　なら放っておいても大丈夫だろう。

　あとは、今回のことをどうごまかすか――。

「歳としは取りたくないものじゃな」

「むっ！」

　弾かれたように声の方に振り向いた。

　俺が殴なぐり倒し、影が取り憑いた剣聖のじいさん。

　旅人連中に比べて色々やられてるはずのじいさんが、最初に目を覚ました。

　体を起こして、地べたにあぐらをかいて座っている。

　その姿、心なしか最初の時よりも老けた気がする。

「小僧、お前がやったのか？」

　じいさんはそう言って、俺が持ってる仕込み杖を見た。

　取り上げてそのまま武器に使った。

　これのせいで疑われてるのか。

　仕込み杖の刃を鞘さやに収めて、じいさんに差し出す。

「誤解だ、俺はただこれを拾っただけだ」

「そうか」

　じいさんはのろのろと立ち上がって、俺が差し出した仕込み杖に手を伸ばした。

　そのまま受けとら――なかった。

　仕込み杖の柄の部分、そこに手をかけるやいなや、するりと刃を抜き取った。

「きえええええぃぃぃ！」

　奇声をあげて斬りかかってきた。

　剣聖と呼ばれたのは伊だ達てじゃないようだ、斬撃は鋭く鋼鉄さえも両断する程の威力。

　迎撃しなきゃ――

（いやっ！）

　さっきまでのことが脳のう裏りによぎった。

　じいさんの攻撃と殺気に反応してカウンターを喰らわせたのが厄やつ介かい事ごとの始まりだ。

　迎撃はだめだ、受けるだけにしよう。

　丁ちよう度どいい具合にじいさんが残してくれた仕込み杖の鞘部分を持ったままだ。

　それを使って、じいさんの斬撃を受け止める。

　反撃はしない。

　受け止めて、つばぜり合いの形に留めておいた。

　斬撃を防がれたじいさんはため息ついて、引き下がった。

　仕込み杖を下ろして、がっくりとうなだれる。

「ど、どうした」

「一流の剣士というのは一合打ち合えば力量がわかるものじゃ。小僧はわしよりも遥かに強い」

「むっ」

「歳としは取りたくないものじゃな……いや、全盛期であっても及ばなかったであろうな」

　じいさんは神妙な顔をした。

　第一印象がセクハラジジイだっただけに、この反応はちょっと調子が狂う。

　だが、このままにしてもおけない。

　打ち合えば力量がわかる、という話は分かる。

　俺も一目見ただけで影の力が分かった。

　剣聖と呼ばれる程のじいさんはもう俺の力を理解しているはず。

　口止めしないと。

「気落ちしてるところ悪いんだけど、今日のことは誰にも言わないでほしいんだ」

「今日のこと、じゃと？」

「ああ、今日のこと全て」

「……」

　じいさんはしばらくの間俺をじっと見つめて。

「……良かろう、敗者に否はない。今日のことは墓まで持っていく」

　と、承しよう諾だくしてくれた。

　そんなじいさんに仕込み杖の鞘を返す。

　じいさんが受け取って、刃をおさめて杖にもどす。

　それをついて、トボトボと去っていくのを見送る。

　本当は影を倒したのをじいさんがやったことにしてもいいけど、噓ってのはどこからかばれるもんだ。

　というか、うちには姉さんという、俺に関するその手の噓をばらしたがる人がいる。

　何も言わない、というのが一番のはずだ。





☆






　数日後。

　隕石とそこから出てきた魔物の後始末は順調にすんだ。

　街道は「よしなに」っていうくらいで、当たり前のように最優先で復旧された。

　魔物に関しては俺が直前に苦戦を演じたことと、残った旅人が全員気絶したこともあって、俺が倒した、という噂うわさはまったく出回らなかった。

　じいさんが「墓まで持っていく」というのは、本気だったみたいだ。

　黙ってくれるのなら藪やぶをつついて蛇を出すこともない。

　と、俺は普段よりも目立たないように、あらゆる執務を「よしなにした」。

　そのおかげで執務は早めに終わった。

　ミミスら家臣団が謁えつ見けんの広間から全員退出しても、日はまだ高かった。

　せっかくだしどこか遊びにいくか――。

「はああああ!!」

　いきなり、謁見の広間のガラスが割れて、一人の少女が飛び込んできた。

　まだ十五〜十六歳の少女、普段は多分快活なタイプの子なのが顔の作りと髪型でなんとなく想像がつく。

　その少女が外から窓を突き破って、謁見の広間に侵入してきた。

「お前だな！　ヘルメス・カノーっていうのは」

「え？　ああ、うん。それが――」

「覚悟！」

　――どうした、っていう暇もなく、少女が襲いかかってきた。

　オーソドックスなロングソードを抜きはなって俺に斬きりかかってくる。

　とっさに避けて、突進した少女と位置を入れ替えた。

　突進した少女は俺が座っていた椅い子すを剣で斬った。結構な腕前だ。

　そこそこの使い手だが、倒そうと思えば出来る。

　が。

「なんだお前は。俺に何の怨うらみがあるんだ」

「とぼけるな！　お前、おじいちゃんに何をした！」

「おじいちゃん？」

「知らないとは言わせないぞ！」








[image: ]









　ロングソードの切っ先を俺に突き立て、柳りゆう眉びを逆立てる少女。

　その面おも影かげ、そして剣を振るう身のこなし。

「じいさん――剣聖ペルセウスのことか」

「そうだ！」

「へえ、あのじいさんの孫娘か」

　正体を知ると、ちょっとだけ面白くなった。

　あのじいさんにこんな可愛かわいい孫娘がいたのか。

「お前のせいで！　おじいちゃんにあらぬ噂が立ってる！」

「あらぬ噂？」

「そうだ！　おじいちゃんは地上最強なんだ！　あの魔物もおじいちゃんが倒したはずなのに、おじいちゃんが帰ってからなにも言わないんだ！」

「ああ」

　墓まで持っていくの、守ってくれたのか。

「ああって、やっぱり！」

「いやそういう意味じゃなくてな」

「――な」

「ん？」

　ロングソードを握ったまま、わなわな肩をふるわせる少女。

　怒りすぎてて、声まで震えて何をいったのか聞き取れなかった。

「どんな汚い手をつかったんだ！」

「いや汚い手って――」

「どうせおじいちゃんがエロイの知ってて美人局つつもたせしかけたんでしょ！」

「孫娘にまで言われるくらいエロジジイなのかよ！」

　思いっきり突っ込んだ。

　別れ際の表情だったり、「墓まで持っていく」を実行したりで見直しつつあるじいさんだが、やっぱりエロジジイだったみたいだ。

「お前のせいで！　おじいちゃんはもう剣は封印するって言ったんだぞ」

「そこまでやるのか……」

「おじいちゃんから剣を取り上げたらただのスケベジジイになっちゃうじゃない！　どうしてくれるのよ！」

　スケベは残ってるんだな。

　というか、少女が突入してきた時ものすごい剣幕なのに、いまいち話が深刻にならないなあ。

　いやまあ、それはそれでちょっと安心した。

「まあいいじゃないか、スケベのが『らしい』んだろ、それが残ってたら」

「封印した剣の分スケベがパワーアップしたのよ！」

　地じ団だん駄だを踏む少女、

「……何で涙目なんだ？」

「私もお尻触られそうになったの！」

「おおぅ……それは……ご愁しゆう傷しよう様さま」

　っていうかエロに見境がなくなってないかじいさん。

　パワーアップって、そっちの方向にいかなくてもよかろうに。

「全部……全部お前のせいだ！」

　少女は涙目のまま斬りかかってきた。

　反撃する訳にもいかないし――おっ。

　部屋の外がざわつきだした。

　騒ぎを聞きつけて人が集まってきたみたいだ。

　当然だな、謁見の広間での騒ぎ、当主がまだ中にいるんだ。「くせ者だー」って集まって当然。

　耳を澄ませてみる。

　足音からしてどうやら兵士も集まってきてるみたいだ。

　じいさんならこの屋敷にいる兵士全員集めても蹴け散ちらされるだろうが、この少女の力量はそこまでじゃない。

　全員で掛かれば少女は追い払えると見た。

　なら、俺がやる必要はない。

　時間を稼かせいで、くせ者は部下に任せる。

　貴族として当たり前のことをしよう。

「よそ見するなっ！」

　少女が怒気とともに斬りかかってきた。

　思考がとんだ、とっさに手元に転がってるのを摑つかんで振り上げた。

　――っていかん、反撃はダメだ。

　俺はとっさに思いとどまって、少女の斬ざん撃げきを受けるだけにした。

　反撃はしない。

「えっ」

　斬撃を受けたのは椅子の脚。

　少女が斬ってばらばらにした椅子の脚が足元に転がってたから、とっさにそれを摑んで斬撃を防いだ。

　――のは、いいんだが。

　なぜか少女はものすごく、死ぬほどびっくりしていた。

「どういう……こと？」

「どういうことって何が？」

「この感じ……おじいちゃんより強い？」

　疑問形でつぶやく少女。

　ふと、じいさんの言葉を思い出した。

『一流の剣士というのは一合打ち合えば力量がわかるものじゃ。小僧はわしよりも遥かに強い』

　……まさか、この子もそれが？

「……そんな訳ない！　おじいちゃんに聞いてくる！」

「えっ？　ちょまっ！」

　止めようとしたが、少女は駆け出した。

　駆けつけた屋敷の兵士たちをものともせず、全員蹴散らして去った。

　面白くて、憎めないキャラだったが。

「……嵐の予感がする」










13　逆効果で深みにはまる










　屋敷のリビングで、俺は上がってきた報告書を読んでいた。

　ソファーに深く身を沈ませて読んでいると、背後から。

「何をそんなに熱心に読んでいるのですか？」

「姉さんか」

　首を寝かせて後ろをみる。

　美しいドレス姿の、姉さんが上下逆さまで見えた。

「ちょっとした報告書だ」

「どれどれ……」

　姉さんは俺の肩越しに報告書をのぞき込んでくる。

「ミデア・ミュケーナイ。歳は十五、出自は――女の子の身辺調査？」

「ああ」

　頷うなずく俺。

　ミデア・ミュケーナイ。

　あの剣聖じいさんの孫娘。

　イノシシの如く屋敷に突っ込んできたあの少女の名前だ。

　あの時の様子からして、間違いなくまた来る。

　そしてまた厄やつ介かい事ごとになる。

　そう確信した俺は彼女のことを調べさせた。

　敵はよく知っておく必要があるからな。

「ヘルメスも身を固めるつもりになったのですね」

「へっ？　いや違う。そうじゃない」

　姉さんは勘違いしていたから、正すことにした。

「そういう色気のある話じゃなくて。ほらこの前、謁見の広間をぶち壊した侵入者」

「なるほど。その時に心を盗まれたのですね」

「そういう怪盗的ないい話じゃなくてね！」

　否定するが、姉さんは「分かった。皆まで言うな」という、温かい目で俺を見た。

　これ以上否定すると、ムキに見えてかえってそれっぽいから、俺は諦めて報告書を読んだ。

「あら、剣聖ペルセウスの孫娘さんなのですね」

「そうらしい。どれどれ……剣聖曰いわく一二八人いる孫娘の中でもっとも天てん賦ぷの才が――何人子供作ってんだよあのエロジジイ！」

「剣聖の息子さんが一二八人産ませた可能性もあるわよ」

　姉さんは冷静に指摘した――が。

　俺はあのジジイと実際に会っている、ミデアから話も聞いている。

「いいや、間違いなくじいさんが山ほど子供を作ってるせいだ」

　と確信していた。

　更に読み進めていく。

「剣聖の教えを全て体得し、直系としては最強。その背景に剣聖の信奉者であり、剣の教えをすべて疑いなく信仰しているから、か」

　なるほど、と思いつつ。

　あの様子じゃ、じいさんの剣以外のことは結構ズバズバ否定してるんじゃないかなって思った。

　調査書は更に続く。

　仲のいいいとこの事とか、愛剣の名前とか、甘い食べ物が大好きとか。

　よく調べたと感心はするけど、必要のない情報ばかりで流し読みした。

「読み飛ばすのね」

「ああ、あまり興味ないからな」

「そうなの？　――あら」

　俺が最後のページまでめくると、のぞき込んだ姉さんが口元を隠して、にやっとした感じの目で笑った。

「どうした姉さん」

「そういうことなのねヘルメス、だから途中を読み飛ばしていたの」

「途中を？」

　俺がめくった最後のページに何かがあるって事か？

　読み飛ばしの最後の方はもう文字も読んでなかったから、改めて意識を集中させて報告書の内容を読んだ。

　そこに書かれていたのは、特記事項って前置きしたもので。

「スリーサイズ？　それにまだ処女って――」

「大事なことよね。あら、くすぐりに弱いけど必死に我慢する姿が可愛かわいいとの評判。くすぐらなきゃ」

「そーい！」

　俺は報告書を窓の外に投げ捨てた。

　姉さんはニヤニヤした。

　調査した責任者、後でしばく。

「別にいいじゃありませんか。気になる女性のことをちゃんと調べる。何も調べないでいきなり家に迎えるよりは」

「いやいやいやいや、本当にそういうことじゃないんだ姉さん」

「でもよく調べたのですね。お父様の要望に育てられた部下がまだ家に残っていたのですね」

「オヤジのせいか！」

　特記事項でくすぐりに我慢するなんてどうでもいい情報、そういう前例がないと書けない。

　元凶は俺たちの父親、前々当主だった。

　俺はため息をつき、ちゃんと否定しようとした。

　ドドドドド。

　ものすごい音が廊ろう下かに響いて、直後にパン！　とドアが叩きつけられる程の勢いで開け放たれた。

　だれだ？　って思って眉まゆをひそめたが。

「げっ」

　突入してきたのはあの少女――ミデアだった。

　彼女は涙目で、手にあの報告書を持っている。

「何なのよ、これ！」

「ひろったんだ。っていうか近くにいたんだ」

「こんなの噓だからね！」

「え？　ああ、そうだな、くすぐりに――」

「私のおっぱい、こんなに小さくないからね！」

「そっちかよ！」

　ツッコミ返す俺。

　ミデアの手に渡った報告書を見る。

　さっきは別にどうでも良くて流し読みしてたが、スリーサイズの一番上に72って数字がある。

　ああ……これはうん、人によってはコンプレックスになる数字だ。

「そんな目で哀れむなあああぁぁぁ――」

　ミデアは更に涙目になって、ほとんど泣き声になって逃げ出した。

　うーん、なんか可か哀わい想そうなことをしたかな。

「ふふ、いい子じゃない。あの人のことならお母様って呼べそう」

「お母様？」

　一瞬どういうことかと思ったが。

「ああそうか、姉さんは今、俺の娘か」

　その設定――王国や対外用のまさに設定のそれを思い出した。

　それはいいんだ。
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「いやいや、本当に違うから姉さん。というかさ」

「うん？」

「この屋敷、警備ガバガバ過ぎやしないか？」

　ミデアが去ってから約一分。

　ようやく屋敷の中から「くせ者だ」って声が聞こえてきた。





☆






「ねえ、ヘルメスちゃん」

　娼しよう館かんの中、顔なじみの娼婦・オルティアが窓から外を見て、俺に話しかけてきた。

「どうした」

「すっごい目でこっちを見てる子がいるんだけど」

「すっごい目で？」

「うん。あたしのおっぱいを親の敵かたきのように見てる」

「あー……」

　ミデアか。

　っていうかまだつけてたんだ。

「ヘルメスちゃん……めっ」

「は？」

　いきなりオルティアに叱しかられた。

「なんだよそれ」

「ヘルメスちゃんみたいの多いのよね。恋人とか嫁さんとかを嫉しつ妬とさせて、それでこっちがとばっちり喰らうの」

「いやいや、そういう色気のある関係じゃなくて」

「そうなの？」

　俺は頷うなずいた。

　実は屋敷を出て、ここに来る途中もつけられてることには気づいていた。

　遠くから俺をつけてて、様子を見てる。

　特に害はないし放置してた――というか気づかないふりしてた。

　そこそこ上う手まい尾行だったんだな、気づいてしまうと誤解が進むと思ったんだ。

　だから放置してたんだが……うーん。

「今日はもう帰る」

「来たばっかりだよ？」

「これ以上だと迷惑掛かりそうだ、また来る」

「……そっか。うん、また来てねヘルメスちゃん」

　オルティアが体を寄せてきて、ほっぺにキスをした。

　ダイレクトに官能を揺さぶるものじゃなくて、心をくすぐる類たぐいのキス。

　悪い気はしない、また来ようと思った。

　娼館を出て、部屋にいた時オルティアの視線から推察したミデアのいる場所、その逆方向を進んだ。

　気配は探らない、そんなヘマはしない。

　報告書に書いてた、剣聖の教えは全て体得していると。

　そんな相手に気配なんて探ろうものならやったのがばれる。

　何もしない。

　そう何もしないのが一番だ。

　俺は何もしないのを心がけて、街中を練ねり歩いた。

　チンピラ同士のケンカにも首を突っ込まなかった。

　食い逃げの犯人も捕まえなかった。

　夫婦ゲンカで家から次々と家財道具が投げ出されてきた時は、飛んできたのが雑巾だから助かった。甘んじて受けた。

　数メートル先にずれた包丁がこっちに来てたらさすがに何かしなきゃいけなかったけど。

　そうして、何もしないを続けて、街をぐるっと一周してから屋敷に戻った。

「……」

　屋敷の前にミデアがいた。先回りして待ってたのか。

　彼女は複雑な顔で俺を見つめていた。

　気配は探らなかったから、どこまでついてきてたか分からない。

　まあ、ついてきてもこなくても、今日は何もしなかったから平気だが。

　俺は屋敷に戻ろうと、つかつか彼女に近づいていく。

　彼女は複雑そうな表情――からの豹ひよう変へん。

　剣を抜いて斬きりかかってきた。

　ものすごい斬ざん撃げき、剣聖の全てを体得しているという評価を知った後では、なるほどさすがだ、と思うようになった。

　同時に、何かをする必要もないと思った。

　殺気がないのだ。

　殺気のない剣、なんのつもりかは分からない――いや、そういうことか！

　多分業ごうを煮やしたんだ。

　俺が何もしないから、無理矢理手を出させる。

　ふふ、その手には乗らないぞ。

　殺気がないのは見抜いてるんだ。

　俺は何もせずに、ただ立ちつくした。

　読み通り、ミデアの剣は俺の目の前ギリギリで止まった。

「なんのつもりだ？」

「……そんな、ううん、そういうことなんだ……」

　一旦がっくりと肩を落としてから、ぶつぶつつぶやくミデア。

　次に顔を上げた時、彼女の表情は一変していた。

　なんというか、決意――いや何かを思い込んだ。

　そんな表情。

「私を弟子にしてください！」

「……………………はい？」

　いきなりのこと、頭が真っ白になった。

「何を言ってるんだ、お前は」

「おじいちゃんがずっと前に言ってた」

「へ？」

「剣の極意とは抜かずにあり、と」

「抜かずに？」

「それがよく分からなかったけど、師し匠しようのようなことをいってるんだと今分かった！」

「もう師匠呼ばわり!?」

　ていうか、いやいや、えー……。

「動じるところか対処の必要もない、本当の強さとはそういうことなんだね！」

「……」

　多分違う。

　剣聖のそれは俺も聞いたことがある、ちゃんとした解釈はミデアのとは違う。

　が、言えない。

　ここで言うとますます泥沼だ。

「お願い！　私を弟子にして！　ダメなら部下！　それでもダメなら便所の紙を出す係でもいいから！」

「そういうのうちは雇ってないから！」

「お、おっぱいが必要ならなんとかしてくるから！」

「それは関係ない！」

　いやいやそうじゃなくて、えー……。

「か」

「か？」

「考えさせてくれ！」

　俺はそう言って、屋敷の中に逃げ込んだ。

　剣聖の教えの信奉者。

　その文言が頭に浮かんだ。

　屋敷に飛び込んで、扉に背中をもたれかけて、ため息をつく。

『剣の極意とは抜かずにあり』

　殺気がないからと反応しなかったの……裏うら目めったってことかよ……。










14　酔っ払ってマジ指導










　屋敷の庭。

　くつろいでるのにくつろげない状況にある俺。

　原因ははっきりしてる、ちょっと離れたところで、まるで衛兵の如く立っていて、忠犬のような目を向けてくるミデアのせいだ。

「懐かれたようですね」

「ねえさぁん……」

　やってきた姉さんが楽しげに言った。

「他ひ人と事ごとだと思って」

「いいじゃありませんか、あれほど裏のない好意、悪い気はしないですよ？」

「そりゃ……」

　それ自体は悪い気はしないよ？

　姉さんの言うとおり、ミデアのそれは裏表のない好意だ。

　猪ちよ突とつ猛もう進しん、直ちよく情じよう径けい行こう、単細胞にして無鉄砲。

　いろんな形容詞が思いつくが、まあそういうタイプの少女だ。

　好きと言ったら好き、嫌いと言ったら嫌い。

　隠し事は出来ないし見ていて清々しい――のは自分と絡まない時だけ。

「あれ、姉さんと一緒なんだ」

「私と？」

　姉さんは小首を傾かしげ、視線を下に移した。

　姉さん自身の、豊満な胸に。

　ビシッ！

　空気が凍った音が聞こえ、会話が聞こえる距離にいたミデアの表情が鬼になった。

「違う違う、そこじゃない。俺のことを買いかぶってるところがって意味だ」

「なんだ、そういう意味だったのですか」

　ちらっとミデアを見た。

　鬼が引っ込んで、自分の胸に手を当ててシュンとした後、ぷるぷると頭を振って頰ほおをパン！　と両手で挟み込むように張って気合を入れた。

　このあたりの反応もまあ、好感が持てる。

「ふう、姉さんが変なことを言ったから、変な汗かいて喉のどカラカラだぞ」

「あら、それはごめんなさい――」

「飲み物取ってきます！」

　ミデアはこっちが制止する暇もなく、パピューン、と風の如く屋敷の中に駆け込んだ。

　そしてすぐに戻ってきて。

「飲み物をどうぞ、師匠！」

　と、グラスに入った透明な水を差し出してきた。

「ありがとう――あれ？」

　受け取って、ごくごくと飲んでから。

「これ、水じゃないのか」

「はい！　うちから持ってきた、おじいちゃんが一番好きだったお酒です」

「お酒？」

　姉さんが首を傾げた。

「はい!!　おじいちゃんが『酒と女と少しの血のにおい。それで人生の帳尻が全て合う』っていってました！」

「独特な哲学を持っているのですね、剣聖ともなればそんなものなのかしら」

「私にはよく分からないですけど、喉渇かわいたら酒！　って言ってましたから。一番強い？　っていう美お味いしいのを持ってきました」

「そうだったの」

「……」

「あれ？　どうしたのヘルメス」

「師匠？　顔が赤くて目がとろんとしてますよ？」

「……」





☆






　目の前の二人、姉さんとミデアの二人を見た。

「……ひっく。ミデア、ちょっとそこに立ってみろ」

「はい……ここですか？」

「剣を抜いて構えてみろ」

「はい」

「振る」

「え？　……はい」

　ミデアは言われた通り剣を振った。

「本気で、そこにどうしても斬りたい相手がいるって感じで」

「……はい！」

　一瞬戸惑ったが、すぐに戻って、意気込んで剣を構え直した。

　精神集中――振る！

　さっきのよりも遥はるかに強い、鋭い斬ざん撃げきだ。

「……ひっく」

　それを見て、少し考えて。

　俺はゆっくりとミデアの背後に回った。

「師匠？」

「構えろ」

「はい」

　構えたミデアの後ろから、彼女の胸を摑つかんだ。

「ひゃん！　し、師匠、私そこはなくて師匠が触ってもつまんない――」

「胸はもっと出す」

「出せませえん！」

　ミデアは何故か声が泣きそうになった。

　胸を出せってのがそんなに難しいか？

「いいから出せ、それと――」

　ペロン。

「ひゃいん！　師匠、今度はお尻が」

「ケツは引っ込めろ」

「うぅ……」

「あらいけない、布団敷かせなきゃ……」

　姉さんが何か変なことを言いながら屋敷に入っていくが、そっちは今関係ないから無視。

　今度は右手でミデアの胸を、左手で尻を押さえて。

「胸は出す、尻は引っ込める」

「……あっ」

　声を漏もらすミデア、やっと気づいたか。

　俺はミデアから離れる。

「ひっく。それ振ってみろ」

「はい！」

　ミデアは素直に剣を振った。

　ちゃんとした構えから放った斬撃は、音を置き去りにした。

　姉さんくらいの素人しろうとなら、剣を振ったのさえ気づかず、「何故か変な音が鳴った」ってくらいにしか感じないだろう。

「す、すごい！　いまのすごい！」

「構えに無駄があった。その構えを忘れないように、これから毎日体に覚え込ませろ」

「はい」

「触ってみて分かった――ひっく」

　手を見て、感触を思い出して。

「お前は、あのじいさんを超えられる才能を持ってる。俺が保証する」

「…………はい！　ありがとうございます、師匠！」

　ミデアは嬉しそうに頷うなずいた。





☆






　翌日の朝、ベッドの上で目が醒さめた。

　なぜか昨日の服のままだ。

　……なんでだ？

　昨日のことを思い出す。

　庭で姉さんと話して、ミデアが水を取りに行って、その水を飲んで……。

　そこから記憶がない。

　あれ？　そういえばあれ、水……だったか？

　よく思い出せない、思い出せないが。

「すんすん……酒のにおい？」

　俺の体には酒のにおいが残っていた。

　飲んだ記憶はないが……どういうことだ？

　記憶が途切れてものすごくあやふやだ。

　まあいい、思い出せないものをずっと考えててもしようがない。

　とりあえず起きて、風呂でも入ろう。

　後のことは後で考えよう。

　そう思って部屋を出たが、廊ろう下かの窓から庭が見えた。

　庭には二人の女がいる。

　剣を振るミデアと、それを見てる姉さんだ。

　俺は窓を開けて、顔を出して。

「強くなったな、ミデア」

　と、声をかけた。

　俺の声に反応して、ミデアは手を止めて、猛然とダッシュした。

　屋敷の中に飛び込んだ直後、ドタタタ！　と階段を駆け上がってこっちに来た。

「おはようございます、師匠！」

「お、おう、おはよう」

　勢いに押されつつ、とりあえずさっきの話の続きをした。

「さっきの見てたけど、昨日とは見違えるようだぞ」

「はい！　ありがとうございます、師匠！　師匠に教わったとおり練習してます」

「……へ？」

　どういう事？　俺に教わったとおり練習ってどういうこと？

　理由をまったく理解できない俺。

　ミデアはそんな俺を尊敬の目で。

　ますます尊敬するようになった目で見つめてきた。

　一方でゆっくり屋敷に入って、遅れて二階に上がってきた姉さんは、俺とミデアの二人を、見守るような温かい目で見た。

「……え？」

　俺、またなんかやってしまったのか？










15　弟子がやりました（泣）










「ご当主様に申し上げます」

　謁えつ見けんの広間。一通りの報告と許可が終わって、家臣団が次々と出て行く中、一人だけ残ったミミスが真顔で切り出した。

「ん？　なんだ」

「ご当主様が足あし繁しげく通っている娼しよう婦ふがいると小耳に挟みました」

「オルティアのことか？」

「さよう。それをお控え頂きたい」

「……なんで？」

「ご当主が未婚のまま一人の娼婦に入れ込むのは外聞がよろしくありませぬ。どうしてもというのならまずは正室をお迎えになってから――」

　あっ、説教っぽいのが始まった。

　ミミスが言うのは貴族としては当たり前の話だ。

　そうなんだが、さてどうするか。

　と、俺があしらい方や、適度な俺の株を下げる応対を考えていたその時。

「師匠に失礼だろ！」

　俺の横、部屋の隅からミデアがミミスに怒鳴った。

　執務中ずっと、部屋の隅っこで護衛のように控えていたミデアが激怒した形ぎよう相そうでズンズンとミミスに迫っていく。

「な、なにをする――」

「お前は師匠の部下だろ！　師匠にそんなこと言ってもいいと思ってるのか」

「私はご当主様のためを思って言っておるのです」

「まだ言うか！」

　更にキレるミデア、俺が侮ぶ辱じよくされたと感じてほとんど逆上状態だ。

　さすがにこれはまずい。

「ミデア」

「師匠？」

「その辺にしろ」

「でも！」

「ミミスも。もう下がれ、言いたいことは分かった」

「……はっ」

　ミミスが一礼して謁見の広間から出て行く。

　既にロングソードに手をかけたミデアは、手をかけたままわなわな震える。

　行き場のない怒りが、こっちに向かってきた。

「師匠！　今からでも許可を下さい！　アイツをばらばらにしてくる」

「物騒だなあ、いいよ、そんなの」

「でも！」

「なあミデア……」

　名前を呼んで、真っ直ぐ目をのぞき込んで。

　それで「間」を開けて、怒りが落ち着くのを狙いつつ、宥なだめ方を考える。

　いや宥めるのもそうだが、問題がもう一つある。

　彼女が俺を師匠って呼ぶことだ。

　この前、後から聞いた話だけど、俺は酔っ払ってる時にミデアに指導したらしい。

　酔ってる時の指導だったからセーブしてないマジなもので、ミデアは「剣術の新しい領域に踏み込めた！」と感動して、更に俺を師匠と呼ぶようになった。

　ということはまずいことが一つある。

　ミデアには才能がある、間違いなく剣聖のじいさんを超える才能がある。

　俺を師匠と呼んだまま彼女が強く、そして有名になっていくと…。

　同時に、俺も有名になって、「あのミデアの師匠だからきっともっとすごい」って当たり前の発想が世間に広まるわけだ。

　それは止められない、というかミデアもいつか気づく。

　今ミミスに怒ったのも、将来自分が有名になることで師匠の名も上がることに気づく時の行動原理は一緒。

　それは、今のうちから止めないと。

　俺は少し考えて、あるシナリオを思いついた。

　この間わずか０・１秒である。

「……能ある鷹は爪を隠す、という言葉を知らないか」

「え？　し、知ってるよ。もちろん」

「それはつまり、爪を隠せば隠す程能があるという意味でもある。……剣聖が普段からただのエロジジイに徹してるのもそうだ」

「なるほど！」

　いや、なるほどじゃないけどな。

　後半はかなり適当にこじつけたが、それでも俺の言葉ならとミデアは信じた。

　チョロすぎるのはどうかと思うが……今は利用させてもらう。

「俺も爪を隠そうと思ってる」

「どういうことですか、師匠」

「お前、対外的には俺の、『ヘルメスの弟子』と言うな」

「えええ!?　そんな！」

「対外的に流派の名前を隠したり、仮名を使うことってあるだろ」

「あっ、あるある。おじいちゃんも若い時は違う名前で剣を振るってたって言ってました」

　じいさんもやってたのか、それはありがたい。

「ああ、それと同じだ。仮名を考えようと思う。そうだな……」

　少し考える。

　なにかいい名前はないか。

　関係なさ過ぎるとミデアが納得しないし、近すぎると俺に辿たどり着く。

　ほどよく俺に関係あるが、一般的なもの。

　ふと、試練の洞どう窟くつのことを思い出した。

　俺は七つ星の金貨を取り出した。

　持ってきたのは七つ星のヤツ。

　一つ星じゃなくて、一番簡単な七つ星のにして、その程度のしか持ってこられなかったって形にした。

　それをミデアに見せる。

「これ、当主の証あかしみたいなもんだ。地上で俺しか持ってない」

「はあ」

「ここを見ろ、裏に七つの星があるだろ。ってことでナナ――ナナスだ」

「ナナス……分かりました師匠！　これから名乗る時はナナスの弟子って名乗ります」

「うん、そうしろ」

「ナナス……師匠の剣の名前」

　その名前を舌の上で転がして、瞳をキラキラさせる。

　って感じで、かなりチョロく説得されたミデア。

　これでよし。

　しかし、なんだな。

　仮名ってよりはペンネームをつけたみたいで、ちょっと気恥ずかしいな。
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　数日後。

　とくに何も起きない日々を、俺はだらだら過ごしていて、今日も屋敷の中でくつろいでいた。

「……そういえば」

「どうしたの、ヘルメス」

　くつろいでる俺のそばで、自慢の髪を手入れしてる姉さんがつぶやきに反応した。

「最近ミデア見かけないな」

「あら、知らないのですか？」

「え？　何を」

「あの子、最近あっちこっちで道場破りをしてるみたいですよ」

「道場……破り？」

　なんだ、それは。

　いや待て、なんか猛烈に悪い予感がするんだが。

「最初は私もよく分からなかったのです。彼女は『ナナスの名前を轟とどろかせる』って言ってたのですから。ナナスとは？　と」

「ふぇっ！」

　ナナスの名を……轟かせる。

「最近は分かってきました。道場破りをする度たびに自分の師匠がナナスという人間だと触れ回ってるみたいですね。そのおかげでピンドスはもちろん、近隣の街にまでナナスの名が広まっているようです」

「えええええ!?」

「剣聖の孫娘が弟子入りしたナナス、もしや剣聖を超えた使い手では？　ともっぱらの噂うわさですよ」

「やりすぎだ、ミデアァァァァァ！」

　そんな事になってたなんて。

「そこから発展して、最近ではナナスVS剣聖の講談や戯ぎ曲きよくも作られているみたい。良かったですね、有名人」

「おっふぅ……」

　ミデアの事をよく知っている姉さんは、ナナス＝俺と察しがついてるみたいだ。

　軽い気持ちでつけた仮名がこうなるなんて。

　ミデアが帰ってきたら師匠って呼ぶのはやめさせないと。

　そこさえ止めれば、ナナスがいくら有名になっても俺と繫つながらないから問題ないはずだ。

「そうそう」

「ま、まだ何かあるのか、姉さん」

「まだないけど、一般論が一つ」

「？」

　一般論？

「頭のいい人とか、出来る人って、仮名をある程度連想出来るものでつけるもの。それを世間も知ってるから、仮名から本人を推測したがるもの」

「……」

「そういう経緯で正体がばれたら、普段以上の称賛を受けたり、名声がウナギ登りになったりするものですよ」

「のおおおお！」

　なんてこった。

　せめてまったく関係のない名前にするべきだった！










16　鮮度抜群の真珠










　ピンドスの街、なじみの娼しよう館かん。

　いつものようにオルティアを指名してだらだら過ごしてたら、彼女が急に俺の前で居住まいを正して、手を合わせて頭を下げた。

「ヘルメスちゃん、一生のお願いがあるの！」

「あんたの一生は何回あるんだ」

　頰ほお杖づえついて寝っ転がっていたが、起き上がってオルティアを見る。

　頭を下げた彼女はちら、と上目遣いでこっちの顔色をうかがう。

　娼婦のくせに色気よりも愛あい嬌きようの方があるオルティア、一生のお願いを度たび々たびされても、

「しょうがないな、言ってみろよ」

　という気分になってくる。

「実は、テルメの真しん珠じゆが欲しいの」

「テルメの真珠？　アクセサリーにでもするのか？」








[image: ]









「うん、ちょっと色々あって。それがないと格好つかないの」

「ふむ」

　女にとってのアクセサリー、まあそういうこともあるだろう。

「そういうことなら詳しくは聞かないけど、いくらするんだ」

　金で解決出来ることなら楽だ、むしろ大歓迎だ。

　そう思ったのだが――

「もう売り切れてるの、どこ行っても。だから取ってきて欲しいの」

　オルティアが手を合わせたまま、また頭を下げた。

　途端に俺は警戒した。

「取ってくるって？」

「テルメの真珠ってのはテルメっていう名前の貝の中にあるの。その貝を取ってきて欲しいの」

「……その貝を取るのって難しいのか？」

「えっと、男の人には簡単かな？」

「……」

　俺は迷った、本当に簡単なんだろうか。

　なんか罠わながありそうな気もする……けど。

「要するにその真珠が欲しいってことだな」

「うん、この通り、一生のお願い！」

「分かった、なんとかする」

　オルティアのお願いを請け負うことにした。
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　娼館を出て、屋敷に戻る。

　途中で色々考えた。

　罠があると思ったが、本当にそれが難しいっていうなら、金に物を言わせてどうにかすればいい。

　庶しよ民みんが売り切れで手に入らなくても、男爵の身分ならどうとでもなる。

　むしろわがまま当主を演じるのには丁ちよう度どいい。

　だから請け負ってきた。

　まずはきいてみる、実力がバレる恐れのあるものなら金で解決。

　そうまとまったところで、屋敷に戻ってきた。

「お帰りなさい、師し匠しよう！」

　屋敷の前でミデアが俺を待っていた。

　飼い主を見つけた子犬のような、キラキラした目で駆け寄ってくる。

「ただいま」

「何ど処こに行ってたんですか、師匠」

　それを聞く時も目はキラキラしていた。

　こんな目をした女の子に、「娼館に行ってきた」とはさすがに言えない。

「それよりも、ミデア、テルメの真珠を知ってるか？」

「はい、テルメの貝の中にある真珠ですよね。すっごく綺き麗れいで、夜とか暗闇の中でも光るっていうすごいものです」

「むっ……それって取るのは難しいのか？」

「テルメの貝はすごく簡単ですよ」

「へえ？」

　夜に光るっていう特性で高価な物、それ故に実力がばれることに繫がるんじゃないかって思って身構えたが、やっぱり簡単なのか？

「どうしてそんなことを聞くんですか、師匠」

「いや、ちょっと必要になったから取ってこようと思ってな」

「えええ!?　そんなのダメですよ！」

　ミデアがいきなり怒りだした。

「あんな誰でも出来ることなんて師匠の使用人に任せればいいんですよ。師匠がいったら聖剣で大根を切るようなものですよ」

「大げさだがもったいないってことはわかった」

「大げさじゃないです！」

　ミデアが更に主張する。

　ふむ、彼女がそこまで怒り交じりに言ってくるって事は本当に簡単なことなんだな。

　なら、軽く取ってきてオルティアに渡すか。
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　次の日、俺は聞いた話をまとめて、領内にあるリカイオン山にやってきた。

　話を聞くと、テルメの貝は海じゃなくて、温泉があるところに生息しているらしい。

　また動物をモンスター化する温泉じゃないだろうな、と警戒しつつ、硫黄いおうのにおいが強くする山に登った。

「えっと……源泉が流れ出てるところをさがしゃいいんだな？」

　情報を元に山の中を探して回る。

　すると、間かん欠けつ泉せんの如く、水柱のように温泉を噴き出してるところを見つけた。

　噴き出す中心地に近づいてみると――あった。

　直前に温泉が噴き出し、周りが水浸しのグチョグチョになってるそこに貝があった。

「面白いな、本当に貝が網目になってる」

　これまた事前情報通りだった。

　テルメの貝はハマグリとかのような二枚貝だが、その二枚の貝はびっちり閉じているものの、網目になっている。

　それ故、立ったままでも、地面におちてる貝の中身に何か光ってるものがあるのが分かる。

　屈んで、貝を一つ取る。

「本当に簡単だったな」

　山を登って、温泉が出てるところを探して、拾う。

　本当に簡単だった。

　強しいていえば、インドアの極致である娼しよう婦ふには難しいって程度のレベルだ。

　よし、これを持ち帰るか――と思ったその時。

　貝がちょっとあいて、中の本体がぴゅっ！　と何かを吐いてきた。

　さっと避ける、吐かれたのが地面に飛び散った。

　まさか毒液？　と思ってしゃがんでそれを確認したが。

「ただの温泉か」

　一瞬また警戒したが、またまた肩すかしを喰らった。

　そろそろ、もう。

「警戒するのもアホらしくなってきた」

　と、苦笑しながらつぶやいた。

　そもそも、ミデアの反応から分かるように、警戒解いてもいいんだよな。

　もはやミデアは俺の信者かってくらい俺を信奉してる、そのミデアがああやって怒った以上貝を取ってくるのは本当に簡単なことだろう。

　苦笑いした、が、簡単な分には何も問題はない。

　簡単なことを普通にやる。

　何もプラスにもマイナスにもならないことだ。

　貝がまたぴゅっと液を吐いた、手をかざして受け止めた。

　ただの温泉、それを口に含んで吐いてるようなもんだが……これはウザイ。

　真珠が欲しいんだったな、だったら真珠だけを持って帰ろう。

　俺は貝を開いた。

　ハマグリよりも遥はるかに簡単に開いた。

　貝は二段構造になってた。

　二枚貝の中に一回り小さい二枚貝がある、それがギザギザの歯のようになってる。

　開いた瞬間、奥の貝が真珠に嚙かみつこうとした。

　サッと手を伸ばして、真珠をひったくった。

「あっぶねえ、なんだよ、取られそうになったら自壊するのか」

　真珠を取り出したテルメの貝を間欠泉のそばに投げ捨てて。

　俺は、真珠だけを持って山を降りた。
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　娼館の中、オルティアの部屋。

「ほい、テルメの真珠。これでいいんだよな」

「ありがとう！　――ってえええええ!?」

　一応宝石箱に入れてきた真珠。

　受け取って宝石箱を開けたオルティアが声を上げた。

「こ、これ！　テルメの真珠!?」

「そうだけど？」

　あんたが頼んだんじゃないか、何を驚く。

「どうやって取ったの？」

「どうやってって……」

　…………まさか。

　背中にいやな汗がつー、と流れるのを感じた。

「なあオルティア、貝から真珠ってどうやって取るんだ？　普通は」

「干ひ上あがらせるんだよ。普通に開けようとすると貝が真珠を壊すから、一ヶ月かけてゆっくり乾燥させて、貝が死ぬのを待ってから真珠を取り出すのよ」

「……普通に開けたらダメなのか？」

「ダメじゃないけど、すっごく速く。パンチだと一秒に百回殴なぐれるくらいの速さじゃないと貝が――うそ！　これってそうなの!?」

　やば、気づかれた。

「いやいやいやそんなことない」

「うそぉ……ちょっとまって」

　オルティアは宝箱を置いて、部屋の窓を次々と閉めて回った。

　何をする――のかはすぐに分かった。

　完全に部屋を閉め切って暗くなると、真珠が光った。

　ものすごく、光った。

　まるで部屋の中に小さな太陽があるかのように、光り輝いていた。

「すごい！　本当に乾燥じゃない」

「乾燥だとどうなるんだ？」

「輝きが落ちるんだよ。死んだ後に取り出すんだからさ」

「……げっ」

　ってことはなにか、テルメの真珠のことを知ってるヤツは、暗いところで見たら取り出し方まで分かるってことか。

　それはまずい、非常にまずい。

「なあオルティア、それは俺があげたことはないしょ――」

「ちゅっ」

　オルティアは近づき、俺のほっぺにキスをした。

　テルメの真珠の光の中、オルティアの顔はいつにも増して綺麗に見えた。

「ありがとう、ヘルメスちゃん。すっごく嬉しい」

「……うぅ」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえむオルティア、そんな顔をされると言うなと言いにくいじゃないか……。










17　ピンポイント評価










「あら、ヘルメス身を固める気になったのですか？」

　屋敷のリビングで取り寄せた指輪を眺めていたら、部屋に入ってきた姉さんが嬉しそうな顔をしていた。

「そんな予定はないよ」

「あら？　だったらその指輪は？」

「これか。これははめるとその人の能力を１００分の１以下に抑える指輪で――」

「そーい」

　姉さんは流れる様な動きで俺から指輪を取り上げ、足を振り上げる豪快なフォームで指輪を窓の外に投げ捨てた。

　綺麗なアーチを描いて、星となって消えた指輪。

「あーあ、もったいない」

「もったいないとかじゃありません。もう、そういうことにばかり頭をつかうんじゃありません」

　姉さんはぷんぷんしながらリビングから出ていった。

「ふっ……」

　姉さん、甘いな。

　姉さんがそーい投げ捨てるのは予想がついている。

　ポケットにそっと触れる。

　そこには姉さんが捨てたのとまったく同じ指輪がある。

　さて実際につけて試してみよう――

「もう、ヘルメスのせいで言い忘れてしまいましたよ」

「うわっ！」

　前触れなく戻ってきた姉さん、指輪をつけようとしたからびっくりした。

「どうしたのですか、ヘルメス」

「い、いやなんでもない。それよりも言い忘れたことってなんだ、姉さん」

「そうでした。ヘルメス、あなたは監視されてます」

　ああ知ってる――というか気づいてる。

　今も窓の外、離れたところにある民家の上からこっちを監視してるやつがいる。

　ちなみに二重尾行だ。もし俺が一人目に気づいても本命より目立たない二人目が見定める、という構造だ。

　そのことには気づいているが、はてどう姉さんに返事するべきか。

「それのせいなのですよ」

「え？」

「ヘルメスがそうやって色々すっとぼけるから、カノー家の当主は無能でふさわしくないという噂うわさが流れているのです」

「それはそれは」

「嬉しそうな顔しない」

　叱しかられた。

　しかしそうか、それはいいな。

「一方でヘルメスを評価するものもいる。リナ様のように。それは当たり前なのですが」

「むぅ」

「相反する二つの評価。そこまで割れていれば、どっちが本当なのかと気になるのは当たり前ではありませんか」

「なるほど、ってことは俺が本当にダメ人間なのか、監視・確認してるのがいるってことだな」

「そういうことですね、いいですかヘルメス」

　姉さんの顔が迫る。

　ものすごく真に迫る顔だ。

「くれぐれも、変なことをしないように」

　念押ししてから、今度こそ立ち去った。

　姉さんがいなくなった後、俺は座ったままポケットに手を入れた。

　テルメの真しん珠じゆの一件の失敗を踏まえて、俺はこの指輪をこっそり作った。

　気をつけても気をつけても、最後の一瞬で状況に迫られてやったことが裏目に出る。

　それを防ぐには、根本的に俺の能力を下げればいい。

　あの真珠にしてもそうだ。

　あの瞬間に俺の能力が低ければ、真珠は粉々にかみ砕くだかれてそこで話が終わった。

　だからこの指輪だ。

　ポケットの中に手をつっこんだままこっそり指輪をつけた。

　体が重くなったのを感じる。

　さっきまで感じることができた監視者の視線と存在を感じなくなった。
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　指輪をつけたまま街に出た。

　能力を抑えた以上、屋敷でだらだらしてる意味はない。

　なぜなら監視がついている、それも二重にだ。

　抑えた今の能力が真噓の実力だって見せつける必要がある。

　何かないか、何か。

　そう思って、街中をぶらついていると。

「スリよ！　誰か捕まえて！」

　突然、女の悲鳴混じりの叫び声が聞こえた。

　声の方を見ると、全力ダッシュで逃げるぼろっちい格好の少年と、追いかけてヘロヘロになってる中年女の姿が見えた。

　少年は猛ダッシュでものを倒しながら逃走してて、周りは近づけないでいる。

　スリか、丁ちよう度どいいところに来た。

　よし捕まえよう……いやいや。

　ここは慎重に。

　ただの貝だと甘く見たあの時の苦い想い出が蘇よみがえる。

　指輪で能力を抑えているが、ピンチになったら本能的に引っこ抜いてしまうかもしれない。

　そういう事態にならないように、まずはじっくり観察。

　能力を抑えてても、眼力経験と判断力は元のままだ。

　逃げる少年、身のこなしはすばしっこく、逃走のために周りのものを倒したり破壊したりすることに躊ちゆう躇ちよはない。

　そういう意味では厄やつ介かいだが、それだけだ。

　ただの少年、ただのすり。

　それは間違いない。

　念の為にぎりぎりまで再確認、穴が空くほど観察。

　よしこいつなら大丈夫。

　そうしているうちに少年が目の前まで来た。

　俺は少年にタックルした。

「うぉ」

　久しぶりの感覚、少年にタックルしても完全に止めきれなかった。

　少年ともつれ合って、一緒に転がる。

「なにすんだよ、おっさん！　離せ！　離せよ！」

　少年はジタバタする、俺は心の中でヨシッと叫んだ。

　やっぱり見立て通り、何の力もないただの少年だ。

　その少年にしがみつく。

　少年が止まったことで野次馬が集まって、スられた女も追いついてきたから、少年を捕まえたまま立ち上がる。

「ほら、すったものをだせ」

「ちぇっ！」

　少年は観念して財布を地面に叩きつけた。

　女がそれを拾う、中身を確認してホッとする。

　それで解決と判断して俺の気が緩ゆるんだ一瞬の隙すきをついて、少年は俺の拘こう束そくを振りほどいて逃げ出した。

　人混みを割って逃げた後。

「おぼえてろー」

　と、捨て台詞ぜりふを残して逃げていった。

　逃げられた――ことをこっそり喜んだ。

　力を指輪で封じてなければ、いくら油断しても少年は逃げられなかったんだ。

　そしてそれを見た周りの人間が「なんで逃がしてんの？」って責める目をしている。

　よしよし、これでいいんだ。

　この詰めの甘さがいいんだ。

　これをちゃんと監視してくれてることを祈った。

　スリの一件が解決して、俺は再び街中を歩き出した。

　実は少年ともつれ合った時、腕をすりむいている。

　これも無能アピールになる。

　だから他にもっと何かないかと願いつつ歩いた。

「おおぅ？　てめえ何ぶつかってんだよ！」

「そっちだろぉ、ぶつかってきたの」

　今度は男同士、ケンカしてるところに出くわした。

　今度もよく観察する。

　やりとりと身のこなしを一分くらいじっと見た結果、確信する。

　真っ昼間なのに酔っ払って、ケンカしてるだけだ。

　さっきの少年と同じだ、何の力もない。

　しかも今度は二人が相手だ、止めに入れば一発二発は殴なぐられるだろう。

「よし」

　俺はそれをするために、男たちのケンカ仲ちゆう裁さいを買って出た。





☆






　次の日、屋敷の応接間。

　俺の目の前に初めて見る男がいた。

「一等監察官のハリ・フリストスと申します」

　名乗ったのは、貴族の服と立派な髭ひげを蓄たくわえてる中年男だった。

　その名乗りで、俺は直感的に昨日の監視をつけた張ちよう本ほん人にんだと理解したが、言わなかった。

　反応しなかった。

　反応したら罠わなだ、とはっきり分かる。

　だから、俺は「見えてる」ものだけで聞いた。

「一等監察官って、前に来た王女殿下と関係が」

「いいえ、直接はありません。ただ最近、カノー家のご当主の悪い噂といい噂が混じり合っておりますので、それを確認しに来た次第で」

「へえ」

　姉さんの言うとおりだったな。

　だがまあ、問題はない。

　昨日俺がやったのは「普通」だ。

　能力を１００分の１以下に抑えて、成人男性なら誰でも出来る。

　それだけのことしかしてない。

　意図して広めてる悪い噂と、不本意だけど広まってしまったいい噂。

　その落差で目がつけられてるんだから、実は普通だった、というのをやった。

　昨夜何度も行動を振り返った。

　やる前とやった後、何度も何度も考えた。

　問題はない、昨日の俺の行動は普通だ。

「さすがですな」

「――へっ？」

　今なに言ったの、この人。

　サスガデスナってどういう意味？

「為い政せい者しやというものは、時に臆病なくらいが丁度いい。私の持論ですな」

「……」

「失礼ですが昨日、男爵様のあとをつけさせてもらいました。いやあ若者では中々あり得ない慎重さ、もはや深しん謀ぼう遠えん慮りよと言ってもいいレベルですな」

　……。

　なに言ってんの、この人。

　っていうかなに、この流れ。

「何事も深く観察してから動く」

「……あっ」

「しかして臆病という訳ではない。観察して動ける時は動く、自分の分を超えたところは他人に頼る」

　確かに頼った。

　だって１００分の１に力を抑えてるんだ、できないこともある。

　そういう時はちゃんと周りを頼った。封印してなければ力を示してしまったところだと安心してた――んだけど。

　本当なに、この流れ。

「為政者として、最高の資質であると言わざるを得ませんな」

「えっと」

「周りの噂はまったく頼りになりませんな。そもそも貴族、為政者の個人の武力などどうでもいいのです。その眼力と判断力と据わった肝きもがもっとも重要」

「ちょっと待――」

「上へはそう、ありのまま報告致しますぞ。では失礼」

　止める間もなく、ハリは屋敷から立ち去った。

　眼力と判断力……？

　ピンポイントで残ってるものを評価されるのかよおおおおお[image: ]










18　今日の事は絶対に言わない










　ピンドスの街、演劇をやってる店。

　正面に舞台がある。

　それと向かい合わせに、ほとんど酒場のようなスペースがある。

　その酒場で客は飲み食いしながら劇を楽しむという、ここ十年で流は行やりだしたスタイルの店だ。

　そこで適当につまみ食いしながら、イオという伝説の大魔道士の冒険譚たんを眺めていると。

「奇遇ね」

　同じテーブルの横に女が座ってきた。

　こういう店だと相席はすごく珍しいし、周りはまだ空いてる席があるから俺はびっくりした。

　なんで？　って思って横を向くと更にびっくりした。

「あんた……じゃなくてあなた……」

　言い換えたのは、相手がそういう身分だからだ。

　リナ・ミ・アイギナ。

　ちょっと前に監察官としてやってきて、カノー家のいるアイギナ王国の王族の一人だ。

　そのリナが、何故かピンドスの街に出現している。

「作さ法ほうは無用よ」

「……わかった」

　正体を隠したいって事か。

　王族だとばれると特別扱いされるからな。そういうのがいやなタイプもいる。

　特にこういう店、娯ご楽らくの場だとなおさら多い。

　俺は店員を呼んで、料理を追加注文した。

　運ばれてくるまでの間、彼女の機嫌を伺うかがう程度の感じで話しかけた。

「どうしてここに？　また監察？」

「何をとぼけているの？　来週のあなたの就任の式典に来たのよ」

「……あぁ」

　苦笑いした。

　男爵家であるカノー家は、新当主就任にもそれなりの儀式をしなきゃいけない。

　上の兄さんが三人まとめて死んだこともあって先延ばしにしてたのを、そろそろやるってことになった。

　形式的に王族や貴族に一通り招待状を出すのだが、普通は男爵程度の式典、使いの者に言葉と祝いの品を持ってこさせておしまいだ。

　それをリナ本人が来た。

「ありがとう」

　とりあえずお礼を言っといた。

　彼女は反応せず、何も喋しやべらずに劇を眺めている。

　料理にも手をつけず、飲み物だけ唇を湿らす程度に留めている。

　寡か黙もくで、基本物静かな人間なのかもしれない。

　ならばほっときたいところだが、そうもいかないのが難しいところ。

『いつかその底知れぬ器うつわの大きさと、そなたの本気を見せてくれ』

　以前、リナに言われた言葉を思い出した。

　彼女は気づいてる、俺が実力を隠してることに。

　そんな彼女とどう接していいのか迷う――なんて思っていると、向こうから切り出してきた。

「そなたは、いつ本気を出す？」

　ド直球をぶっ込んできた。

　なんの飾りもない剛速球だが、真っ直ぐ来てくれた分助かる。

「出さない」

「ずっとか」

「ずっとだ」

「男爵以上の地位に興味は？」

「まったくないな」

「何かほしいものは？　金か、女か？　王族随ずい一いちの美女も欲しいならくれてやってもよい」

　リナは完全に俺を口く説どきにかかっている。

　金、女、権力。

　どれか一つだけで普通の人間がくらっとする様な好条件を、これでもかってくらい並べている。

「悪いけど」

「時期尚早か」

「時期の問題じゃないな」

「私は執念深い」

　参ったな、本当に執念深そうだ。

　とはいえ、前回もそうだったが。

　リナはこの場でどうこうするって雰囲気じゃない。

　気長に待つ、って雰囲気がある。

　そういうのなら、まあ問題ない――

　ゴトッ。

　小さな音を立てて、何かがテーブルに落ちた。

　見ると、リナが持ち上げて唇を湿らせていたコップがテーブルの上に転がって、中身がぶちまけられている。

　コップを取り落としたリナはというと、片肘ついて、うつむき加減でプルプル震えている。

「おい、どうした!?」

「さわぐ、な……いつものこと」

　そう話すリナ、しかし顔面蒼白だ。

　とても大丈夫そうには見えないぞ。

「また、な……」

　リナはふらつきながらも立ち上がろうとする。

　このまま立ち去ろうってことなんだろうが、立ち上がれず、浮かせかけた尻が椅い子すに戻ってきた。

　立つことすら困難なくらい苦しそうだ。

「病気か？　医者を連れてこようか」

「大丈夫……いつものこと」

「そうは見えん！」

「静か、に」

　人差し指を出して、俺の口を押さえるリナ。

　周りの人間は劇に夢中でこっちを見てない――がこれ以上騒げばそれも怪しい。

　注目を集めるような行動はやめろとリナは言っている。

　彼女は俺の唇から手を離すと、シャツをちょっとめくった。

　シャツとスカートの境目、ヘソの真横のあたりに、黒い人間の顔のようなものがあった。

「これは……」

「寄生の魔物よ、古い魔物だから名前は知らない」

「寄生」

「魂と肉体の両方に寄生して、延々と魔力と体力を吸い続ける。そういうもの。大丈夫、死にはしない。宿主が死ねばこいつも死ぬから」

　リナは紙のような顔色をしているが、堪えてるだけで、確かに慣れてる感がする。

「……何でそんなものに」

「幼さ故の過ち、だ。城の宝物庫で遊んでいたら、呪いを持つ宝物の封をといてしまったの」

「なるほど」

「……くっ」

　さっきよりも苦しそうに呻うめくリナ。

　苦痛にも波があるみたいで、今のは一ひと際きわ大きい波だ。

「どうした！」

「私としたことが、苦しいせいでつい……誰にも、いうな」

　顔を上げて、キッと俺を睨にらむ。

　かなりつらいのにもかかわらず、それ以上の目で俺を睨む。

　よほど恥ずかしいんだな。

　……これなら言わんか。

　リナを苦しめてるヤツを本で見たことがある。

　対処も、分かってる。

　俺はリナが落としたコップを手に取った。

　一割……でいいか。

　縁を持って、力を使い、手のひらから垂らした水でコップを満たして、リナに差し出した。

「誰にも言わない。それよりも水を飲め、少しは楽になる」

「……ん」

　よほど苦しいのか、リナは言われた通りコップの水を飲んだ。

　自力で持てないので、俺が病人にしてやるように、コップをリナの口に運んで飲ませてやった。

　水をコップ半分くらい飲んだ後、リナの体から蒸気が立ちこめる。

　同時に、彼女のへそのあたりから何かが飛び出してきた。

　予想してた俺は、そいつを手ではたいて地面に落とし、踏みつける。

　火のついた煙草たばこにするように、そいつをもみ消した。

「……」

　リナは自分の両手をまじまじと見た。

　顔色がさっきと正反対に良くなっている。

　というか普通の人の普通の状態だ。

　それを自分でも自覚したのか、いきなりの変化に驚いた様子で自分の手を見ていた。

「どういう、ことなの？」

「そいつはパラシトスという魔物だ。人体に取り憑ついて生かさず殺さず生体エネルギーを糧かてにする――ってのは長年体感してるあんたに改めて説明するまでもないことか」

「それに何をした。取り除けないとさんざん言われたのに」

「ああ、外から取り除くことは出来ない。そんなことをしたら魂がちぎれる」

「なら」

「だが、向こうが自分から出ていくと仕向けることはできる」

　俺はコップを取って、残った半分の水を見せた。

　一割程度の力を凝縮して作った、魔力を実体化した水。

「普段よりも高い濃度の魔力を一気に食わせればびっくりして出てくる。刺激物を大量に食べたら腹下すだろ」

「高濃度の魔力……魔力が具現化した？」

　俺が持ってる水を見て、驚きよう愕がくするリナ。

　さて、彼女は助かったし、念押ししとくか。

「あんたのこれは黙っとくから、今日の俺のことも黙っといてくれ」

「……」

　リナは俺をじっと見つめた後、

「……分かった、リナ・ミ・アイギナの名にかけて。今日のことは誰にも言わない」

「おっ」

　ひょうたんからコマかもしれない。

　言わないだろうと予想してたが、リナはその上更に自分の名に誓ってくれた。

　王族がそこまで言うのなら、大丈夫だな。





☆






　数日後、謁えつ見けんの広間。

　王国から使者がやってきて、国王の勅ちよく命めいを俺の前で読みあげた。

「スライムロード討とう伐ばつの功績を称たたえ、ヘルメス・カノー男爵にクシフォス十字勲章を与えるものとする」

「……」

　俺はポカーン、となっていた。

　使者は随ずい行こうの従者から豪華なトレイに載せた勲章をトレイごと受け取って、俺に差し出す。

「カノー男爵、謹つつしんで受けられよ」

「え？　なんで？　なんで勲章？」

「クシフォス十字勲章は王国のために戦った勇士に贈る名誉ある最上級の勲章。大いなる軍功をあげたものに授けるもの。本来スライムロード討伐程度では功績が足りぬ」

「だったら」

「ここだけの話なのだが」

　使者の声のトーンが落ちた、内緒話のつもりだ。

「監察官であったリナ殿下が、どうしてもと陛下に頼み込んだという」

「……やられた」

　リナはあの件を誰にも言わなかった。

　代わりに、確かに俺がやったスライムロードの功績をごり押しして勲章を贈ってきた。

　はあ……まあしょうがない。

　スライムロードをやったのは事実だし、ここは受け取るか。

　なあに、勲章なんて、もらってタンスの奥にしまっとけば誰にもばれない。

　大事な勲章だからな、大事にしまっとくさ。

　いや、むしろ「スライムロード討伐で勲章もらったぜ」って触れ回って、「その程度でもらえる訳ないだろプラゲ」って風に持っていってもいいかもな。

　そう考えるとこの勲章いいかもしれない。

「そうだ、一つ言わねばならぬことが――いや殿下の言付けを入れたら二つだ」

「うん？　なんだ？」

「殿下はそなたの式典にご臨りん席せきなさるらしい。恐れ多くも兄弟姉妹をみな引き連れて」

「はあ」

　そういえば、そんなこと言ってたっけ。

　いや、兄弟たちと来るなんて聞いてないぞ。

　あの後決めたのか？

「もう一つ」

「うん？　ああなんだ」

「十字勲章は最高位の勲章故、公式行事に出る時はつけることが義務づけられている」

「――へっ」

「当日はちゃんと身につけられよ、殿下もそれを望んでおられる」

　いや、ちょっと待て。

　当日、十字勲章、大量の王族……。

「やられたああああ！」










19　噂の上書き










　夜、行きつけの娼しよう館かん。

　オルティアに膝枕で耳みみ掃そう除じをしてもらいつつ、窓から見える小こ望もち月づき――明日満月になる月を眺めていた。

　柔らかいのといい香りなのと風流なのを、楽しんでいると。

　オルティアがふと、思い出したように聞いてきた。

「ねえねえヘルメスちゃん、あの噂うわさって本当？」

「噂？」

「またまた、そこまでとぼけると逆に噓くさいよ」

　ニヤニヤするオルティア。何が噓くさいってんだ？

「街は今その噂で持ちっきりだから、さすがに知ってないとねえ」

「いや、本当に何のことなんだか」

「ほら、ヘルメスちゃんがオリクトjrジユニアを退治してくれてるってあれ」

「はあ!?」

　びっくりしすぎて、オルティアの膝から飛び上がった。

「なんだそれ、どういうことなんだ？」

「あれ？　もしかして本当になにも知らないの？」

「知らない、詳しく話を聞かせてくれ」

「それはいいけど……ほら、トリカラ鉱山って、最近ヘルメスちゃんが手を入れて、銀発掘の鉱山になったじゃない？」

「ああ」

　頷うなずく俺。

　というかその一件にはオルティアも関わってる、協力してもらった。

「その鉱山にね、ちょっと前からオリクトjrって魔物がちょこちょこ出るようになったのね。で、みんなが迷惑してたんだけど、ある日退治されるようになったのね」

「されるようになった？　解決してない口ぶりだけど、複数いるのか？」

「不死身だって話だよ、倒しても再生するらしいの」

「なるほど」

「で、それをやってくれたのがヘルメスちゃんだ、って噂が。十字勲章の新しい領主様が不死身の魔物を剣一本で倒す、すごく格好いいって話だよ」

「なんてことを……」

　そんな噂初めて聞いたぞ。

　というか、迷惑にも程がある。

　不死身とか、どう考えても強いモンスターだ。

　それを俺がやってるなんて噂……迷惑過ぎる。

　そんな噂、解いておかなきゃ。





☆






　次の日。

　ピンドスの街から20キロほど離れた、トリカラ鉱山。

　俺は一人でやってきて、鉱山の責任者に会った。

　鉱山の麓ふもとにある、役所のような建物。

　そこで一人の男とソファーに座って向き合っている。

　男の名はゴーラス、いかにも鉱山の現場責任者といった豪快でラフな、そんな感じの男だ。

「いやあ、まさか本当にあれ、領主様だったとはなあ」

　ゴーラスは上機嫌で笑った。

「まっ、俺も別にひけらかすつもりはなかったんだが、ここまで噂になってる以上な。いっそのことはっきりさせといた方がいいだろ」

「だな！　噂だけじゃみんな完全には安心しねえもんだ」

　豪快に、そしてフランクな口調で応じるゴーラス。

　俺はここにやってきて、彼に「今までのオリクトjrは俺がやった」と言った。

　するとゴーラスは「おおやっぱり！」となって、そこに俺が「証拠を見せる」と言って、今こうなってる。

「で、今日はそいつ出るのか？」

「わからねえ、今日は出て欲しくねえところなんだが」

　ゴーラスは困った顔で言った。

　よほど現場の人間から迷惑がられてるんだな、その魔物ってのは。

「まあいい、出そうな場所を教えろ、俺が見回る」

「おう。これを見てくれ」

　ゴーラスは地図を俺たちの間にあるテーブルに広げた。

　このトリカラ鉱山の地図だ。

　その地図の上に、×がいくつもつけられている。

「山の東側に偏かたよってるな」

「その辺に巣か、それに近い何かがあると踏んでるんだ」

「なるほど、わかった、まずはそっちいってみる」

「あっ、領主様。一ついいかね」

　立ち上がって、部屋を出ようとした俺をゴーラスが呼び止めた。

「なんだ？」

「鉱山で働いてる連中の中に、領主様の噂に特にわくわくしてる連中がいるんだ。そいつらを見物人でいかせてもいいかね」

「……ああ、いいぞ」

　少しだけ考えて、俺は承しよう諾だくした。

　むしろ渡りに船だ。

　トリカラ鉱山に来て、オリクトjr退治を申し出たのは理由がある。

　はっきりと証人がいる前で、退治に失敗したいからだ。

　噂では俺がやってることになってる。

　それを解消するには、「噂に乗っかったけど実力が伴ともなってないバカ殿」を演じるしかない。

　噂を失敗で上書きするのだ。

　だから俺は実際にやってきて、退治を失敗するつもりでいる。

　つまり、見物人――しかも噂にわくわくして「俺」に期待してる人間が多ければ多いほどいい。

　俺は、野次馬を連れて、負ける戦いに出かけることにした。
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　夜、トリカラ鉱山の中腹部。

　満月の下、ぞろぞろとこの鉱山で働いてる鉱夫たちを引き連れて、オリクトjrの目撃情報があるポイントを探して回った。

　精錬魔法の使い手じゃなくて、鉱石を掘って運び出すまでをやる人間たち。

　故に、全員が結構ごつくて、テンションも高かった。

「まさか本当に領主様がやってたとはな」

「それに実際に倒すところを見られるなんてなあ」

「今日は何があっても出て欲しくなかったけど、こうなったら是ぜ非ひとも出てもらわにゃな」

　地図につけられた×のポイントを回りながら、興奮してる連中の話に耳を傾ける。

　なるほど？　毎日出るって訳でもないのか。

　そりゃ厄やつ介かいだ。

　連日ここに来るのはめんどくさいから、今日の巡回で、一発で出てくれることを心の中で祈った。

　その祈りが通じたのか、魔物が現れた。

「うわあああ！」

「こ、こっちに出やがった」

「みんな散れ！」

　出たのは、俺の背後についてくる連中のところだった。

　満月の下、大岩のオバケみたいな魔物が鉱夫たちを襲おうとしている。

　俺は剣を抜いた。

　噂では剣で倒してるって話だから、それを真ま似ねる必要があって、持ってきたのだ。

　剣を抜いて、飛び込んでオリクトjrに斬きりかかろうとする、が――

「うわあああ！」

「クラウス！」

　鉱夫の一人が地面の凸凹に足を取られて、すっころんでしまった。

　しかも足がはまって、抜け出せそうにない。

　完全に一人だけ逃げ遅れた。

　そしてそいつにオリクトjrの攻撃が迫る。

　距離は――微妙すぎる。

　負けるために戦ってたら時間が延びて巻き込みかねない。

「ちっ！」

　俺は速度をあげて飛び込んだ。

　抜きはなったロングソード――一いつ閃せん！

　さすがに硬い、って感じの手応えとともに魔物を両断。

　そいつはガラガラと崩れ落ちて、動かなくなった。

「……くっ」

　やってしまった。

　鉱夫が危険だったから助けようと思ったら、つい倒してしまった。

　予定が完全に狂った。こんなはずじゃなかったのに。

　……いや、ポジティブに考えよう。

　噂通りだ。

　もともと俺が倒してるって噂なんだ、それが本当になった。

　それだけの話だ。

　だが。

「すげえ、やっぱりすげえ」

「満月のそいつを倒すとか、実際に見れてよかったわ」

「ありがてえ、ありがてえ」

　拝む鉱夫も出た、なんか話がおかしい。

　鉱夫たちの眼まな差ざし、尊敬の眼差しが出発前よりも強い気がする。

　ざわっ……なんだか悪い予感がした。

　俺は、一番近くにいるヤツに聞いた。

「満月のそいつってのはどういう意味なんだ？」

「あの化け物、月の満ち欠けで強さが変わるらしいんで」

「……へ？」

「満月だとマジやべえんで、飯場丸ごとつぶされかねんから、ここにいるヤツは満月に出て欲しくねえってみんな思ってたんだ」

「……」

　そういえば、ずっとそんなこと言ってたな。

　出て欲しくない、今日だけは出て欲しくないって。

　それを俺は「いい加減出るな」って意味で捉えてたけど、「今日だけは出るな」って意味だったらしい。

　それを、倒してしまったってことは……。

　鉱夫たちを見る、尊敬の眼差しがますます強くなる。

　俺は噂をより強い結果に上書きしちまったのかもしれない……。










20　本気を出すに値しない










　鉱夫たちを先に帰して、俺はトリカラ鉱山の中をぶらついていた。

　オリクトjrは倒したけど、一つ、大きな問題が残ってる。

　俺しか気づかない、気づけない問題。

　それは、今までオリクトjrを倒したのは誰か、ということだ。

　オリクトjrを倒して、俺の功績だと噂うわさを広めた人間。

　ミデアではない。彼女は俺に心酔してて、俺＝ナナスの名前を広めようとしてる。

　ヘルメスがやった、と言わないだろう。

　ミデア以外の誰かだ。

「カノーの新当主は相当うかつと見える」

　声に振り向く。

　山の斜面、俺より高いところから見下ろしてくる一人の男。

　鼻で笑って、冷笑を浮かべている。

「お前は……タラトス」

「やっぱり俺のことを知ってたか」

　タラトスは冷笑の中に憎悪を滲にじませつつ、俺を睨にらんだ。

　タラトス。

　前に姉さんに求婚してきた一人で、俺が「結婚と離婚を繰り返して成り上がってる」ことを突き止めた男だ。

「噂を流したのはお前か？」

「そうだ、こうすればお前が自分で出てくると思ってな」

「オリクトjrを倒したのも？」

「その通り」

「なんでそんなことをする」

「なんで？」

　ハッ、って感じでタラトスは鼻で笑った。

「おいしいんだ、今のカノー家は。俺様にとってはな。この顔と、この腕前に惚ほれない女なんていない。お前が邪魔さえしなければ、俺はあの女に気に入られて、結婚してカノー家を手に入れられたんだ」

「それを邪魔した俺が憎い、と？」

「そうだ、お前をここで消せば邪魔者はいなくなる。その後ゆっくりとお前の調査がでたらめだったと作り替えればいい」

　なるほどなあ。

　俺がため息をついてると、タラトスは剣を抜いた。

　鞘さや走りの音が綺き麗れいに聞こえる。本人が「この腕前」っていうだけある。

　オリクトjrを倒したのもうなずける。

「観念してここで死ね。お前にもう希望はない」

「希望はない？」

「ふっ、剣を抜いてみろ」

　勝ち誇ったタラトスの顔。

　とりあえず言われた通り剣を抜いた。

　抜きはなった瞬間、剣がボロボロに朽くちてしまった。

「不死身のオリクトjr、今まで倒す度たびに呪いをかけていたのよ」

「次に戦う相手の武器を破壊する呪いか」

「そのとおり。これでお前は丸腰だ。抵抗しないのなら痛みを感じさせずに逝いかせてやってもいいぞ」

　立ってる位置も上なら、投げかけてくる言葉もかなり上から目線だ。

　調査である程度は分かっていたが、実際に会ってみると調査以上だってことに驚かされる。

　久しぶりに見る清々しい程のクズだ。

「どのみちオリクトjrとの戦いで力は把は握あくした、その程度の力でしゃしゃり出たのが間違いだったな。死ねえ！」

　タラトスは小さく跳躍して、俺に斬りかかってきた。

　頭上から振りかぶってくる唐から竹たけ割り、空気を引き裂いて襲ってくる斬ざん撃げきを。

「……へっ？」

　俺は、二本指でつまんで止めた。真しん剣けん白しら刃は取どり、の指バージョンだ。

　そのまま手首をひねると、バキーン、と綺麗な音を立てて切っ先が折れた。

「くっ！」

　タラトスは反応して、折れた剣を構えたまま後ろに飛び下がった。

　折れた切っ先を投げる。

　刃が空気を切り裂いて飛んでいく。

　タラトスの折れた剣とぶつかって、キキキキキーン！　と複数回の衝撃音が鳴った。

　タラトスが着地した頃には、四分の三以上残ってた剣がバキバキに折れて、握ってる柄しか残っていなかった。

「ば、馬鹿な！　こんなに強いとは。オリクトjrの時は本気じゃなかったっていうのか？」

「いいや、それは間違いだ」

「なんだと!?」

「今もまだ、本気を出してない」

「ば、化けも――」

　タラトスは身を翻ひるがえして逃げ出したが、逃がさない。

　地面から適当なサイズの小石を拾って、指で弾いて飛ばし、やつに当てた。

　駆け出した勢いと小石を背中から当てられた勢いで、タラトスは前方にすっ飛び、気を失って顔から地面に突っ込んだ。

　ゆっくり近づいて、体をひっくり返して顔を上に向かせる。

　どうしてやろうかなと思った。

　こんなクズ、本気になるのも馬鹿らしい、手を汚すのもだ。

　なんか適当にやるか……。

　少し考えて、いいのを思いついた。

　タラトスの額に手をかざす。

　刑罰の一つで、罪人の顔に犯した罪を入いれ墨ずみで書き込むのがある。

　それと同じように、俺はタラトスの額に入れ墨を入れた。

　――俺は結婚詐さ欺ぎ師しです。

　と。

　顔が自慢みたいだが、これでもう女をだませないだろう。
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「ねえねえヘルメスちゃん、あの噂って本当？」

「オリクトjrを倒したのなら俺だけど？」

　下弦の月を眺めながら、オルティアと美お味いしいお酒を飲んでいると、彼女が前と同じことを聞いてきたので、普通に答えた。

「そっちじゃないよ」

「うん？　じゃあなんだ」

「タラトスって人、あれを懲こらしめたの、オリクトjrを退治しに行ったついでにヘルメスちゃんがやったって噂」

「ああ……」

　そんな噂になってたのか。

　まあ、あの夜俺はトリカラ鉱山にいたし、その直後に入れ墨つきのタラトスが人目に触れればそういう連想にはなるか。

　まあ、それは別にいっか。

　姉さんとのいきさつも分かる人には分かるし、俺があの入れ墨を彫った、というのは悪評に持っていきようもある。

　うん、それなら。

「まあ、俺がやった」

「そっかそっか。みんな噂してたんだよ。今まで手を出せなかったのをやっとやってくれた人がいてすっきりしたって」

「手が出せなかった？」

「うん、二つの理由があってね。一つはいいように利用されて捨てられた女たちが悪く言わないのね」

「ハイレベルな詐欺師だなあ」

　感心半分、呆あきれ半分で相づちをうった。

「もう一つはさ、手出し出来ないほど強かったからなのね」

「そんなに強いのか」

「うん！　あの世代の五本指には入るくらいだって」

「……うそだろ？」

　そんなに強いのか、あいつ。

　俺、知らなくてオルティアに「やった」と認めちまったぞ。

「それにさ」

「まだあるのか!?」

「その男が貴族の娘からだましとった名剣サイフォスが強いのなんの。鬼に金棒ってやつね」

「はあ？　あれそんなに良い剣だったのか？　知らないで砕くだいちまったぞ」

「えええええ!?」

　声を上げて叫ぶオルティア。

　しまった、と思った。

「名剣サイフォスを砕いたって本当!?」

「い、いやそれは……」

「本当なんだ」

「いや違うぞ、そんなことはしてない」

「ヘルメスちゃん、噓つく時、鼻がヒクヒクするよ」

「――っ！」

　パッと鼻を押さえた――のは失敗だった。

　オルティアのそれが本当でも噓でも、この行動だと認めてるようなもんだ。

　俺は観念して、がっくりうなだれつつ、オルティアに頼んだ。

「一生のお願いだから、この話は他人にしないでくれ」

「分かった、ここだけの話ね」

「……それは絶対噓だろ」

　俺にも分かる。

　女の「ここだけの話」がここだけの話になったためしがない。

　普通に「分かった」って言うだけなら付き合いの長さもあって安心したが、「ここだけの話」って言われると逆に絶望する。

　一応口止めはしたが、無駄だった。

　タラトスをやったのが俺だという噂が真実だと広まって、その上さらに名剣サイフォスを砕いたというオプションもついて。

　俺を称える声があっちこっちから上がったのだった。
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「これで良し」

　屋敷の中で造らせた新しい書斎の出来映えに俺は満足していた。

　内装は最新のトレンドで、とにかく「流は行やってる」感じで仕上げてもらった。

　それとは別に、書斎だからってことで、本をたくさん入れた。

　とにかく入れまくって、壁一面の本ほん棚だなに入りきらずに机の上にまで山積みになってる、そんな状況。

　俺がイメージした「文化人を気取りたいだけ」の書斎そのままだ。

「ヘルメス、こんなところにいたのですか」

「姉さん」

　振り向くと、姉さんが入り口の向こうに見えた。

　いつものドレス姿の姉さんはしずしずと入ってきて、中を見回す。

「まさかヘルメスが書斎を造るなんて思いもしなかったですよ」

「そう？」

「哲学、建築学、魔導工学……博物学者にでもなるのですか？」

　姉さんは本棚にある背表紙を一つずつ見ていって、不思議そうに聞いてきた。

　博物学者ってのは別名万能学者。

　学問が専門化された今はもういないが、昔の天才がなんでも出来た時代に存在した呼び名だ。

　今はもう存在しない人種だが……暗に「ヘルメスなら出来る」って言われてる気がする。

　姉さんは特に俺のことを買ってるからなあ。

「いや、そんなことはない」

「だったらどうしてこれほどの本を……？」

　姉さんは不思議がりながら、一冊の本を手に取った。

　表紙に『オリビア伝説』と書かれている、かつての竜王のことを記した、れっきとした第一級史料だ。

　ただし、表紙だけだ。

　それをパラパラめくった姉さんは、

「何ですか、これは！」

　と、いきなり怒りだした。

「どれどれ？　ああこれは年度別オルティアの写真集。過去三十年で毎年のベストオブオルティアを載せたやつなんだ。全員美女なんだけど、やっぱり時代ごとの美女の違いってあるよな――」

「そーい！」

　姉さんは窓を開け放って、豪快なフォームで本を外に投げ捨てた。

　歴代のオルティアたちは星になってしまった。

「なんですか、あれは！」

「知りあいから聞いたんだよ、こういう写真集を隠す時、表紙をすげ替えると良いって」

「思春期の子供ですか、あなたは！」

「けど面白いだろ」

「面白くありませ――まさか他のも？」

　姉さんはハッとして、眉まゆをひそめた。

　俺は机の上に積まれている本を適当に一冊取って、パラパラめくって中身を確認してから。

「街にどら焼きっておかしが流行ってるの知ってるな姉さん。それと同じ遺跡で発掘した、ユウキって人が発明したらしい、ブルマっていう服だ。このビチビチなとこのハミパンが――」

「そーい！」

　姉さんは俺の手から奪って、再び豪快なフォームで本を星にした。

「まったく、どうしてヘルメスはいつもこうなのですか」

「それより、姉さんは俺に何か用があったんじゃないのか？」

　さっき「こんな所にいたのか」って言ってた。

　この部屋のことを姉さんに突っ込まれたら全部の本が流星群になりかねないから、話を変えることにした。

「……そうでした」

　姉さんはため息ついてから、ゆっくりと俺に近づいてきた。

　目の前にやってくると、そっと俺の手を取って。

「ありがとう、ヘルメス」

「へ？」

　さっきとはうってかわって、心からの「ありがとう」に俺はちょっと戸惑った。

「タラトスの事です」

「あ、ああ。その事か」

「本当にありがとう、二度も守ってくれて……」

　姉さんは俺の手を取ったまま、静かな喜びを見せた。

　さっきそーいとのギャップに戸惑った俺は。

「き、気にするな。そ、そう、父親として当たり前のことをしただけだ」

　思わず、いい訳じみた台詞せりふを口にしてしまった。
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　あまり良くない反応だ、照れてるように聞こえる。

　が、引っ込みがつかなかった。

「そう父親。お前のようなクズに娘をやれるか！　ってやつだ」

　一気に言ってから、「あれ、これ普通のことじゃね？」といい訳の自然さに気づいて、それを気に入った。

　姉さん相手にいい訳する必要が今更ない、ってのは気づけなかった。

「父親？」

「父親」

「そうですか、父親」

　姉さんはクスッと笑った。

「では弟父おとーとう様さま、これからもダメな求婚者から私を守って下さいね」

「ああ、わかった」

　言われなくても、それはなんだかんだでするつもりだ。

　姉さんには、家臣団の謀む反ほんの時に備えて、カノー家に居続けてもらわないとな。
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　数日後、謁えつ見けんの広間。

　一通りの執務が流れ作業で終わった後、ミミスが「そういえば」って感じで切り出した。

「例の件、布告は領内すべてに広めましたぞ」

「例の件？　なんだそりゃ」

　心当たりはありすぎてない。

　毎日かなりの数の報告を聞いて、それを全部聞き流している。

　その中のどれかなら、何も覚えてないと胸を張って言える自信がある。

「それは――」

「師し匠しようおおお！　私じゃだめだったよ！」

　パン！　とドアを壁に叩きつけるくらいの勢いで開け放って、ミデアが飛び込んできた。

　いきなり俺の前に駆け込んできて泣きついた。

「どうした、だめって何が？」

「今日の挑戦者、私より強かったんだ！」

「挑戦者？　なんじゃそら」

　なんの話かまったく見えないぞ。

「求婚しにきた挑戦者ですな」

　ミミスが代わりに答えた。

「は？　何それ」

「もしかしてご存じない？　いやしかし、ソーラ様はご当主様に言われてとおっしゃってましたが……」

「いいから一から説明しろ」

「先ほどの例の件、でもあるのです。『娘と結婚したいやつは俺を倒してからにしろ』と、領内全て――いえ王国全土に通達いたしましたぞ」

「……は？」

　何それ、なんでそんなことになってるんだ？

　俺が困惑してるのを理解したのか、ミミスが更に説明する。

「ソーラ様が『ダメな求婚者から守ってくれる』とおっしゃっていたのだが……」

「あれかあああああ！　謀はかったな姉さん！」

　あれなのか!?　ってあれを領内――というか王国全土に広めたのか！

　姉さん[image: ]

「それで来たのザコばっかだから師匠の前に私がふるいをかけてた――ああっ！　挑戦者が入ってこようとしてる！」

　謁見の広間の窓にへばりついて、外を見て声を張り上げるミデア。

　というか知らない間に防波堤になってくれてたのか。

　俺も窓に向かい、外を見た。

「ちっ」

　一目でわかる、確かにミデアよりも強かった。

　しかも、雰囲気がある、装備にも特徴がある。

　アレは――有名人だ。

　倒しちゃうと更に噂うわさで広がるけど――やらざるを得ない状況。

　せめてぎりぎりの辛しん勝しようってことにしようと。

　俺は相手の力と同じ程度に抑えて、地味に返り討うちにしてお帰り願った。










22　初代の軌跡










　屋敷の庭で、ミデアが剣を振っていた。

　剣術の修練、決まった型の素す振ぶり。

　俺が前に教えてやったのを、ひたすら繰り返している。

「精が出るな」

「師匠！　どうですか、私の剣は」

「ずいぶん上達したんじゃないか？」

「本当に!?」

　ものすごく嬉しそうに聞き返すミデア、俺ははっきりと頷うなずいた。

「出会った頃に比べて間違いなく上達してる」

「やったぁ……」

　しみじみとした様子でガッツポーズをするミデア。

　素直で健けな気げな性格だ、つい、もうちょっと絡んであげたくなった。

「もう一振り剣があるな」

　近くの木の下に立てかけていた剣を取って、左手で鞘さやを腰のあたりに構えた。

　いつでも抜ける、ただそれだけの構え。

「師匠？」

「例のヤツ、俺に向かって撃ってみろ」

「え？　でも」

「どこまで上達したのか見てやる。本気で来い」

「――はい[image: ]」

　さっき以上に、いや、ここしばらくで一番嬉しそうな顔をしたミデア。

　彼女は抜き放ったロングソードを構えて、俺に向かってくる。

　そして、斬ざん撃げき。

　形としては俺が教えたあの一撃だが。

「――っ！」

　俺はびっくりした、あまりの鋭さに切っ先が空気の熱でぶれて見えた。

　とっさに剣じゃなく二本指で摑つかんで止めた、真しん剣けん白しら刃は取どり。

　最初は剣で打ち合おうとしたが、それをやるととんでもないレベルの衝撃波をあたりにまき散らす。

　そう思ってつまんで衝撃を消すように止めたのだが。

「げっ」

　衝撃波は完全に止めきれなくて、俺の背後、庭木が数十本、斬撃の余波でぶった切られた。

「おおぉ……さすが師匠！　あっさり止められちゃった」

　いやお前のその一撃もすごいけどな、と言おうとしたがやめた。

　渾こん身しんの一撃を、切っ先を指でつまんで止められたというのに、ミデアはまるでへこたれなかった。

　むしろ軽く剣を振って、型を反はん芻すうして。

　今のはもうちょっとこうすれば良かった……と一人で反省会に入っている。

　やっぱり健気で、その上努力家な子だ。

　ついつい、また教えてあげたくなっちゃう。

「ミデア」

「はい、何ですか――わわ、か、体が金かな縛しばりに!?」

「俺が止めてる」

「あっ、そうなんですね」

　金縛りに、って言った直後はパニックになりかけたようだったけど、俺がやったというとミデアはすぐに落ち着きを取り戻した。

　そんなミデアの横に並んで、同じ方向を向く。

　まずは右手を上げてみせた。

　するとミデアも同じように、右手が上がった。

「わわ！」

「ちょっとした魔法だ、相手の体で同じ動きにする、それだけの魔法」

「すごい！　剣だけじゃなくて魔法もすごいのができるんだ、師匠」

　無邪気に笑うミデア、まったく抵抗をしていない。

　この魔法でやってることは要するに二に人にん羽ば織おり、その上位版だ。

　体を密着されて、良いようにするという意味では同じで、それを嫌う人間は多い。

　が、ミデアはまったくそれがない。

　抵抗など微み塵じんも感じずに、俺になすがままにされている。

　無邪気な信頼がまた健気に思えた。

「なんでこんなことをしたのか聞かないんだな」

「そういえば、なんでですか？」

　俺は苦笑しつつ。

「新しい技を教えてやる」

「――っ！　本当に！」

「ああ。ただし今まで通り、俺が教えたとは誰にも言うなよ」

「分かってます！　私の師匠はナナス！　ナナス流の門下生です！」

　俺が作った設定に、忠実に従うミデア。

　そんなミデアに一つ先のを教えてやった。

　鏡写しの状態で連動して、俺はゆっくり、ゆっくりと剣を抜いて、模範をやってみせる。

　型を数段階に分解して、一つずつ、ゆっくりとやってみせる。

　ミデアは同じ動きをした、俺の魔法で強制的に同じ動きをさせられた。

　さっきまでの無邪気な笑顔は跡形もなく消え去った。

　ミデアは真剣な顔で、型を体で覚えていく。

　そう、体で。

　何かを教えるとき、これが一番手っ取り早いんだ。

　こうこうこうしろ、と言葉で説明するよりも。

　絵に描いて秘伝書という形で残すよりも。

　あるいは目の前で実際にやって見せてからやれって言うよりも。

　そんな、あらゆる方法を飛び越えて、実際にやれる人間が体の動きを連動させて、同じ動きをして体感させた方が一番身につく。

　もちろん、ただなすがままじゃ覚えも悪い。

「次からミデアもやってみろ」

「良いんですか？」

「俺も同時にやる、動きがあってればスムーズにいく、あってなきゃひっかかる。それで覚えろ」

「なるほど、さすが師匠！」

　ミデアの理解も早い、俺が言ったことをすぐに納得して、自分でも動き出した。

　最初の内はさすがに引っかかりがあった。

　が、俺が模範の動きを教えてるから、ミデアはその引っかかりを実地に修正していった。

　それに没頭して、ひたすら繰り返す。

　ミデアの覚えは良かったから、予想よりも早く終わった。

「動きはもう完かん璧ぺきだ、後は地道に修練しろ」

「はい！　ありがとうございます、師匠――ってうわ！」

「どうしたんだ――おおっ！」

　ミデアと一緒に驚いた俺。

　いつの間に来ていたのか、俺たちから十メートル近く離れた所で、屋敷の使用人たちが集まって、こっちを見ていた。

　まるで野次馬のように、こっちをみてひそひそ言ってる。

「な、なんでこんなに集まってるんだ？」

「あっ……師匠」

　俺を呼ぶミデアは気まずい顔で真横を見ていた。

　その先には――切られて倒れてる木が。

　そうかそれで集まってきたのか――ってそんなことよりも！

　……やっちまった、ミデアがあまりにも健気で、ついつい教えるのに夢中になっちまった。

　それをガッツリ見られてしまった。

「だ、大丈夫ですか、師匠？」

「……大丈夫だ、今の型は結構高度のもの、見ただけじゃそうだとは分からん」

「そっか！」

「それに何も知らなきゃ、俺とおまえが二人で宴会芸の練習してるようにしか見えないだろう」

「確かに！」

　俺とミデアはシンクロしていた。

　そういう宴会芸があって、傍はたからはそう見えるはず。

　それに。

「いまのってなんだ？」

「よく分からない」

「シンクロする芸の練習か？」

　ひそひそ話する使用人野次馬の会話も俺が予想したものだから、ホッとした。

　の、だが。

「初代様のあれじゃね？」

　なぬ？

　なんか聞き捨てならない台詞せりふが聞こえた。

　そいつを見た、変哲のないただの使用人だった。

　しかし台詞は今までの使用人たちのとはちがったから、他の使用人たちも一斉に視線を向けた。

「初代様のって？」

「初代様、国王陛下の剣の師匠じゃん？　その逸話にさ、手を棒で互いにくくりつけて、動きがシンクロするようにして剣の型を体で覚えさせたのがあるんだよ」

　はいぃぃぃぃ!?

　そんなことやってたのか、初代。

「それと今の同じだったんじゃね？」

「たしかに！　でも棒でくくってなかったぞ」

「ってことは魔法かしら」

「そんなことも出来るのか、当主様！」

　話が加速度的に進んでいく、真実に辿たどり着かれてしまう。

　それはそのまま、「当主様、じつはすごくね？」ってのにまた一歩近づいていく。

「師匠……」

　ミデアは困った顔、どうしたらいいって顔で俺を見る。

　なんてこった、ていうか！

　そんなはた迷惑な逸話残すなよ、初代!!

　それなりに高度なことをやったのに、使用人レベルでバレバレじゃねえか！










23　記憶喪失で不可抗力










「ちょっといいですか、ヘルメス――って、それは何？」

　書斎に入ってきた姉さん、俺が持って眺めているビンに眉まゆをひそめた。

「ビンに丸薬……まさかまた媚び薬やくの類たぐいですか？」

「いやちがう。これは記憶を消す薬だ」

「記憶を消す薬？」

　姉さんはゆっくりと俺の前に来て、ますます不思議そうな顔でビンをのぞき込んだ。

「ああ。昨日、うっかりやってしまって、使用人たちに色々ばれそうになってしまってさ、それを消すための薬――」

「そーい！」

　姉さんは俺の手からビンを奪い取って、クイックなフォームで窓の外に投げ捨てた。

「もう！　またそういうことをする、まったくあなたって人は！」

　姉さんはプリプリしながら、俺の書斎から立ち去った。

　……計算通り。

　俺は机の引き出しからもう一つのビンを取り出した。

　さっきのと同じように、ビンの中に丸薬が入っている。

　それを一粒取りだして、手のひらの上で転がす。

　姉さんがそうそーいするのはわかり切ってる。

　だからダミーの偽薬を用意した。

　姉さんに投げ捨てられても大丈夫なように。

　しかし、取り寄せたはいいものの、これはどれくらいの効果があるのだろうか。

　念の為に一つ試してみるか？

「……なんてな」

「もう、ヘルメスが変なものを持ってるから大事なことを忘れたじゃありませんか」

　姉さんが戻ってきた――ごっくん。

「……あっ」

　やってみようと口元に運んでいた丸薬、姉さんの再登場でちょっと焦って、思わずそのまま飲み込んでしまった。

　まず、これ確か即効性――。





☆






「ヘルメス？　どうしたのというのですか、ヘルメス」

　目の前にすごく綺き麗れいな女の人がいた。

　怜れい悧りな美び貌ぼうに上品なドレス。物語に出てくるお姫様そのもののような見た目の人だ。

　それはいいんだけど、それより。

「ここはどこ？　僕はだれ？」

「え？」

「お姉さんは、何者？」

「ちょ、ちょっとヘルメス？　何をふざけているのですか」

「ふざけてなんかないよ。本当に何もわからないんだ」

「えっ……あっ、このビン」

　お姫様は僕の前の机の上にある小さなビンを手にとった。

　なんかの薬が入ってるビンだ。

「これって……まさかこれを飲んだのですか？」

「え？　うーん、ごめん、それも分からない。本当に何も分からないんだ。あっ、でも」

「でも？」

「体の中で何か薬が作用してるのは感じる」

「分かるのですね？」

「うん。あっでももうそろそろ全部代たい謝しやしちゃいそう」

「代謝……？　効き目がなくなるってことですか？」

「うん。あと一時間？　もっと短いかな」

「……チャーンス」

　気のせいか、お姫様の目がキラン、と光ったように見えた。

　そうしたあと、彼女は僕の手をとって、真っ正面から見つめてきた。

「話を聞いて、ヘルメス」

「僕ヘルメスっていうの？」

「それは後。今はまず私の話を聞いて」

「う、うん」

　なんだかすごい剣幕だ、気け圧おされそうになる。

「私はあなたの娘――ええいややっこしい！　誰ですかこんな状況にしたのは！」

　憤ふん慨がいするお姫様。

　一人でノリツッコミみたいなことをした。

「そうじゃなくて、私はあなたの姉。すぐには信じてもらえないかもしれない――」

「ううん、信じるよ」

「――けどって、え？」

　戸惑うお姫様――いや僕の姉さん。

　僕は彼女の手をそっと握りかえして。

「分かるよ、この手の温もり、僕は知っている気がする。僕の――大事なものの気がする」

「そ、そう」

　ドキン。

　ふと、そんな声が聞こえて、それとともに姉さんの顔が真っ赤になった。

「姉さん大丈夫？　今ドキンって胸の音が聞こえたけど」

「ドキン――ッ、そ、空耳ですそんなの！　そんな声は出してません」

「出したよ。僕は耳がすごくいい方みたい、ほら、今もこの建物の反対側で犬があくびしてるみたい」

「そ・ら・み・み。です」

　姉さんの顔が迫ってきた、ものすごい剣幕でそう言った。

「う、うん。空耳、だね」

「それよりもヘルメス、あなたにして欲しい、ううん、助けて欲しいことがあるの」

「僕に？　でも僕が姉さんを助けられることなんてあるかな」

「ヘルメスは男の子、私は女の子。いくらでもあるでしょ」

「そりゃそっか」

　姉さんの手の温もりに母性を感じちゃったから、やれることはないって思ってしまったけど、姉さんの言うとおり、僕が男で姉さんは女だ。

　やれることはいくらでもある。

「どうすればいいの？」

「ついてきて」

「うん」

　姉さんに手をつながれたまま部屋から連れ出される。

　どうやら結構すごい屋敷みたいで、廊ろう下かは天井が高くて絨じゆう毯たんもふかふかだ。

　その廊下を一気に駆け抜けて、やっぱり屋敷だった建物の外に出て、一直線に敷地外に向かっていく。

　その時。

「うっ……」

「どうしたのヘルメス」

「あ、頭が痛い」

「頭？」

「割れそうに痛いよ、姉さん……なんか、思い出しそう」

「早いですよ、もう時間がないっていうの？　……ヘルメスの力ならそうなります」

　姉さんが何かぶつぶつつぶやいてるが、僕の耳には入ってこなかった。

　頭が割れるように痛くて、視界もぼやけてまともにものも見えない。

「急ぐわよ」

「う、うん」

　姉さんに手をつながれて、とにかく走る。

　周りの音が多くなってきた、うるさくて頭が割れそうに痛い。

「ついたわ。やっぱりギルドも手を出せないのね」

「ね、姉さん……」

「ヘルメス、これを持って。あれを倒してきて」

　姉さんに何かを手渡されて、背中を押して前に出される。

　次の瞬間、何かが飛んできた。

　いっぱいいっぱい、飛んできた。

　ものすごい音の数、羽音だ。

　それでますます頭痛がひどくなって。

「ぶんぶんぶんぶんうるさい！」

　頭痛がひどくて力がほとんど入らないけど、とりあえず俺は剣を振るった。





☆






　ちょっと寝ていた気がする。

　中途半端な昼寝をした時のような、頭がすっきりしないそんな気分。

　なんで昼寝なんかしたんだ？　ってすっきりしない頭のまま記憶を辿たどろうとすると。

「「「おおおおお[image: ]」」」

「うぉっ！」

　突然、耳をつんざく大歓声が聞こえてきた。

　周りを見る、街中にいた。

　周りはものすごい大観衆で、何故か俺に向かって歓声を上げている。

　一方で俺はといえば――

「……剣？　それに……ハチ？」

　何故か剣を持ってて、足元には拳こぶしと同じくらいの大きさの、メタリックなハチの死し骸がいが大量に落ちている。

　そして、地中に半分埋まってる蜂の巣っぽいのが近くにある。

「すげえ、一瞬であのメタルビーを全部倒したぜ」

「まるで暴風だったわ」

「ただのボンクラだって思ってたけど、あんなにすごかったのか」

　なんというか、もしかして。

「俺、また何かやっちゃってた？」










24　裸を見た代償










　朝から降り続ける雨の音に誘われて、自分の部屋でうとうとしていた。

　安あん楽らく椅い子すに寝っ転がり、雨の音の不思議な魔力に身を委ゆだねていたら、

「ご当主様、失礼いたします」

　ノックとともに、屋敷のメイドの声が聞こえた。

「ふわあ……なんだ？」

　涙が滲にじむほどの大あくびをしつつ、聞き返す。

　部屋に入ってきた若いメイドが報告した。

「リナ・ミ・アイギナ殿下がお越しになられてます」

「リナが？　なんの用だ？」

「さあ……私には……」

　メイドは眉まゆをひそめ、困った顔をした。

　まあ、一いつ介かいのメイドが王族に「何しに来た？」なんて聞けるはずもないか。

　にしてもリナ、本当に何しに来たんだろう。

　長時間うとうとしてたから、頭が回らん。

　まあいい、本人に聞けばすむことだ。

「どこにいる？」

「はい、今はひとまず廊ろう下かの突き当たりの客間にて――」

「客間だな」

　居場所を聞いた俺は、ドア前のメイドの横を通って部屋を出た。

　廊下に出て、一直線に教えてもらった突き当たりの客間に向かう。

　にしても……なんで客間なんだ？

　客が来た時に通すのは応接間だろうに。

　これもなんかあるのか？

「ふわあ……まいっか」

　歩きながら伸びをする、やっぱり今一つ頭が動いてない。

　雨の音はするのに、世界は静寂と言ってもいいほど止まってるように感じる。

　雨の日の特性で、頭がますます働かない。

　件くだんの客間に着いた。

　ドアノブに手をかける――あれ、鍵かぎが掛かってるぞ？

　何で鍵が？　客なのに？

　わからん、間違えたのか？

　まあいい、この程度の鍵適当に――。

　ノブをひねって、鍵を無理矢理こじ開けて、中に入る。

「……え？」

「………………」

　回らない頭が更に回らなくなった、いやフリーズした。

　頭も、そして体も固まってしまった。

　だが俺以上に、相手も固まっていた。

　リナ・ミ・アイギナ。

　彼女は何故か、全裸で部屋の中にいた。

　服を脱ぎ捨てて、新しい服を手に持って。

　濡れた髪から一滴、ぽたり、と地面におちた。

　止まった時間が動き出す。

　絹を裂くような悲鳴が屋敷に響き渡った。





☆






　客間の中、俺とリナの二人っきり。

　リナは濡れた服から乾いた服に着替えて、椅子に座って冷たい顔をしている。

　一方の俺はといえば、着替え中の彼女の全裸を見てしまった罪悪感から、椅子から数メートル離れた床で正座していた。

「見たの？」

「え？　いやそれは……」

「見たのだな、はっきりと」

「……はい」

　肩を落とし、小さくなってしまう俺。

　あそこまでガッツリ見てしまって、目も合ってしまったんだ、見てないなんていい訳は一切通用しない。

「はあ……」

　リナはものすごいため息をついた。

「困ったな」

「こま、った？」

「未婚の王族、特に王族の女性は貞てい節せつを重んじるもの」

　そ、そりゃそうだ。

「夫となる男以外に肌を見せてはならない。夫であっても閨ねや以外ではみだりに見せてはならない」

「み、見てしまったらどうなるんでせうか？」

「相手を殺すしかない」

「なっ！」

　リナはじっと俺を見つめた。

　何かを考えたような顔をした後、更に言う。

「問題はここから」

「え、更に？」

「相手が庶しよ民みんならそのまま無ぶ礼れい討うちにすれば良いのだが、そなたは貴族、れっきとした我がアイギナ王国の男爵。殺すには、子し細さいを陛下に報告しなければいけない」

「なっ！」

　またまた絶句する俺。

　が、筋は通ってる。

「そうなると、間違いなくカノー家お取り潰しになる」

「や、やめてくれ。それは！」

　さすがにそれはまずい、非常にまずい。

　当主なんてまっぴらごめんだが、かといって家を潰したいとかそういうのはない。

　何せ俺の理想は家をそのまま姉さんに渡すことだ。

　で、俺がのんびりと悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活に戻ることだ。

　カノー家お取り潰しだけは何がなんでも避けねばいけない。

「頼む！　なんでもするから」

「うん？」

　リナは小首を傾かしげ、ちょっと和やわらいだ表情で俺を見た。

　これは脈ありか？

「今、なんでもすると言った？」

「あ、ああ。なんでもする。だから報告はやめてくれ」

「じゃあ私の頼みを聞いてくれる？」

「頼み？」

「そもそも、そなたに頼みごとをしに来た」

「何でも言ってくれ、俺に出来ることなら」

　リナは、ふっと微笑ほほえんだ。

　表情が和らいだ、これならいけるぞ。

「野良の悪魔、サンドロスというのが近頃また暴れ出している。私は陛下にその討とう伐ばつを命じられた。だが、私の子飼いではそれに打ち勝つのは不可能。だから――」

「そのサンドロスというのを倒せばいいんだな！　どこにいる」

「ここにいる」

　リナが四つ折りの紙を取り出した、受け取って開いてみると、バッテンのついた地図だった。

「まずは移動に三日ほどかかるが、足は用意してある――」

　そう遠くない、日帰りでいける。

「行ってくる」

　善は急げ、いや泥縄だからこそ最速作らにゃならん。

　俺は屋敷を飛び出して、降ってくる雨を気合でフッ飛ばしつつ、全力で地図の場所に向かって駆けていった。





☆






「ヘルメス・カノー男爵。サンドロス討伐の任、大たい儀ぎであった」

　屋敷の謁えつ見けんの広間、王国からの使者が延々と国王陛下のお褒めの言葉を並べていた。

　形式張った修飾の辞令を抜いても、まだまだ全然長くて。

　よほどメチャクチャ気に入られて、褒められてるのが分かる。

　本当にものすごい褒めようだ。

　リナに無条件で協力した俺を王国一の忠臣だとか、その働きは全貴族の模範となるべきだとか。

　そういうのが延々と並べられている。

　しまいには、

「王国の至宝といっても差し支えないだろう」

　とまで言われた。

　使者が国王の代弁をしているあいだ、一緒についてきたリナはずっと使者の横で黙っていた。

　三十分にもわたる褒め言葉を伝えたあと、任務を果たした使者は謁見の広間から出ていった。

　俺は他の家臣や兵士を下がらせ、リナと二人っきりになった。

「どういうことなんだ、なんで国王陛下に言った」

「何を言ってる。討伐というのは、痕跡で誰がやったのかまで分かる。スライムロードの時もそうだったであろう？」

「……あっ」

「その時にそなたの力の痕跡は王国に伝わっている。そなたがサンドロスを討伐したのは検証すればすぐに分かる」

「そ、それはそうだが……そうだ！　だったら別にあんなの付け加える必要なかっただろ？」

「あれ？」

「俺が無条件で協力したとかなんとか」

　あれもすごい持ち上げだ、しかもこっちは事実無根！

「はあ……」

　リナは呆あきれて、大きなため息をついた。

「ああ言うしかなかった。そなたが私の裸身を見たから力を貸したとは、言えないだろう？」

「うっ……」

　リナの言うとおり、俺がリナの裸を見て、口止めの条件に手を貸したことを言えない以上、ああ言うしかなかった。

「ぐぬぬぬ……」

　パニックになってリナの口止めをした結果。

　俺はまた一つ、王国内での名声を上げてしまったのだった。










25　それでも俺はやってない










「なあ、どうしてまたこの街にいるんだ？」

「そなたは何故、実力をひた隠しにする」

　ピンドスの街、観劇の酒場。

　前と同じ席で、俺はリナと同席していた。

「質問を質問で返すなよ」

「私の質問の方が遥はるかに先なのだと記憶しているが」

「むっ」

　最初の監察の時のことか。

　確かにあの時から、彼女はずっと同じ疑問を俺にぶつけている。

「まあよい。私がここにいる理由は簡単だ。そなたがなぜそこまで実力をひた隠しにするのか、それを知るためよ」

「……別に隠してるとかじゃない」

「うむ、分かっている」

　くっ、あしらわれた。

　リナは王族らしく鷹おう揚ように返事をしたが、実際のニュアンスは「はいはい分かってる」ってのに近い。

　多分この世で姉さんに次いで、俺の実力にあたりをつけてるのがこのリナだ。

　彼女が「はいはい分かってる」ってなるのも分かる。

　分かるけど、だからといって「実は――」って言い出す訳にもいかない。

　特に今は。公衆の面前で言い出す訳にはいかない。

　だから俺は黙った、黙殺した。

「……ふぅ」

　リナは顔を舞台に向けたまま、ちらっと横目で俺を見て。

　やれやれって感じでため息をついた。

「はいはい分かってる」の次は、「やれやれいつ素直になるんだか」って言われた、そんな気がした。





☆






「スライムの暴走」

　翌日、謁見の広間。

　いつもの様にミミス以下家臣団から適当に報告を聞いて執務をしていたが、何となく引っかかるキーワードが耳に入った。

　スライム――スライムロード。

　俺が前に倒したモンスターの同族って事で、話が気になった。

　それはある意味正解だった。

　ミミスが更に報告を続けた。

「はっ、ご当主様が以前スライムロードを討伐されて以来、カノー家の領内におけるスライムは一時静かになっておったのですが」

「それが暴走したってのか？」

「統とう率そつする王をなくし、求心力を失った結果ですな」

「なるほど」

「どうなされますか」

　ミミスが聞いてきた。

　俺が珍しく聞き流したりしないで、詳細を問うたから、予定したやり方じゃなくて俺の判断を仰あおいできた。

「暴走っていっても、ただのスライムだろう？」

「はっ、数こそ少し多いようですが、スライムの域を出ておりませんな」

「だったら任せる」

「御ぎよ意い」





☆






「……」

　午後、執務が終わった後、俺は庭でくつろいでいた――が。

　頭の中は、ミミスから報告を受けたスライムの暴走がこびりついていた。

　なんというか、虫の知らせみたいなものだ。

　勘、ともいうかもしれない。

　この件、何か普通じゃない事が起きそうな気がする。

　俺の勘がそうささやいてる。

　何も俺に関係のないことだったら気にはしなかったが、ちょっと前にスライムロードを俺が倒してしまってる。

　それが巡り巡って何かが起きるんじゃないか？　って感じがする。

「……仕方ない」

　もしも本当に俺のせいで何かが起きるってんなら見過ごせないな。





☆






　エーゲ草原。

　前にスライムロードを倒した所に、俺はやってきた。

　こっそりと、一人で来た。

　誰にも知らせずに、単身で。

　もしも何かをする時に見られるのは避けたいからだ。

　もっとも、見られなくても痕跡でばれるのだが、それでも念の為に一人で来た。

　草原をしばらく歩き、報告にあった暴走したスライムのいる場所に向かっていく。

「おー、わらわらいるな」

　しばらく歩いてると、食糧に群がってるスライムの群れを見つけた。

　数だけでいえば、前にスライムロードを倒した時の倍はいる。

　が、全部がただのスライムだった。

「……本当だよな」

　念の為に。

　念には念を入れて観察してみた。

　うん、やっぱりそうだ。

　ここにいるのは全部、ただのスライム。

　民が遠ざけるために差し出した食糧に本能のまま群がってる、ただの、最弱のモンスタースライムだ。

　しかも。

「あれ……共食いか？」

　よく見たら、スライムの数が多すぎて、食糧が足りないせいか、一部ではスライムとスライムが戦って、勝ったスライムが負けたスライムを取り込んで――食っている。

　それのせいもあって、スライムは徐々に数が減っていった。

　ただでさえ最弱のスライム、しかも自滅中ときた。

　ますます俺が出るまでもないな。

　俺は安心して、何もしないまま、エーゲ草原から立ち去ったのだった。





☆






　次の日、酒場の中。

　何故かまた同席してきたリナ。

「聞いたよ、話を」

「何の事だ？」

「スライムを討とう伐ばつしたそうだな」

「え？　いやいや、やってないぞ俺は」

　俺は自信を持って答えた。

　そう、何もやってない。

　俺は見に行っただけで何も――。

「現地でそなたの姿を目撃した情報がある」

「むっ」

　見られてたのか。

　いやでも、問題ない。

　今回のは自信を持って言える。

「俺は何もしてない」

「……はあ」

　リナはため息をついた。

　聞いたことのあるため息だ。

「分かってる、そういう事にしたいのだな」

「え？　いやいやいや」

　リナはどうやら盛大に勘違いしてるみたいだ。

「本当に何もしてないんだ、信じてくれ」

「そなたはいつもそうだ。私にくらい隠さずとも良いと思うのだがな」

「いやいや、だから本当にやってないって」

　俺は焦った。

　リナは信じ切っている、思い込んでいる。

　暴走してスライムをやったのが俺だって。

　その反応は前と同じ、「はいはい分かってる」って反応だ。

「しかし、そなたの念の入りようには恐れ入るよ」

「念の入りよう？」

「痕跡がまったくなかった」

　それはだって本当に何もしてないからなんだが。

「念入りに痕跡まで消していくとはな。スライム相手に、そこまで貫き通せば感心すらする」

「本当に違うんだって」

「……ふぅ」

　また、ため息だ。

「はいはい分かってる」の先になる、「やれやれいつ素直になるんだか」の、呆あきれたため息。

「まあ、事実は事実、一応褒ほめておく。些さ細さいな事でも自ら出ていく、貴族として、領主として模範的な姿だ」

　褒められた。

　リナの目は呆あきれながらも、「俺がやったこと」そのものに対して好意的な色をのぞかせていた。

「本当に俺は何もしてないんだって」

　否定したが、リナはいよいよ、

「はいはい分かってる」

　と、俺をあしらったのだった。










26　人材発掘










「税？」

　謁えつ見けんの広間、ミミスから受けた報告の一つが引っかかった。

　ここ最近になって、ミミスも俺との付き合い方が分かってきたのか、報告のやり方が前と変わってきてる。

　基本は概がい要ようだけ、俺が食いついたことだけを詳しく説明する。

　今も俺が「税」っていう言葉に食いついたから、改めて別の家臣から資料を受け取って、それに目を通しながら詳しい説明を始めた。

「シロメロ、という村なのですが、ここ最近になって税の支払いをのらりくらりとかわすようになりましてな」

「なんか理由があるのか？」

「特にこれといってありません。強しいていえば村長が代替わりしたことくらいですかな」

「なるほど」

　俺がそう言ったきり、深く突っ込まないのをみて、ミミスは何も言わず次の報告に移った。

　税、か。





☆






　一日分の執務が終わった後、俺はピンドスの街に繰り出した。

　賑にぎわっているピンドスの街を歩きながら、頭の中ではシロメロのことを考えていた。

　ミミスの話を聞いた瞬間、何かに使えそうな気がしたんだ。

　放ほう蕩とう領主といえば、多くの場合、税の取り立てで失敗しているのは過去の歴史で知っている。

　俺の目的はそこそこにヘイトを買って、領主から自然に追い落とされること。

　税をまともに払わないシロメロをうまく利用出来ないもんかな、と思いながら歩いていた。

「……放置が一番無難か？」

　税の取り立ても出来ない領主、それはそれで無能な烙らく印いんを押される。

　特に何かするまでもなく、放置するだけでもいいのかもしれない。

「バカか、てめえは！」

　突然、いかにもガラの悪い怒号と、何かで殴なぐった音が聞こえてきた。

　周りにいる通行人は一斉にぎょっとしたが、声がする方角をちらっと見ただけで、誰もが我関せずって感じでそそくさに立ち去った。

　何事なんだろう、と、俺は逆に声の方に向かっていった。

　すると、路地裏でチンピラ――いやヤクザな商売をしてる連中の姿を見つけた。

　数は五人、そのうち一人が明らかに親分だか兄貴だか、そういう立場の男だ。

　そいつは怒ってるようで、五人の内一番気弱そうな男の横っ面つらを張った。

「なんださっきのあの取り立ては、てめえ素人しろうとか！」

「す、すいません！　で、でもそっちの方がいいって思――」

「ああん？　でも？　なんだでもってのは、てめえ俺が間違ってるって言いてえのか？」

「――っ！　そ、そんな事ないダス――」

　弁明しかけたところで、気弱そうな男はまた親分らしき男に頰ほおを張られた。

　張られた勢いでよろめいて、壁に頭をぶつける。

　ぶつかったところを押さえてうずくまった。

「まったく、とんだ使えねえ能なしだ。行くぞおめえら」

「「「へい！」」」

　親分らしき男はそう吐き捨てて、他の子分を連れて立ち去った。

　残された気弱そうな男。

　この置いていかれ方、事実上見限った、見捨てられた。という感じがする。

「あはは……おら……やっぱりダメダメだ……」

　気弱そうな男は地面にへたり込んだまま、気落ちしていた。

　思うところがあって、俺は、男に近づいて声をかけた。





☆






　近くの飯屋に入って、二人向き合って座る。

「あ、あの……おらに何の用ダスか？」

「頼みたいことがある。ああその前に、俺はヘルメス・カノー。お前の名前は」

「おらはナッソス……へ？　カ、カノー……？」

　俺の名前を聞いて、ナッソスと名乗った男は一瞬キョトンとしてから。

「えええええ!?」

　と、椅い子すをひっくり返して、転げて地面に尻しり餅もちをつくほどびっくりした。

「か、か、かか……」

「かか？」

「かかカノー様って、もしかして領主様ダスか!?」

「ああ、そうだ」

「えええええ!?」

「そう驚くな。それよりもちゃんと座れよ。お前に頼みたいことがあるんだ」

「は、はあ……」

　ナッソスは椅子を起こして、おっかなびっくりな感で座り直した。

　俺が領主と聞いて怯おびえてるのか、尻は椅子に半分しかつけてない、見るからに居心地の悪そうな座り方をしてる。

　まあいい、それよりもこっちの話だ。

「まず確認、お前は借金取りをやってたのか？」

「え、ええ……でも、おらなんか落ちこぼれで。さっきも兄貴に叱しかられてたダス……」

「ふむ」

　俺が目撃した現場ってやっぱりそうか。

　借金取りの一味、それで取り立てに行ってたんだけど、このナッソスという気弱な男がなにか失敗をやらかしてお仕置き喰らってたんだな。

　それも。

「おらはダメダス……」

「そうなのか？」

「はいダス、昔からみんなおらのことをそういうダス……」

「なるほどな」

　どうやら、普段からそうみたいだ。

　いける。

　彼を使えば失敗出来る。

「なあナッソス、お前を見込んで頼みたいことがある」

「オラに？」

「ああそうだ。シロメロって村がある、そこの税の支払いが滞とどこおってる、それを取り立ててきてくれないか」

「え？」

「やってきたら五分――いや一割をお前の取り分にしてやる」

「えええええ!?」

　ものすごくびっくりするナッソス。

　別におかしい話じゃない。

　今も貴族の中には、部下じゃない商人とか、取り立ての専門家に税の取り立てを外注するやつはいる。

　聞いた話だと何人かに入札をやらせて、「一番多く納めさせる取つてくる」ってのに任せるやり方もあるらしい。

　それを俺がナッソスにやらせようとしてる。

　俺の見立てが間違ってなければ、こいつは失敗する。

　そして失敗すれば頼んだ俺の責任になる。

　規模がちょうどいい。

　シロメロという村の税の取り立てで一回失敗しても、カノー家そのものが揺らぐほどのダメージにはならない。

　そこそこに失敗して、そこそこに俺の評価を下げられるってわけだ。

「で、でもおら……」

「お前なら出来る」

「え？」

　俺は押すことにした。

　ナッソスほど、失敗するのがはっきり見えるヤツは珍しい。

　ここはおだてて、やる気になってもらわないと。

「おら……出来るダスか？」

「ああ、お前なら出来る。俺はそう信じてる」

「おらを信じる……？」

「というか見込んでる、お前の力を」

　マイナスな意味で――ってのは言わなかった。

　目を見開かせるナッソス。

　驚きよう愕がくしたと思ったら、次の瞬間、体がわなわなと震え出した。

　挙げ句の果てに泣き出した！

「お、おら……そこまで言われたのは生まれて初めてダス」

「そうなのか？」

「兄貴にも、おっとうにもおっかあにも、おらのことダメだって言われ続けてきたダス。そんなおらを……そんなおらを……」

　ナッソスは涙を手の甲でぬぐって、キッ、という顔で俺を見つめてきた。

「やるダス！　おら、ヘルメス様のために命を懸かけるダス！」

「そうこなくっちゃ！」

　うまく乗せることが出来たと、俺は心の中でしめしめと思ったのだった。

　ちなみにやり方の指示はしなかった。

　俺が何かやり方を指示して成功する――それだと今までのパターンだ。

　全部、ナッソスに任せる。

　俺は失敗を予想して、いけると確信した。





☆






　半月後、謁見の広間。

「……へ？」

　俺は、ミミスの報告に絶句した。

「むぅ、こうなるとさすがご当主様と言わざるを得ますまいな。我々では到底、それを思いつけなかったのですからな」

「いや待て、褒ほめるのは後にして――いや褒めるのもなしで」

　俺は混乱していた。

　執務の時間、朝一で謁見の広間に入ってきたミミスは何って言った？

「シロメロの税金、取ってきた、のか？」

「きっかり全額」

「だれが？」

「ナッソスという若者が。ご当主様が命じたと本人は言っておるのですが？」

　違うのか？　って顔をするミミスに。

「それは、そうだけど」

　え？　どういうこと？

　ちゃんと税を取ってきたってこと？

　失敗するはずじゃなかったのか、ナッソス。

　俺、何か間違ったことやっちゃった？

　そんな俺の混乱を、まるで説明するかのようにミミスが。

「いやはや一見して気弱そうな若者だが、あれは褒めれば伸びるタイプですな」

「え？」

　褒めたら……伸びる？

「しかも聞くところによれば今までろくすっぽ褒められたことがないとか。それなのに見いだしてくれたご当主様に恩義を感じているとか。それで死に物狂いでやったのですな」

「……」

「さすがですなご当主様。いやはやご教示願いたいところですな。生しよう涯がいろくすっぽ褒められなかった――すなわち誰も気づかなかった男の才覚をどうやって見いだしたのか、その秘ひ訣けつを」

「……うそーん」

　俺はますますポカーンとなった。

　ナッソスの活躍で、それを取り立てた俺の評価が、家臣の中で上がってしまった。

　しかも。

「統治者としてもっとも大事な能力ですな」

　一番上げちゃいけないところが上がってしまったらしい。










27　力の暴走










「竜王の影？」

　謁えつ見けんの広間、ミミスの報告に引っかかった。

　いつもと違って、よっぽど大事なことなのか、ミミスは最初から詳細を報告する準備をしていた。

「さよう。王国より通達があり、決して刺激せぬよう、とのことでございます」

「なんなんだ、その竜王の影とは」

「早い話がドラゴン種のモンスターですな。その力はとてつもなく強大――ながら刺激しなければ決して暴れ出すことはない」

「へえ」

「されどひとたび怒らせれば人間の一国など簡単に滅ぶ、とも言われておりますな。それもあって、決してちょっかいを出すな、との勅ちよく命めいにござりまする」

「わかった、刺激しない」

　俺は頷うなずいた。

　物騒な話だが、放置しろってことならそうする。

　命令通り放置するだけだ。こんなに楽な命令はない。

　が。

「……なあ、王国が討とう伐ばつを命じてくる、なんて可能性はないか？」

　今までの事で疑心暗鬼になった俺はミミスに確認した。

　確認するこの行為さえもフラグになってしまいかねないが、それでも確認せずにはいられなかった。

　それを、ミミスはまったく迷いなく、きっぱりと言い放った。

「ありえませぬな。触らぬ神にたたりなし。ここ二百年、王国に限らず、世界は竜王の影に同じスタンスを取っておったのです。下へ手たに手を出すと世界の敵になりかねませんな」

「そうか」

　それを聞いて安心した。

　俺はホッとして、執務を続ける。といっても話を聞くだけだが。

　その後は特に何もなく、むしろ普段よりも執務が早めに終わった。

　家臣団がぞろぞろと謁見の広間から立ち去るのを眺めて、考える。

　普段よりも早めに終わったし、今日はどっか遊びにいくか。

　久しぶりにオルティアの所に行ってやるか。

　そろそろ、「一生のお願いだよ、ヘルメスちゃん」って言ってきそうな時期だしな。

　よし、そうしよう。

　俺は立ち上がろうとして、椅い子すの肘掛けに手をかけた瞬間。

　バキッ。

　装飾付きの肘掛けが、音を立てて折れてしまった。

「うん？」

　折れた手すりを摑つかんだままそれを見つめる。一部が粉々になってる。

　この椅子、こんなにガタが来てたのか？

　……いや違う！　と、あることを思い出した俺の鼻に、粉々になった部分の木くずが飛び込んできた。

　結果。

「――へっくしゅ！」

　ドゴーン[image: ]

　くしゃみ一発で、謁見の広間が半分ほど吹っ飛んだ。

「くっ！　また暴れ出したか！」

　何事かと家臣や兵士が声をあげてぞろぞろ集まってくる中、俺はまず、この場を離れることだけを考えていた。





☆






　ピンドスから数十キロ離れた、何もない岩山の頂上。

　俺は一人でそこに座っていた。

　周りに何もない、誰もいない。

　人間はおろか、動物も、はては植物も何もない。

　巻き添えを出さないそんな所に避難してきた。

　また、この時期が来た。

　何年かに一回の頻ひん度どで、力を完全に制御出来なくなる時期がある。

　制御出来ないというのは譬たとえ話じゃなくて、文字通り制御出来ない。

　力の出力が、完全に一定の量で固定されてしまう。

　今までも何回か経験した結果、これが大体五日間続くと分かった。

　初日はあらゆる事に１００％の力で固定されてしまう。

　例えば――。

　ドォ――――ン[image: ]

　久しぶりだからセーブが出来なくて、唇を湿らせようと舌を出した瞬間。

　舌と唇の摩擦で出た衝撃波で、山が大揺れするほどの爆発を起こした。

　制御が出来ないのだ。

　初日は何をしても１００％の出力、その後一日ごとに20％ずつ下がっていって、五日間耐えれば元通り力を制御出来るように戻る。

　その間、特に最初の三日間とかはじっと息を潜めてるしかない。

　動くのは厳禁、寝るなんてもってのほかだ。

　子供の頃、初日に何も出来ないからふて寝した結果、寝返りを打っただけで山が一つ吹っ飛んだ。

　文字通り制御出来ない、何もしてはいけない。

　今も鼻で息をするだけで突風が巻き起こっている。

　とにかく最初の三日間はじっとする、それしかない。

　俺は山の上でじっとした。

　飲まず食わずで、寝ないように気をつけて。

　とにかく、ただひたすらじっとしていた。

　じっとしてるだけなのは結構つらかったが、今までの経験で、何もない岩山を選んだから、何も起こらなかった。

　前に森の中に隠れた事がある。

　すると動かない俺に小動物が集まってきて、羽ばたいた鳥が落とした羽に鼻をくすぐられて、くしゃみで森の半分を吹っ飛ばしたことがある。

　洞どう窟くつもダメだ、ほこりっぽい密閉空間とかありえない。

　だからこういう、開けているし何もない岩山に来た。

　一日目、何も起こらなかった。

　二日目、雨が降ってきそうなくらい空が曇ったけど、なんとか降られずにすんだ。

　三日目、いい加減なりだした腹の虫。それが鳴る度たびに雷鳴かってくらい轟ごう音おんが周りに轟いたが、60％の腹の虫だから、爆竹程度の音ですんだ。

　四日目は何も起きなかった。40％まで落ちてくると、足を組み替えるくらいの余裕は出来てきた。

　心に余裕も出来てきた、途中でスライムが現れて襲いかかってきたが、俺に触れた瞬間消し飛んだ。

　制御出来ないダダ漏もれの力にモンスターは反応するようだ。

　そうこうしているうちに、特に何事もなく迎えた最終日。

　制御出来ないままながらも、全力の20％まで落ちてきたから、立ち上がって伸びも出来るようになった。

　立った時に地面を踏み抜いてちょっとした落とし穴っぽいのが出来たが、今までのことを考えれば可愛かわいいもんだ。

　あと一日、今日乗り切れれば明日からまた日常が――。

「……あっ」

　立ち上がって伸びしたせいで、目が合ってしまった。

　岩山の下、それ自体が小さな山のような巨体。

　体が黒く、しかし皮ひ膚ふの下から赤い光が明滅を繰り返してるドラゴン。

　そいつと目が合った。

　そして、そいつの向こうに人間が見えた。

　兵士の一団だった、数は三百弱――一個中隊レベルか。

　そいつらの行動を見るに、遠巻きにドラゴンの後をつけてる感じだ。

　討伐中なのか？　いやそれにしては兵士達に闘気が感じられない。

　完全に様子見モードって感じだ。

　不思議な光景だ――

「――あっ」

　思い出してしまった。

　力の暴走が始まる直前に、ミミスから聞いた話。

　竜王の影。

　刺激しちゃまずい相手、ちょっかいを出すな。

　あの兵士たちは守っているのだ。

　人間から、竜王の影を。

　刺激したら暴れ出すから、そうなりそうな前にちょっかいを出す方を排除する。

　そのためにいるのだ。

「ぐおおおおお!!」

　竜王の影が天を仰あおいで咆ほう哮こうした。

　まずい、咆哮だけでも強いのが分かる。

　さすがに強い、ちょっかいを出すなって言われてるだけのことはある。

　そいつは俺に飛びかかってきた。

　山を一瞬で飛び上がって、空中で方向転換して俺に向かって突っ込んでくる。

「くっ！　俺を脅きよう威いと見たか！」

　昨日のスライム同様に、俺の力に反応して――刺激されて襲いかかってきた。

　くそっ、普段だったら何も問題ないのに！

「気配を消す」くらいのことはできるが、それも今は出来ない。制御出来ないのだ。

　そうこうしているうちに、ドラゴンが目の前まで迫った。

　血走った目、怒り心頭の表情。

　巨大な口を開け放って嚙かみついてくる。

　考える間もなかった、体が勝手に反応した。

　強い、手加減出来る相手じゃない、反撃せざるを得ない。

　嚙みついてきた口の牙を摑んで受け止め――引き裂く。

　ドラゴンのあごを上下に引き裂いた。

　直後に兵士たちが追いついてきた。

　証拠隠滅する暇もなかった。

　ドラゴンを引き裂いて、血まみれになっている俺。

　三百人の兵士たちはそれを見てポカーンとした。

「竜王の影を……噓だろ？」

　先頭の隊長らしき男がつぶやく。

　くっ、やっぱり竜王の影か。

　今からでもどうにかして誤ご魔ま化かせないか、これ。

　……無理か。

　こいつらを誤魔化せても、力を辿たどられれば結局ばれる。

　竜王の影ほどのが倒されれば絶対調べられる、そしてリナは一瞬で俺に辿り着く。
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　くそっ！　あと一日で何事もなく終わったのに。

　いや、諦めるのはまだ早い。

　何か方法はあるはずだ、考えろ俺。

　俺の目的はシンプルだ。

　功績を挙げたくない、実力をバラしたくない。

　それを昔からずっと考えている。

　それが良かった。

　日夜考えてるから、すぐにひらめいた。

　俺はここに来る前に屋敷を吹っ飛ばしてる、そのまま誰にも何も告げずに出てきて、四日間音おと沙さ汰たなし。

　良くない失しつ踪そうの形になってるはずだ。

　何かに取り憑つかれたってことにしよう。

　取り憑かれて、操られてるってことにすれば、これを倒したのが俺以外の力だって説明もつく。そういう時は力がブーストされることもあるから、そういうことに出来る。

　更に記憶がないって言い張ることも出来る。

「……いける、いけるぞ。この設定」

　考えれば考える程、いけるって気がしてきた。

　暴走したてですぐに姿を消したのが、ここに来て良い方に作用した。

　取り憑かれてるのを更に信しん憑ぴよう性せい増すためには――兵士たちを倒そう。

　暴走を装よそおって、全員それなりにボコっとこう。

　一般兵相手だ、後で正気に戻った俺が賠ばい償しようとか見舞いとかすればカタがつく。

　むしろ貴族である俺の失態を隠すために大金を払ってもいい。

　俺のミスをカノー家に尻しり拭ぬぐいしてもらう形だ。

　うん、ますますいい設定になってきたぞ。

　よし、この設定でいくぞ――。

「殿下！　目の錯さつ覚かくではありません、竜王の影が倒されてます」

「あの男です、あの血まみれの男がやったようです！」

　兵士に飛びかかろうとした瞬間、その言葉にピタッ、と動きが止まった。

　……殿下？

　ピタッと止まって、おそるおそる三百人弱の兵士の集団を見る。

　隊長らしき男が、おそるおそるって感じで俺に話しかけてきた。

「私の名はショウ・ザ・アイギナ。アイギナ王国第三王子だ」

　……王子？

　王子って、あの王子？

　国王の三番目の息子とかっていう、あの第三王子？

　殴なぐり掛かるのが、一瞬で出来なくなった。

　いくら何かに取り憑かれてる設定でも、それで王子に危害を加えたら家取り潰しの可能性が出てくる。

　倒せない、倒すって選択肢しが跡形もなく消えてしまった。

「貴公はもしや、ヘルメス・カノーではないか」

　王子様、俺のことを知っていた！

　まさか……また？










書き下ろし　彼はまだ、本気を出していない










「それで、具体的に彼はどれくらい強いの？」

　リナの一言に、その場にいた全員の動きが止まった。

　カノー屋敷に集まった四人の女。

　ソーラ・カノー。

　オルティア。

　ミデア・ミュケーナイ。

　そして今し方発言した、リナ・ミ・アイギナ。

　ソーラが招き、色とりどりの花が咲き誇る庭園の中のテーブルを囲む四人の女。

　四人の共通点は、ヘルメスにそれぞれ深く関わっていること。

　しかも、それぞれが違う――大きく異なる形でヘルメスと関わっている。

　その証拠に、オルティアが挙手して発言を求めた。

「ヘルメスちゃんのことを話しあうのは別にいいんだけど、いいの？　あたし娼しよう婦ふだよ」

「問題ありません」

　答えたのはソーラ。この屋敷の主・ヘルメスの実姉であり、義理の娘でもある。そして何より、この会合を開いた張ちよう本ほん人にん。

　事実上、この場における決定権を持つ女が含むところなく断じた。

「今日はヘルメスと親しい人を招いたのみ。肩書きはまったく考えてないですよ。殿下もそれでよろしいですか」

「もちろん。そもそも今きん上じよう陛下も隙すきあらばお忍びで娼館に通ってます。そこに含むところはない」

「そう？　それならあたしも別に言うことはないんだけど……ヘルメスちゃんの強さなんて、あたしほとんど知らないよ」

　上級娼婦というのはその場限りではあるが、体だけではなく心にも寄り添う仕事だ。

　オルティアは実にスムーズに、話を直前の場所に修正した。

「それも大丈夫です」

「どして？」

「あなたも色々見てきたはずです。ヘルメスが『おっふ』と言ったり、『やっちまった……』と言ったりするところを」

「あー、あるある」

　オルティアはしきりに頷うなずいた。

「結構うっかりさんなんだよね、ヘルメスちゃん。そういう時の話でいいの？」

「ええ。ヘルメスは本気を出したがらない、ですが時々うっかり漏れてしまう」

「そういう時の話をすればいい」

　ソーラの後を引き継いで、リナが補足とばかりに付け足した。

「そっか、そういうことなら――」

「師し匠しようは世界最強です！」

　それまで黙っていたミデアが大声を出した。

　他の三人が女性的な魅力、性的な魅力に溢あふれているのに対して、ミデアは可愛かわいらしいものの、子供っぽさがのこっていて、あか抜けていない感じだ。

　今も力説するあまり、鼻が膨ふくらむほど息を荒くした。

「世界最強」

「そうです。師匠は私のおじいちゃんを一ひと太た刀ちで倒してます」

「あなたのお爺じい様さま……剣聖様のことですね」

　ソーラが言うと、ミデアはまたまた鼻息を荒くして頷いた。

「はい！　おじいちゃんは強いです！　でも師匠にはまったくかなわなかったです」

「なるほど、つまり剣では世界最強、と。魔術はどうなのでしょう」

「……私はスライムロードの一件で彼の魔力を検証したことがある」

　リナは白はく磁じのティーカップを持って、口をつけながら、静かに語り出した。

「魔力というのは剣術と違って、あらゆる意味で『推測』しやすいもの。ここにいる者、みんな階段を上ったり下りたりする事はあると思うが」

「いきなりなんの話？」

　オルティアがきょとんと小首を傾かしげた。

「階段を使えばいくらでも上ったり下りたりする事ができる。しかし、それを使わずに三階くらいから飛び降りれば足の骨が折れる」

「うん、そだね」

　で？　って顔をするオルティア、ミデアも同じ表情でリナを見つめ、話の先をまった。

「魔法も同じ。弱い魔法を延々と使い続けても大丈夫だが、魔力を限界近くまで高めるとどうしても体に負担が出る。その時に漂う残留魔力には体を削った痕跡が残る」

「ふんふん、スライムロードの時のヘルメスちゃんは？」

「まったくなかった」

「つまり、スライムロードでは、ヘルメスにとって階段を上り下りするのと変わらない日常。ということですね」

　ソーラが言い、リナが頷いた。

「それなら私も分かるです！」

　ミデアがテーブルに手をついて、体を乗り出す。目を輝かせて熱弁を振るう。

「証拠はないです！　でも剣を交えれば相手の力量が大体分かるです！」

「あー、それあたしも聞いた事あるかも。達人同士で一合？　打ち合えば分かるって話聞いたことある」

「うん、それ！　あれでやるとね、師匠って本当に底が見えないんだよ。こう、ものすごいでっかい岩を押してるような？　動かないけど、後どれくらい力を出せば動くのかもわからないっていうか」

「そういう話ならば私にも心当たりがあります」

　今度はソーラが、あごの先をつまんで、思い出しながら話した。

「ヘルメスが当主になってから執務をするようになったのです。ほとんどは口を出さずに古くからいるミミスたちの話を聞くだけなのですが、たまに、ここぞという時にだけ口をはさんでくるのです。そしてそういう時は決まって一言。一言だけで核心をつくアドバイスをするのです」

「あっ、それ知ってる。鉱山の時もそうだったよね」

「ええ、あの時はありがとう、助かりました」

「どういたしまして」

　微笑ほほえみ合うソーラとオルティア。

　それをきっかけに、女たちはヘルメスの話で盛り上がった。

　本人のいないところで、彼がしたことを、してくれたことを嬉しそうに話す女たち。

　見方を変えれば、彼女たちは自慢しあっているとも言える。

　ヘルメスが私にこうこうした、こうしてくれた。

　四人はまるで古くからの友人のように、その話で盛り上がった。

　そんな盛り上がる中。

「どうしたのですか殿下、いきなり難しい顔をなさって」

「結局、具体的に彼はどれくらい強いの？」

「「「……」」」

　リナの問いに、三人は沈黙してしまった。

　苦笑いしたり、首を傾げたり、複雑な顔をしたり。

　質問が最初に立ち戻った。

　しかし誰も答えられなかった。

　様々なことを話してきたがために、全員、一つの共通した認識ができあがった。

　これまで、ヘルメスは誰にも――少なくともここにいる四人の誰にも本気を見せたことはない。

　だから「どれくらい強いのか」というリナの質問に答えられる者はいなかった。

　しばらくの沈黙のあと、ふと、オルティアが笑った。

「あはは」と、声を出して笑ったオルティアを、全員が訝いぶかしげな目で見つめた。

「どうしたのですか？」

「あのね、今ふと思ったんだけど。例えばヘルメスちゃんといる時にものすごいピンチで、なんか絶体絶命なピンチになったとしてね」

「ふわっとしてますね」

　ミデアが軽く突っ込んだが、オルティアは微笑んだまま続ける。

「それでも全然平気かもねーって今思ったんだ。だって、ヘルメスちゃんはまだ全然本気出してないもん。それって余力があるってことだから、どんなピンチでも全然平気なんだなって思ってさ」

「……なるほど、確かにそうですね」

「同感よ。毎回死に物狂いで何かしてくれる人よりはよほど安心していられる」

「師匠の剣はまだ抜かれてないんだよ。鞘さやに納まったまま、気合とにらみだけでザコたちを蹴け散ちらしてるんだよ」

　ソーラ、リナ、ミデアたち三人も、めいめいの言葉でオルティアのそれに同意を示した。

「どこまでいけるんだろ……例えば、明日世界が滅びるとか」

「……全然平気ですね」

「同感」

「余裕っす！」

　オルティアをはじめ全員が、目を閉じたり上を向いたりと、その光景を想像してみたようだ。

　そして四人の口から出たのは同じ答えだった。

　ヘルメスさえいればまったく平気。

　本気を出していない、底を見せていない彼だからこそ、彼さえいれば平気だと。

　四人は、心からそう思った。

　それは、根拠のない信頼ではなかった。

「あっ」

　声を上げたミデア。彼女は空を見上げている。

　他の三人もつられるようにして見上げると、空から巨大な隕石が落ちてきた。

　真っ直ぐとこっちに落ちてくる隕石、徐々に迫ってきて、その影が次第に全員を覆おおい尽くす巨大な隕石。

「……」

「……」

「……」

「……」

　全員が黙って、それを見あげていた。

　逃げる者も、怯おびえる者も、立ち向かおうとする者もいない。

　迫り来る隕石死を前に、誰一人として動じていなかった。

　果たして彼女たちの信頼通り、その隕石が地面に落ちてくることはなかった。

「いきなり落ちてきてびっくり――げっ、なんでみんなここにいるの？」

　途中で木こっ端ぱ微み塵じんに、粉々に砕くだけ散った隕石。

　隕石を砕いたヘルメスは四人の顔を見て驚いた。

　四散する隕石の破片、四人のテーブルの前に着地するヘルメス。

　彼はピンチに颯さつ爽そうと現れ、何食わない顔でそれを解決し、見られたことにだけ慌てふためく。

「……くすっ」

　誰かから笑いがこぼれた、それにつられて他の三人も笑い出し、四人は笑い合った。




　彼はまだ、本気を出していない。




　だからこそ、四人は信頼と、安心感を覚えていたのだった。













あ と が き







　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様お久しぶり、あるいは初めまして。

　台湾人ライトノベル作家の三み木きなずなでございます。

　この度たびは『俺はまだ、本気を出していない』を手にとって下さりありがとうございます！

　本作はタイトル通り、異世界で最強過ぎる、本気を出さなくても最強な主人公の物語です。

　最強であることが災わざわいして、本人は目立ちたくないのに、ついやらかして目立ってしまう。

　そんな、異世界俺ＴＵＥＥＥをベースに、コメディタッチに仕上げた作品です。

　なにとぞ、よろしくお願いいたします。

　最後に謝しや辞じです。

　イラスト担当のさくらねこ様。皆格好良く、可愛かわいく描いて下さって感謝の言葉もありません。

　担当編集Ｔ様、今回も色々わがままを聞き入れて下さってありがとうございます。

　これを手に取って下さった読者の皆様方、その方々に届けて下さった書店の皆様。

　本書に携たずさわった多くの方々に厚く御礼申し上げます。




　最後に「コミカライズ決定！」と報告したところで、筆を置かせて頂きます。


二〇一九年二月某日　なずな　拝　
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